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			「またこれ？」

			クラスメートの女子の一言が、浦河うらかわ柳やなぎの精神を深々とえぐった。

			にぎやかな休み時間、教室の隅の方。

			「違うネタないの？」

			「飽きた」

			「さすがに、見慣れちゃったかなって」

			次々に浴びせられる容赦ない言葉に、柳は冷や汗まみれになった。

			「あ、あの……その……」

			開いて見せた手の平を、もう片方の手の、そろえた指でポンと叩く。次の瞬間、それまではなかったはずの、黄金に輝くコインがそこにある。まるで虚空から出現したような、見事なコインマジックだ。

			しかしやはり、クラスメートたちの表情に変化はなかった。

			「だから、そーゆーの、飽きたって」

			「う……」

			柳はうめき、うなだれた。

			浦河柳。二年生男子。小太りの丸っこい体、丸い顔。どこにも尖ったものを感じさせない人畜無害な顔つき。得意な科目はなく、逆にダメな科目もなく、運動も平均そのもの。外見と同じく中身も、ありとあらゆる面において平均的で、会って別れて二分もすれば顔を思い出すこともできなくなることうけあいの少年だ。

			その丸っこい彼が、唯一得意にしているものが、コインマジックだった。

			ゲーセンのコインが、指の間から出現しては消失し、手の平に現れては消えさり、あるいは増殖し、重なり、思いもよらぬところから顔を出す。その手並みはプロ顔負け、技を披露する時にはクラスメートが周囲に集い、彼の手指が生み出す妙技に感心する。その時だけは間違いなく、柳は主人公になることができた。

			しかしそれが……飽きられてしまった。

			このクラスになって半年が経っている。受けたくて、持っているネタは片端から披露していた。今ではもう、コインを数枚出したり消したりした程度では、誰も感心してくれないのだった。

			「どうしよう……新しいネタなんて持ってないよ……ううう……」

			うめきながら柳は廊下をさまよい歩いた。

			唯一の特技が受けなくなってしまっては、自分の存在意義がない。

			何もかも平凡な彼にとって、他人を喜ばせ、楽しませ、笑わせることは、自分の存在を認めさせるための大切な手段だった。この技術、この芸に誇りを持っていた。

			なのに受けなくなってしまっては、これからどうすればいいのか。

			ごつっ！

			「ひゃんっ!?」

			額に衝撃、目の前に壁。廊下を曲がるつもりで、壁に頭から突っこんだのだった。

			目撃した数人が、一斉に噴き出した。

			「いやー、どもども」

			習い性で、反射的に愛想笑いを浮かべて四方にぺこぺこ頭を下げる。

			しかしそれが、さらに自己嫌悪を生んだ。こういうことで笑いを取るのは、芸でもなんでもない。芸というのは、感心してもらい、感動させてこそ。これではただの馬鹿だ。周囲から人がいなくなると、柳の笑みも自然と消えた。

			「だめだ……僕は、もうだめだ……」

			学校からの帰り道、柳の小柄で丸っこい体は、いつも以上に小さくなっていた。

			


			　　　　　　※

			


			──浦河家は、にぎやかである。

			にぎやかで、華やかである。

			何しろ、家族のほとんどが女性だから。

			浦河家も、母方の実家も、『家の跡継ぎはやはり男子』と考える家だった。

			だから新婚の浦河夫婦も、女の子が生まれた時、もう一人、男の子を産もうと自然と決めた。

			次の子は、女の子だった。

			さらに次の子も女の子で、今度こそと妊娠した第四子までもが女の子で……。

			ようやく柳が生まれた時の、両親と祖父母の安堵は深かった。

			しかし、女四人に男一人、計五人の子供を持つことになった浦河家は、お世辞にも豊かとは言えない環境に陥ってしまい……。

			柳は、自分だけの遊び道具というものを持ったことがなかった。たまに祖父母から贈られてくることもあるが、すぐ姉たちに奪われてしまう。むしろそういうものだと思って、一緒に遊んで、にこにこしていた。

			誰も奪わなかったのが、海外旅行から帰ってきた叔父がみやげにくれた、外国のコインだった。図柄がひげの生えたオヤジだったので、姉たちは興味を示さず、そのまま柳のものになった。柳はそれを手の中で色々ともてあそび──コインマジックというものを知り、練習して、姉たちにやってみせて、ほめられた。それが彼の、他人を楽しませたいという欲求の原点だった。

			「ただいまーあー疲れたごはん何ー？」

			「なんであんなに馬鹿ばっかりなのよ会社って！」

			姉四人のうち、長姉ちょうしの梓あずさと次姉楓かえでは、就職している。

			「それでねー、教授のおみやげってのがさ、北欧の変な人形で」

			「彼氏ほしいなあ」

			三姉榧かや、四姉椚くぬぎは、大学生である。

			今日は、植物学者である父がフィールドワークに出かけて留守なので、浦河家の男女構成比はさらに女性側に傾いていた。

			「…………ごちそうさま」

			やかましい食卓から、早々に柳は引っこんだ。

			「どうしたの、ヤナくん？」

			「好きな子でもできた？」

			「ええっ!?　柳に恋わずらいなんて百年早い！」

			「そうだよ私にもまだ彼氏いないのに！　相手は誰よ!?　生意気よ！」

			姉たちに相談しても、ネタにされ盛り上がるばかりで、実際には何も解決しないのが常だった。

			柳は自分の狭い部屋に引っこんだ。元は仏間だった四畳半の和室。これでも姉たちよりはましだ。姉たちは今でも二人で一部屋、二段ベッドで寝起きしているのだから。

			場所を取らないから重宝しているノートパソコンを起動する。ちなみにこれも姉たちのお下がりでピンク色。

			これまで収集した、マジック関連の動画を再生し始める。ステージ上で、着飾ったマジシャンたちが、派手な身振りと共に色々なものを出し、あるいは消し、拍手喝采を浴びる。柳は食い入るように画面に見入り、新しいネタを探す。

			「コイン以外……」

			コインマジック系のものなら、ほぼ全て記憶している。そうじゃないものを見ていく。何か自分にできるものはないか。できそうなものは。みんなに受けそうなネタ。新しい技。

			教室でクラスメート相手に披露するのだから、大がかりな舞台装置が必要なものは無理だ。

			トランプを使う、カードマジックが一番よさそうだ。指先を器用に動かす技術は身についているから、練習さえしていけば、見せられるレベルのものにするのもそう難しくはなさそう。ありきたりなのが気にはなるけど、バリエーションが多いから、飽きられるまで当分かかる……。

			「おーい、ヤナくーん」

			「話聞かせろよー！　相手だれだー？」

			明らかに酒が入った様子の姉たちが、障子戸向こうで騒いでいる。一応はルールを守って入ってこないが、鍵をかけることもできない障子戸一枚では、ほとんど遮蔽の意味はない。

			「可愛い？　どんな子？　同級生？　同じクラス？」

			「きっかけは？　出会いは？　今後の進展予定と将来の目標について一言！」

			あーうるさいうるさい。関係ないから黙ってて！　……そう怒鳴りつけたかったが、やったが最後、四つの口から、四倍以上の声が返ってくるのは目に見えていたので、パソコンをかかえて布団にくるまった。

			それでもまだ姉たちは、障子を動かし隙間からこちらをうかがって、あれこれぺちゃくちゃ言い合っている。

			あのおしゃべりを黙らせる方法はないものか……。

			「……ん？」

			偶然にもその時、パソコンの画面に、不思議なものが映った。

			昔のマジックショー。マジシャンが、助手の女性の目の前で、両手をうねうね、変な風に揺り動かす。女性は気をつけのポーズになって、目を閉じ、そのまま真後ろに倒れていく。倒れる体をマジシャンが支え、抱き上げると、女性は一本の棒のように固まったままで、マジシャンの腕から離れ、浮き上がり……。

			（催眠術……だ……）

			空中浮揚よりも、その前に女性を眠らせた技の方に引きつけられた。

			催眠術。

			相手を言いなりにする不思議な技。

			あのうるさい姉さんたちも、ワン、ツー、スリー！　で指を鳴らすとぴたりと黙り、口を開けても声が出なくて慌てふためく。

			そういえば、催眠術をかけるのに、糸につるした五円玉を使うんだっけ。目の前でぶらぶら揺らす。五円玉といえば硬貨。硬貨といえばコイン。僕の得意のコインマジック。マジックとは日本語にすると、手品であり、そして……魔法だ。

			手品に近く、魔法のようで、コインも使える……。

			「いける！」

			柳は、パソコンの検索窓に『催眠術のかけ方』と打ちこんだ。
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			「ふあ〜〜〜あ」

			柳は校門をくぐったところで大あくびをした。

			眠い。頭に靄がかかったようだ。あれから寝ていないのだから当然だ。

			しかし、丸っこい体には精気がみなぎっていた。徹夜で腫れたまぶたが覆いかぶさる目も、彼らしくもなく燃えている。

			新しいネタを見つけた。コインマジックに代わる、みんなが驚き、楽しんでくれる技。

			「催眠術……」

			そうつぶやくだけで、自分自身が眠りに落ちそうだ。

			しかし柳は眠らない。脚を動かし、階段を上る。元々細い目をほとんど閉じながらも、自分の教室よりさらに上、特殊教室の並ぶ方へ体を運んでゆく。

			目当ての部屋は、あいていた。

			図書室だ。

			親が学者で、幼い頃から家に本があるのが普通で、かつ五人子供がいるのでおこづかいは同年代の子供に比べてずっと少なかった柳にとって、公営の図書館、学校の図書室というのは実にありがたい存在だった。

			この学校の図書室にも、何度も通っている。もちろん第一の目当てはマジック関連の本だ。書籍の情報量は、今でもやはりネットで得られるものよりずっと多い。これまでにも、自分のおこづかいでは到底買えない専門書を、何冊かリクエストして学校予算で購入してもらうことができていた。

			「……どこ探せばいいんだろう……」

			マジック関係の本ならどこにあるかはわかっている。しかしその辺りに催眠術についての本は置いていなかった。じゃあどこなのか。

			目的が目的なので、人に訊くわけにはいかない。誰にも知られない間に身につけてこそ、みんなを驚かせることができるのだから。

			「んーっと……」

			「なに探してるの、浦河君？」

			「わあっ!?」

			後ろから呼ばれて、びくっとなった。

			「どうしたの？　悪いことでも企んでいた？」

			「い、いや……」

			柳の声は尻すぼみに消えて、逆に胸が激しく高鳴った。

			声の主を目にした途端、強く目をしばたたく。数度のまばたきの後には、世界の色が別なものになっている。

			美少女が──ちょっと可愛い子ならとにかくそう呼ぶような軽薄なものではなく、掛け値なし、正真正銘、本物の美少女がそこにいる。

			長い髪と鼻筋通った美貌。豊かな胸、細い腰、長く伸びる脚。身長は柳よりも高く、背筋がぴんと伸びている。何から何までが秀麗で、かつ凜とした立ち姿。朝の光のせいではなく、その体のありとあらゆる部分がおのずから輝いているようだ。

			「どうしたの？」

			「あ、いや、その、おはよう、日高さん……」

			日ひ高だか舞まい夜や。

			同じクラスの、図書委員だ。
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			眉目秀麗な上に、文武両道。成績は学年トップで、運動も運動部に負けないレベル。声は透き通り趣味は良く、実家も相当いい家らしい。天は二物どころか三物も四物も与えることがあるという、残酷な事実の生きた証である。

			「朝から図書室に来るなんて、珍しいわね」

			「ああ、まあ、ちょっと調べ物したくて」

			「ここにある手品関係の本は、もう全部頭に入っているんじゃないの？　あなたのリクエストで購入した本を借りた後、来室回数ががくんと減ったものね」

			「え、おぼえているの？」

			「大体の人と利用頻度は把握しているわ。うちのクラスの人なら完璧よ」

			「すごいな……」

			「ここは私の城だもの。当然のことよ」

			「当然じゃないって。でも……城？　自分の部屋、じゃなく？」

			「ここにある本、正確にはそこに書かれた知識は、私の武器よ」

			「武器？」

			「ええ。知識は、きちんと使えばこの上ない力になるわ。そのために私は本を読む。知識を身につけ、使い方をおぼえて、誰にも負けない自分になるの。戦闘的読書。ここはそのための戦略拠点。つまり、城、よ」

			「はあ……」

			柳は圧倒され、間抜けな声を漏らした。

			舞夜の言うことが完全に理解できたわけではないが、自分よりもはるかに上を行っていることだけははっきりわかる。

			「すごいなあ、日高さんは」

			心から、柳は言った。

			いやみでも何でもなく、本気の賞賛だった。四人の姉を持つ彼にとって、女性があらゆる意味で自分より優れているというのは当たり前すぎて、自分を卑下するとか劣等感を抱くとか、そういう心情とは無縁だ。

			「……」

			そんな柳を、舞夜はわずかに驚いたような顔で見つめた。

			「えっと……？」

			「いえ、なんでもないわ」

			慌てて視線をそらす。彼女にしては珍しい仕草。

			「？」

			「それより、探している本のタイトルは？　ジャンルは？　探してあげるわよ」

			「あ、や、その……」

			他の図書委員ならまだしも、同じクラスで、しかも抜群の記憶力と頭脳を持つ舞夜にかかっては、催眠術についての本、というだけで柳の意図を完全に見抜いてしまうだろう。

			これから練習し身につけみんなを驚かせたいのに、それでは台無しだ。

			「やっぱり、いいや」

			「遠慮しないで」

			「してないよ」

			「手品の本？」

			「いや……っとぉ」

			柳は返事しかけて口をつぐんだ。ノー、というだけでも舞夜に判断材料を与えることになる。会話を続けているだけでも見抜かれる危険があった。

			「ふうん……」

			舞夜が、それまでと違う顔をした。

			口の端がつりあがり、目には強い光が宿る。ニヤリと笑う顔。好奇心を強く刺激された様子だ。

			「面白いわね。挑戦とみていいかしら。あなたの探してる本、あててみせるわ」

			「で、ではまずこちらを！」

			柳はこれはまずいと、ごまかすべく、手の平を見せた。

			まず両手とも、表裏とひらひらさせて、何も持っていないと見せつける。

			パンと鳴らしてその手を合わせる。合掌ポーズ。それを横にして、片方の手の平をそろそろ持ち上げていくと、下の手の中央に、さっきまでなかったはずのコインがきらっと光った。その手の平を今度はそろえた指で軽く叩く。コインは二枚になっていた。

			「はいっ！」

			「上手ね」

			舞夜の挑戦的な笑みと目の光は、さらに強くなっていた。

			「でも、わかったわ。最初の時は、親指のつけ根にパームしてたのね。次のは、手の平に現れたものを見せている間に取り出したのよね？」

			「な……!?」

			見抜かれて柳はショックを受ける。

			「あなたと同じ本を読んだから、というだけで、実際に見抜いたわけではないのだけど」

			「しまった……」

			コインマジックの基礎技術についての本は、確かにこの図書室に置いてある。図版が多く高いので自分では買えなかったのだ。

			「あなたの手際を何度か見ていたからね。教室で。興味深くて、こっそり注目していたわ。魔法みたいに見えて、すごいなって思って。それで、あなたの借りた本やリクエストした本、私も読んでみたの」

			「え……」

			胸が高鳴った。

			注目していた。すごいなって思った。同じ本を読んでみた。それらの言葉が幾度となく柳の脳裏にこだまする。

			「……今はさすがにレパートリーが尽きたようだけど」

			「うぐっ！」

			図星を突かれて柳がうめくと、舞夜は嬉しそうに目を細めた。

			「ということは、コインマジックに代わる、新しい手品を練習しようとしているのね。リクエストはしていないから、今ある蔵書に、それについて書いてあるものがある。それを参照したくてここへ来た……ふふ、少しずつ見えてきたわ」

			「うわ、うわ、うわ……！」

			だめだ、これ以上話していたらすべて見抜かれる！　そう思って柳は身をひるがえした。

			「そ、それじゃ！」

			「待って。予鈴も近いし、もう閉めるから」

			舞夜に言われると、自然と柳の足は止まった。

			図書室に鍵をかけ、舞夜は柳と並んで廊下を歩き出す。

			登校してきた生徒たちが玄関からそれぞれの教室へ向かう、にぎやかな気配が校舎中に満ちている。それに合流すべく、明るい廊下を柳は歩く。

			隣に、白い脚が動いている。スカートの裾が揺れている。視線をわずかに上げると、長い髪と細い腰が、これも規則正しく揺れ動いている。

			「…………」

			「どうしたの？」

			「なんで、日高さんと歩いてるのかな、って……」

			「私とは、迷惑？」

			「いやいやいやいや、男子のみんなに引っぱたかれそう」

			「それは悪いわね。じゃあ離れて歩く？」

			「いやいや、そんな、もったいない」

			本音をさらっと言った。

			別に何か狙いがあったわけではない。この場合はそう言った方がいいと自然に思っただけだ。柳だって、これでも一応男子ではある。こんな美人とお近づきになれるものならなりたい、という気持ちはもちろんあるのだ。

			すると、舞夜がまた、柳をじっと見た。

			「……前から思っていたんだけど、浦河君って、女の子慣れしてるわよね。物怖じしないというか慣れてるというか。手品見せてるのも女の子多いし」

			「そりゃ、うち、姉さんが四人いて、昔からそういう環境だったから」

			「四人」

			「色々と、すごいもんだよ。女だらけだから恥じらいなんかないし、こっちもそれ見て育ってるし」

			「なるほどね」

			「男子ばっかりだとむしろ落ちつかないんだ、実は」

			「それも大変ね」

			でも、と妙に満足そうに、舞夜は続けた。

			「やっとわかったわ。いつも女の子に囲まれてるのにモテてる様子がないし、男子の中にいる時はいる時でやたらとおどけていて……どういう人なんだろうって気になっていたんだけど、そういうことなら納得よ」

			「ひどい」

			「ふふっ」

			そこで、初めて──本当に初めて、舞夜は、明るい笑みを見せた。

			教室ではいつも真面目一辺倒で、美人すぎかつ優秀すぎる彼女には男女を問わず親しくする相手もおらず……柳も、挨拶やちょっとした会話ぐらいならしたことはあったが、彼女が感情を出したところをほとんど見たことがなかった。

			その舞夜が、笑った。

			明るく。楽しそうに。愉快そうに。

			……図書室で催眠術の本を探すのはやめよう。柳は不意に強く思った。

			彼女にも、自分の技を披露したい。知られることなく、見せつけたい。見せて、感心させたい。すごいって言われたい。認めてほしい。何としても。

			姉たちから始まって、他人を楽しませることで自分の居場所を作ってきた柳だったが、こんなに強く、激しい感情をおぼえたのは初めてだった。

			そんな自分に戸惑い、またやたらと高鳴る胸にも戸惑い、柳はそこから教室まで、自分が何を言ったのかほとんどおぼえていなかった。

			舞夜の揺れる髪や時たま動く唇、先に立って教室に入っていった時に揺れたスカート、白い脚、膝の裏……そういうものばかりが記憶にとどまって、肝心の舞夜との会話が思い出せない。それこそ催眠術でもかけられたかのように。

			──そして柳は、ひとつ、重要なことを忘れていた。

			放課後、街中の大型書店で、催眠術についての本を探し、目を通した時、それに気づいた。

			「……ああっ！」

			なんてことだ、と柳は周囲をはばかりながら小声でつぶやく。

			当たり前といえば当たり前のことだった。

			コインマジックと違い、催眠術は、被験者──つまりかける相手がいなければ、練習のしようがない！

			「練習……相手……」

			ひとつの姿が、脳内に固定された。

			日高舞夜。

			廊下で見せてくれた微笑が、柳の頭を埋めつくした。

			本にある、参考写真。椅子に座った女性が、施術者の手を額にあてられ、頭を後ろに傾け、手をぶら下げてぐったりしている。その女性の姿が舞夜に変わる。椅子に座り、目を閉じ、形のいいあごを上げ、白い喉をさらす。目を閉じた、無防備な額に手を置き、力の抜けた唇を見つめ、彼女をさらに無防備にする暗示をささやきかけてゆく……。

			「うっ……」

			公共の場所なのに、柳は自分が男であることを証明してしまった。

			姉たちの下着を日常的に洗濯し、風呂上がりに前も隠さず歩き回る姿を目の当たりにしても何とも思わず、クラスメートの生着替えを目撃した時でさえ特に男としての反応はしなかったというのに。

			急いで気持ちを切り替え、前かがみになりかけた体を元通りに保つ。

			しかし、一度湧き上がった妖しい興奮が、どうやっても消えてくれない。

			舞夜にも秘密にして、練習し上達し披露して感心されたいという欲求は、こみ上げる圧倒的な興奮に飲みこまれ、消えてしまう。

			もう、柳の脳裏には、日高舞夜、催眠術という二つの単語しか残っていなかった。

			


			　　　　　※

			


			「お断りします」

			話を持ちかけると、日高舞夜は開口一番、そう言った。

			一週間ほど後のことである。

			柳は、催眠術について、色々調べ、そういうことに詳しい先輩に直接教えを受けることもした。

			尋常ではない熱意をもって、色々な技法や催眠の原理について学び、知識を蓄えた。

			あとは、実践するだけ。

			その相手として、やはり、日高舞夜を柳は選んだ。

			いつも色々おしゃべりしているクラスの女子や、誰もがあこがれる美女教師なんかも考えはしたが、柳の脳裏に浮かんでくるのは最終的には舞夜なのだった。

			それで、放課後の図書室、他の図書委員がみな引き上げて、最後に室内の点検と施錠をする舞夜が一人きりになったところを見計らって、話を持ちかけたのだ。

			だがその舞夜は、図書室のカウンター向こうで腰掛けたまま、眉間に深いしわを寄せ、口元は真一文字に引き締まり、不機嫌という言葉をそのまま絵にした顔つきになった。

			「催眠術って、なに、私をおもちゃにするつもり？」

			「まあまあまあまあ」

			「お断りします。人前で他人をもてあそんで受けを取ろうなんて、お世辞にもほめられた発想じゃないわね」

			「いやいやいやいやお待ちあれ待ってお願いそう慌てずに」

			「待ちません。お帰りはあちら。図書室、もう閉めますよ」

			「いやだから待ってお願い催眠術って他人をもてあそぶものだなんて間違った知識持ってるんじゃ訂正しないと」

			「…………なんですって？」

			間違った知識、という言葉に舞夜は反応した。

			柳の狙い通りだった。

			「催眠術って、どういうものだと思ってるの？」

			「それは……人の心を支配して、好き放題に操り、動かす……」

			「本当にそう思ってる？　そんな魔法が本当にあるなら、世界は催眠術師が支配してるはずだよね？　日高さんだって操られてしまって、僕に逆らうことなんかできないはず」

			「それは……そう……だけど……」

			博覧強記の日高舞夜が、たじたじとなった。なまじ知識量を武器にしているだけに、知識のないところを指摘されると弱いようだ。

			それに妙な爽快感をおぼえて、さらに柳はたたみかける。

			「でも実際は、僕がどういう風にやろうと、日高さんの意志を無視して思い通りに動かす、なんてことはできない。ショーとか、あるいはマンガとかのフィクションじゃ、魔法っぽい方が面白いから、そう描いてるっていうだけ。その誇張したイメージが広がってるんで、本当の催眠術ってのは、そういうものじゃないんだよ」

			「……じゃあ、どういうものだっていうの？」

			「経験してみればわかるよ。どう？」

			柳が言うと、舞夜はたじろいだ。

			「いえ……それは……」

			「だめ？　怖い？　僕の言いなりにされちゃうんじゃないかって思ってる？　日高さんを言いなりになんて、そんなこと僕ができるとでも？」

			柳は胸を張り全身に力をこめた。

			背丈は舞夜より低く、丸っこい体についている筋肉量は乏しい。運動神経も持久力も平均以下であることは同じクラスの舞夜にはよく知られている。幼少期から、女には勝てないというのを経験ですりこまれているのもあって、本気で争ってもおそらく運動神経抜群の舞夜にはかなわないだろう。そんな自分自身と、周囲からどう見られているかを、柳は正確に把握していた。

			「それとも、僕のこと、やっぱり男だ、危険だって思ってくれてるの？　やった、嬉しいなあ」

			「それは……」

			教室では、草食どころか人畜無害の生きた見本、という扱いの柳である。その彼を、異性として見て、脅威と感じていると表明するのは、学年トップで自信たっぷりの舞夜には難しいだろう──というのが柳の読みで、それは見事に的中した。

			催眠術を身につけようと思い立ち、舞夜を相手にしてみようと決意して以来、柳は心身ともに自分でも信じられないくらいに活性化している。人ひと気けがなくなったところで図書室に入りこむ度胸もそうだし、ここでぐいぐい押していくのもそうだ。僕はこういうキャラじゃなかったはずだけどなあと、心のどこかで首をかしげていた。

			「僕が変なことしそう、おかしなことされそうって思うなら、すぐやめていいから。

			もちろん僕はそういうことする気はないし。

			ただ、日高さんに、普通と違うこと、経験してもらえればって。瞑想とか、座禅もそうだよね、世界中のあちこちで伝統的に行われている精神的な修業とそれによる神秘体験、トランス状態を、ここにいながら経験することができるんだよ」

			「…………」

			「ね、やってみようよ。絶対面白いから」

			舞夜は困り顔で目をそらし、考えこみ……。

			やがて。

			「わかったわよ。仕方ないわね」

			小さなため息をつきつつ、そう言ったのだった。

			「！」

			「なに、その顔？」

			「い、いや、まさか、ＯＫしてもらえるなんて思ってなかったから」

			「じゃあ、期待どおり、お断りに切り替えましょうか？」

			「いやいやいやいやいやいや」

			「人間、そう簡単に他人に操られたりしないって、私は思ってる。何があっても私は私。だから、あなたが催眠術かけようとしても、多分、うまくいかないわよ。……必ずかからなきゃいけない、っていうわけでもないわよね？

			それから、神秘体験とか瞑想とか、そういうのはそういうので興味あるし。

			……この前、あなたが新しい手品を考えていた時から、それほど経っていないけど、本当にできるのかしら、そんなこと？」

			軽蔑でこそないが、薄笑いを浮かべて挑発的に柳を見やる。

			柳の背筋をぞわっとしたものが駆け上がり、制服の下に鳥肌がびっしり立った。

			舞夜は、自分自身の美貌の威力をわかっていないだろう。

			そういう目つきが、どれほど男を魅惑し、危険な情動を煽りたてるのか──。

			


			　　　　　※

			


			照明を消した薄暗い図書室の椅子に、舞夜が腰かけ、呼吸を整える。

			「深呼吸……でいいの？」

			「うん。ゆっくり繰り返して、リラックスして。これから不思議なことが起こるけど、それを楽しめるように、気を楽にして、受け入れて」

			「……すぅ〜…………はぁ〜……」

			押し黙った柳の耳に、ゆるやかに繰り返される舞夜の呼吸音が流れこむ。
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			甘美な吐息に、服を突き抜けて自分の肌を直接なでられるような感覚に襲われ、胸のうちが妖しくうずく。

			「すぅ〜〜……ところで、ごめんなさい、先に聞いておきたいんだけど」

			「なに？」

			「催眠状態とは、集中や単調な刺激の連続などで引き起こされる、被暗示性の高まった、変性意識状態。瞑想や儀式で得られるトランス状態とほぼ同じもの」

			始める前の数分でネットで検索した、催眠についての知識を、舞夜はすらすら披露した。

			「そういう理解でいいのかしら」

			「うん、僕も、そんなとこって理解してる」

			「催眠状態の人間が、どんな風にでも操られてしまう、なんていうことはない。しかし、深い催眠状態に導かれた被験者は、施術者の誘導に基づいて、様々な体験をすることができる。幻覚を見たり、記憶をさかのぼったり、あるいは別人に変貌したり……前世を見たり、高位の自我なんてものに出会うことも」

			「そう」

			「浦河君は、初心者でしょう？　そこまでのこと、できるの？」

			「やり方は頭に入ってる」

			「大丈夫なの？」

			「もちろん。自信なかったらこんなこと持ちかけないよ」

			手の中で、柳はコインを素早く動かし、熟練の技術を見せつけた。

			指の間を、右から左へ、コインがきらきら光りながら水平移動する。コイン自身が意志を持っているかのようなスムーズな動き。

			「ね？」

			「……わかったわ」

			舞夜は納得したように軽くうなずいた。

			──彼女はこのとき、本当の意味での『暗示』にはまっていた。

			コインと催眠術は、実際は、何の関係もない。しかし柳がコインを見事に操ることで、『これと同じくらい見事に催眠術もできるのだろう』と思いこんでしまう。これが、『あなたはだんだん眠くなる』のような、催眠中に相手に与える指示全般を一般的にそう呼ぶ暗示と違って、『暗』に『示』す、本当の暗示。

			そして『暗示』は、自分で発見し思いこむものなので、口にはっきり出して言う『明示』よりもずっと強く心を支配する。

			「それじゃ、やるよ」

			「待って。その前に、いくつか約束して」

			「どんな約束？」

			「まず、私の体には触らないこと」

			「額とか、手も？」

			「ええ。こんな時間に、男子とふたりきりというだけでも、邪推されかねないのに、触られるのはさすがにね」

			「わかったよ。当然だよね。男子とみてくれてありがとう」

			自然に柳は礼を言い、笑顔を浮かべていた。

			「またそういう顔を……」

			「ん？」

			「何でもないわ」

			「ＯＫ、体には触らない。他には？」

			「もちろん、おかしな催眠術かけようなんてしないこと」

			「おかしなって、どんな？」

			「私が望まないこと。後で聞いたらいやな気分になるようなこと」

			「えーと、僕がやられても平気なことは？　人前で踊るくらい、僕は何ともないんだけど」

			「そこは想像力を最大限に使って。人に恥をかかせないでね」

			「了解です……」

			「それから──努力はしてみるけど、催眠術にかからなくても、文句言わないでよ」

			「もちろん。あなたはいつでも、やめることも拒否することもできます。あなたの体も心も、常にあなたのもののままです」

			「なんだか、それっぽいわね」

			「催眠術師ですから」

			「ふふっ」

			舞夜は小さく笑い、肩を落とした。

			「とりあえず、条件としてはそんなところかしら」

			「全部、了解。問題なし。じゃあ始めるよ」

			「…………」

			わずかに、舞夜は目元をひきつらせた。緊張のサイン。

			「目を閉じて、ゆっくり深呼吸して」

			「ん……」

			舞夜は目を閉じたが、まだ緊張の気配が抜けない。

			「開けたくなったらいつでも開けていいよ。いやだと思えば拒否できる。目を開けたければ開けていい。やりたくなったらいつでも、そうしてくれていいからね」

			「ええ」

			少し、舞夜の緊張がほぐれた。

			静かに、深い呼吸をし始める。

			「そう。……そのまま、ゆっくりと呼吸を繰り返しているだけで、自然と体の力が抜けて、手足が重たくなってくる……その感じを自覚して……」

			舞夜はまぶたを閉ざしたまま、ゆるやかで深い呼吸を繰り返した。

			徐々に、その表情から緊張が抜けて、体もくつろいだ風にゆるんでくる。

			形のいい鼻と、少し濡れたような色合いの唇に柳は見とれた。

			もちろん、それで肝心の催眠誘導をおろそかにするようなことはない。

			「いっぱい、全部、息を吐く……すると、体の、左側が重たくなる……ずぅん、と……重たく……息を吸ってぇ……吐く……今度は右側が重くなる……」

			柳は、舞夜のほんのわずかな表情の変化や、体の動きを見ながら、巧みに暗示を与え、舞夜をリラックスさせ、かつ集中させ、催眠状態へ導いていった。

			柳は確かに初心者だったが、催眠術を実践するにあたって有利なことがいくつもあった。

			マジックを得意とし、それで相手を喜ばせるのを何よりの生きがいにしているので、相手の反応を見るのが基本中の基本ともいえるほど習慣になっている。

			目の動き、口元の変化、呼吸の変化などで相手の感情を的確に読み、より受けるよう、より集中して見てもらえるよう、その場で臨機応変に対応を変えていくことに長けている。

			さらには、人前で何かをするのに慣れている。

			女子相手でも変に緊張しない、というのもこの状況では大いなるアドバンテージだ。

			「そう、右も左も、どっちも重たい……手が、足が、すご〜く重たい……息を吐くたびに、どんどん重たくなっていって……」

			柳の声音は落ちついて、穏やかで、邪気を感じさせない。

			最初のうちは緊張を隠せなかった舞夜も、繰り返し繰り返し暗示を与えられているうちに、そうと気づかないまま深いリラックス状態に導かれ、眠りこむ寸前のような、意識が半ば麻痺した状態に入りこんでいった。

			「それじゃ……目を開けて。ゆっくり。体は深くリラックスしたまま」

			「ん……」

			小さくうめいて、舞夜のまぶたが重たげに持ち上がる。

			柳はその目の前に、人差し指と中指の間にはさんだコインをかざした。

			「これを見て。じっと見て」

			見つめさせてから、手の平を動かし、コインを右に左に、規則正しく移動させる。

			舞夜の瞳が、それを追って、左右に動く。

			糸で吊した五円玉を揺らす、あの有名な催眠誘導法の応用だ。

			これは、技法でいえば凝視法というものになる。一点を集中して見つめさせることで意識が狭まり、単調な刺激が繰り返されることでトランス状態に入りこみやすくなる。古典的技法だが、手近なものを使うやり方としては、割と理にかなっている。

			「じっと見ていると……目が……つらくなって……まばたきが、自然に多くなってくるね……」

			柳の言うとおり、コインを追う舞夜の目の動きが鈍くなり、元から眠たそうに垂れていたまぶたがさらに垂れ下がっていった。

			「３つ数えたら、目が、完全に閉じる……そして、ずぅんと、深く、沈んでいくよ……３…………２…………１……」

			数えてゆくと、舞夜のまぶたはほとんど閉じて、糸のようにわずかに隙間が空く、という程度になった。

			「……ゼロ」

			言うと同時に、柳はコインを真下へおろす。

			それを追うように、舞夜のまぶたが完全に閉じ──。

			「ん…………」

			体が、ぴくっ、ぴくっとし始める。授業中などに居眠りして、ビクッとなるような、不随意の細かい痙攣。

			閉ざされたまぶたも、細かく震えて、長いまつげが揺れている。

			「すごーく、気持ちいい……もっと沈んでいく、どんどん、深く、深く……３つ数えると、さらに深く入りこんでいく。３、２、１……ゼロ」

			柳がカウントダウンすると、舞夜はさらに体の力を失い、背中が丸まり、首が前に傾いた。

			「そう、力が抜ける、もうどこにも力が入らない……」

			太ももの上に置かれていた舞夜の手が、ずるりと滑って、体の脇にぶら下がる。

			舞夜は熟睡している時のように、あらゆる表情筋の緩んだ顔つきになった。

			それでもなお、なまじな女子よりもずっと綺麗だと、柳は胸をときめかせた。

			「今度は、体が揺れ始めるよ……右に、左に……右……左……」

			柳の暗示のままに、舞夜の上体が揺れ動き始めた。

			意図的にそうしているのではない。自然にそう動く。人間は完全に静止することなどできないので、何もしなくても体が動くのだが、そこに柳の言葉が重なると、柳の言葉によって動き出したように思いこむ。その思いこみが、体をさらに揺り動かす。

			だらんと力を失ったまま、右に、左に。舞夜の髪も左右に揺れる。目を閉じたまま、舞夜は体を左右に揺らし続ける。

			「揺れる、揺れる……その揺れが、丸い動きになってくる。ぐーるぐる。回る、回る、体が回るよ……ほうら、すごく、回る……」

			左右の動きが、円運動になる。首が大きく回り、体もそれを追うように、腕をぶら下げたままぐるぐると。長い髪がゆるやかに波打つ。

			「ぐるぐる回って、頭の中もぐるぐる回って、もう何も考えられない……僕がハイッて言ったら、体が後ろにぐーんと引っ張られて、力が一気に抜けるよ、とても気持ちいい……ハイッ！」

			タイミングを見計らって柳が強い声をかけると、回転を続けていた舞夜の背中が椅子の背もたれに押しつけられ、首が大きく後ろに傾いた。

			「はい、力が抜ける、スト〜ンと抜ける、すごーく気持ちよくなって……深く、深く、もっと深く、気持ちいい世界に入っていくよ……もう僕の声しか聞こえない……とても落ちついた、安らかな状態……」

			「ん…………ぁ…………」

			舞夜のあごの力が抜けきり、唇に隙間が出来た。

			そこから、恍惚とした、小さな声が漏れる。

			「……」

			柳は思わず、術師の立場も忘れて、その脱力しきった肢体に見入った。

			（できた……日高さんに、催眠術をかけることができた……！）

			喜びが全身を駆け巡る。鳥肌が立ち、身震いする。

			「その状態を……楽しんで……」

			胸が高鳴り、息が詰まる。催眠状態というのは無意識ではなく、施術者である柳に強く意識を集中した状態でもあるから、こちらの動揺はすぐ相手に伝わってしまう。必死で柳は自分を抑えた。

			それでもやはり、弛緩した舞夜の姿に、どうしようもなく引きつけられてしまう。

			首が傾いたせいで、きれいな髪が乱れ、ほつれている。

			ゆるやかな呼吸に合わせて、大きく盛り上がっている胸がゆったり動く。

			きちんと閉じられていた両膝も、上体と一緒に力が抜けていった結果、だらしなく、そして淫らがましく離れ、ふとももの内側まで大きくのぞかせていた。

			背の低い柳は、本能の命じるままに、呼吸を止めてかがみこみ、そこに視線を注いだ。

			──あいにく、薄暗い上に逆光で、その部分は完全に闇に隠されていた。

			しかし、だからこそ余計に、真っ白いふとももが目にまぶしく、そのつけ根の逆三角形の闇が強烈に柳を誘う。
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			「……ごくっ」

			自然と喉が鳴った。

			生脚だろうがパンツだろうが、家で姉たちのそれは山ほど見ていた。あまりにも見慣れてしまっていて、クラスメートのを見る機会があっても大して心動くこともなかった。

			しかしこれは……この……日高舞夜、クラス一、いや学年一番の美少女の脚は……圧倒的に長く、美しく、そして魅力的！

			それも、この無防備さは、自分自身で会得したもの。自分の誘導でこうなったもの。

			（つまり、これは、僕の……僕だけの脚！）

			その認識は、ほとんど衝撃となって柳をぶっ叩いた。

			そこから性欲のままに暴走しなかったのは、衝撃的すぎて動けなかったのと、催眠術を実地に教えてくれた先輩から散々念を押された言葉のおかげ。

			催眠状態の被験者は、自分の操り人形ではない。言うとおりに『してくれている』だけ。心を開いてくれているからこそ、こちらの暗示を聞き入れ、力を抜き、催眠状態に入った。少しでもこの相手は信用できないと思われていたら、決してこうはなってくれない。だから、相手に対する感謝の気持ちを忘れるな。楽しく過ごしたいのなら、絶対に感謝を忘れるな。

			「……では、そこから、ゆっくり、浮かび上がってきます……10、数をかぞえると、一度、今の深く気持ちいい催眠状態から覚めます……」

			柳は気を取り直し、覚醒のカウントを始めた。

			「１……ほら、だんだん、頭がはっきりしてきた。２……３……４……どんどん浮かび上がっていく……５……目が覚めると、すごくすっきり、いい気持ち……６……７……８……もうほとんど覚めている……９……次で完全に目が覚める。10！」

			パン！

			柳が手を叩くと、舞夜はぼんやり目を開いた。

			「ん……」

			「おはよう。お疲れ様」

			「んん…………あれ…………？」

			力の抜けた体は、まだそのままだ。両脚も開いたまま。

			「ひとまずはおしまい」

			「終わり……そう……」

			「催眠術の初体験、どうだった？」

			「ん……」

			普段見慣れた、強い意志と知性の光は、今の舞夜の目にはない。

			寝起きは多分こういう顔なのだろうという、ぼやっとした、可愛らしいと言ってもいいようなゆるんだ表情だ。開いたままの脚も、閉じようとしない。まだ完全には覚醒していないのだ。

			「なんだか……不思議な……変な……」

			「何がどうなったかは、おぼえてる？」

			「ん……大体は……」

			「深呼吸したよね」

			「ええ……」

			「ふかーく、深呼吸したら、体の力が抜けて、楽になっていったよね……」

			柳はコインを指の間に出現させ、先ほどと同じように舞夜の目の前で左右に揺らした。

			「これを見ていたら、まぶたが、とろ〜〜んと、重たぁくなって……眠たく……すごーく、眠たくなって……」

			「あ…………」

			舞夜の目がコインを追って左右に動き──すぐに、まぶたが垂れ下がって、閉じた。

			「そう、目が閉じて、力が一気に抜けて、心も、深く、深ぁく、沈んでいく……一番深いところまで、一気に、沈む……とっても気持ちいい……」

			「…………」

			目を閉じた舞夜の全身から、見る間に力が抜けていった。

			初めての経験だから、最初の時は、緊張と興味が舞夜の心を大きく占めていた。つまり自意識が強く残っていた。

			でも今は、これで終わり、と言った直後だから、気が抜けている。

			そこへの誘導──それも、一度経験したことの追体験なので、心理的な敷居は下がっているわけで、その結果、舞夜はあっさりと、全身がゆるみ意識レベルの落ちた、恍惚状態に入りこんでいった。

			「はい、もう完全に催眠状態……すごく気持ちよくて、すごく深い……ぐんぐん沈んでいく……いい気持ち……」

			また、舞夜のまぶたや体のあちこちが、ぴくぴく震えている。

			開いた両脚も、時折ふとももが震え、白い肉が揺れた。

			「もっともっと、沈んでいって……３つで、一番深いところに下りる。３、２、１……ゼロ」

			舞夜の呼吸を読んで、息を吸いきったところでゼロと告げる。ふぅと小さく吐く息と共に、舞夜は脱力感と共に、より深い催眠状態に入っていく。

			「はい、あなたの心の、一番深いところに下りてきた……真っ暗で、しーんとしている……目の前にドアがある。それが、開く……開くと、まぶしい、真っ白な世界……！」

			柳自身も、同じ世界を思い描き、舞夜と一緒になってそこに入りこむ。

			舞夜の目が、ぼんやりと開いた。

			しかしその瞳は虚ろで、薄暗い部屋のどこを見るでもなく、ほとんど動かない。

			「そう、まぶしい、明るい、暖かな世界……幸せな……すごく幸せな、明るい世界……！」

			柳は、イメージさせようとしているものにふさわしい、力に満ちた、晴れやかな声で言葉を紡ぎ続けた。

			「…………」

			舞夜の口元が、わずかにほころんだ。

			「あなたは、明るい光をいっぱいに浴びて……体中に、力がみなぎってくる……温かくて力強い……そう、元気になる、ものすごく、活力が体に満ちて、すごく元気に、エネルギーにあふれて……」

			舞夜の体に力が入ってくる。ぶら下がっていた手が握りしめられ、目元や口元にも力が戻る。満足げな微笑が形作られる。

			「……そのまま、浮き上がってくる……体中に、光が満ちあふれた状態のまま、浮き上がって、目が覚める……目が覚めても、その光でいっぱいの状態は、そのまま」

			柳は、覚醒状態でも催眠の効果が続く暗示を与えてから、覚醒のカウントを始めた。

			「５つで目が覚めるよ……ひとつ、ふたつ、みっつ……はい目が覚める、すっきり、いつもの自分に戻る！　よっつ、いつつ、ハイッ！」

			パン！　音高く柳は手を打ち鳴らした。

			「ひゃっ!?」

			その音で、文字通り、舞夜は飛び起きた。

			「はい、完全に目が覚める！」

			椅子から跳ね上がり、狼狽して周囲を見回す舞夜に、今一度パンと手を打ち鳴らす。

			「あ……」

			今度こそ、舞夜は普段通りの表情を取り戻した。

			大きなまばたき。状況を確認するように、左右を見回す。

			「おはよう。気分は？」

			「え、あ……そ、そうね……いいわ……すごく……」

			「立てる？」

			「ええ」

			ふわりと髪を揺らし、舞夜は立ち上がった。

			運動の後のストレッチのように、長い手足を動かし背を反らし、首を回し体をねじる。躍動する肢体。これから朝のランニングに出かける、とでもいうような溌はつ剌らつとした動作だ。

			「ふう」

			一息つくと、もう完全に舞夜は覚醒していた。

			「これが催眠術」

			「なるほどね……」

			「もっとやってみてほしかった？」

			「そうね……不思議だったのと、こんなものなの？　という気分と、半々よ」

			「今日は時間なかったし、いきなりだったからね」

			柳は、力の抜けきった舞夜の姿にドキドキしたことは面に出さないよう、細心の注意を払う。元から笑っているような顔つきなので、ごまかし笑いも通常の笑みと容易には区別がつかない。

			「でも、気持ちよかった」

			「っ!?」

			何気なく言う舞夜に、柳の心臓が破裂しそうになる。

			「何なのかしら、あれ……ただ眠りにつくのとは違う、じーんっていうか、じわーっ、ぼーっ……違うわね……表現が難しいわ……」

			「…………」

			柳は、動悸を押さえるのに必死で、あいづちすら打つことができなかった。

			「え、もうこんな時間？　あっという間だったような気がするけど」

			「た、楽しい時間は早く過ぎるってことで。つきあってくれてありがとう」

			「ああ、こちらこそ、面白い経験ができたわ。ありがとう」

			「今日はこれでおしまいにするけど、次は、もっと上手く、もっと気持ちよく、もっと不思議な体験ができるよ。……いいよね？」

			「ええ、お願いするわ」

			最初の時抵抗していた舞夜は、あっさりと──少しだけ霞がかかったような目をして、うなずいたのだった。
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			それから、二週間が過ぎた。

			「日高さん。……満点です」

			「ありがとうございます」

			当たり前のようにテストで満点を取る。次の期末試験でも、彼女の学年トップの座は揺るぎないと衆目の意見は一致している。

			その姿を横目に見ながら机に突っ伏す柳。こちらはいつも通り、よくもなければ悪くもない、平凡きわまりない成績だ。

			この二人の間に、特別な関係が結ばれていることは、クラスの誰も知らない。もしある程度勘づくことがあったとしても、それを男女の仲に結びつける者は誰もいない。なぜなら柳は誰からも警戒されず誰とでも仲良くできる人畜無害な小者であり、舞夜は絶対に手の届かない高嶺に咲き誇る大輪の花なのだから。

			──しかし、実際は……。

			「ねーねー、これからみんなで遊びに行くんだけど、若旦那、来ない？」

			仲良くしている女子グループに捕まった。

			「あ、ごめん、僕、用事が」

			「なんか最近さー、若旦那、つきあい悪いよね」

			「お、もしかして、彼女でもできた？　じじむさい若ダンナのくせに」

			「分不相応。まず鏡を見るべきね」

			「まあまあ。祝福してあげようよ。で、若旦那、お相手、どんな人？」

			「いやいや、そんなことは、全然」

			困り顔で弁解し、逃げ出す。

			その後も、人目につかないように廊下を進み、物陰に隠れ……。

			冬の太陽が早々に消えて、暗くなった後、図書室にじりじり近づいて様子をうかがう。

			「それじゃ、お先、失礼しまーす！」

			一年生の図書委員が、室内に挨拶してから、出て行った。

			周囲をうかがってから、柳は図書室に体を滑りこませる。

			中には日高舞夜が待っていた。

			「遅かったわね」

			「ごめん。いつものメンバーに捕まって」

			「昨日、委員会あって、できなかったから、その分を取り戻さないとならないのよ。わかってるわね？」

			「もちろん！　スポーツと同じだもんね。一日休むと取り戻すのに三日かかる」

			「わかっているならいいわ。じゃあ、始めましょうか」

			舞夜は、椅子から立ち上がると、図書室の照明を落とした。

			暗くなった室内に、白い肌が浮き上がって見える。首のあたりが特に美しい。

			「今日は、どういうやり方をするの？」

			「この椅子に座って」

			柳が用意した椅子に、舞夜は何のためらいもなくお尻を落とす。

			「はい、座った途端に、入ってしまう……ほら」

			「ん……」

			尻を座面に触れさせ、体重を乗せる──そのまま、背筋が曲がり、舞夜の長身がぐにゃりとだらしなく前に折れ曲がった。

			髪が床につきそうなほど首を落とし、豊かな胸もふとももにつきそうだ。その目はまだ開いているが、瞳から光は消えている。──催眠状態に、もう入りこんでいた。

			「そう、どんどん入っていく。昨日、練習できなかった分まで、一気に、深く、深く、とても深く……気持ちよく……」

			「…………」

			舞夜の、力なく開いた口から、よだれが垂れて、白いふとももに透明な曲線を描いた。

			最初に試した日から、柳は毎日のように舞夜に催眠をかけていた。

			師匠である先輩に教わった通りに、感謝の気持ちを忘れず、舞夜がいやがるようなことは絶対にしないように気をつけ、ひたすら気持ちよさを、陶酔感を、恍惚感を、あるいは熱い充実感を味わわせ続けた。

			途中で、舞夜の魅力に負けて、その体に男の欲望をぶつけていたら、この関係はあっという間に破綻していただろう。

			しかし、柳は、普通の男子ならやりそうなことを、頑なに耐え、自分自身に封じていた。

			その甲斐あって、舞夜は柳に心を許し──催眠にも慣れて、一種のレクリエーションとして、施術を待ち望むようになり……。

			こうして、催眠誘導の雰囲気さえ作ってしまえば、柳の仕草や言葉ひとつで、たやすく落ちるまでになっていた。

			「今度は、体が後ろに引っ張られて、起き上がっていくよ……」

			前のめりになっている舞夜の額に、軽く手を当てて、持ち上げるように力を入れる。

			──体に触れることも、なし崩しに、させてくれるようになっていた。額に触れる、頭に手を置く、肩を揉む、腕をさする、手を握る……そこまでやっても、拒まず、催眠から覚めることはないまま、今日まで来た。

			「体が、すごく軽い。軽い体が、後ろからゆっくり引っ張られて、持ち上がっていく……体が上がれば上がるほど、深いところから、今度は高く、高く、さわやかな気持ちでいっぱいになる。明るくなる。幸せで幸せでたまらない。上がれば上がるほど幸せだ。ほら、上がる、ぐんぐん上がる、体が、上へ上がっていく……！」

			一度上向きに動かすと、後はもう暗示だけで、舞夜の首が、上半身が、みるみる持ち上がってきた。

			最初のとおりにきちんと座る姿勢に戻り──さらに、両腕が、空中に持ち上がる。手首から先の力は抜けたまま、幽霊のポーズのように手をぶら下げ、腕だけが、水平からさらに上へ、見えない糸で手首を持ち上げられているように、バンザイのポーズへ。

			それにつれて舞夜のあごも上がり、顔が天井を向き、白い喉をさらし……。

			「すごく、すごーく、幸せだ……喜びが体中に満ちてくる。すごく嬉しい。嬉しくて嬉しくてたまらない」

			──催眠がどのくらい深くかかっているか、外部から判別する方法は、実はない。判別するには、与えた暗示に対する反応を見る。

			そして、催眠の深さの基準は──まず浅い方から、リラックスし脱力している程度の『類催眠』。これはまだ催眠状態とは言えない。次に、催眠状態に入り、今の舞夜のように、体が施術者の言う通りに動く、あるいは固まって動かなくなるような状態は、『運動支配』段階。ここからさらに催眠が深くなると、面白くなる、怒る、悲しくなるなどの感情が施術者の暗示に従って変化する『感情支配』段階に入る。

			舞夜はこの段階に入っているのは確実で、柳の暗示に伴って、表情を変え、満面を笑みに埋めた。

			「そう、嬉しい、高ーく上がって、すごーく幸せで、幸せで、気持ちよくて……３つ数えると、幸せな気持ちだけになって、もう何にもわからなくなる！」

			柳は断固たる口調で言い、舞夜の精神を誘導する。必ずそうなる、という確信のこもった声は、舞夜の心に入りこみ、そうなるのかと納得させる。その結果として、舞夜は柳の言うとおりの反応を示す。

			「ワン、ツー、スリー！」

			マジック風にカウントして、指を鳴らした。

			「んっ……」

			舞夜が、喉から軽いうめきを漏らした。

			笑みが深まり、歓喜が満ちる。持ち上がった手が握りしめられ、両脚にも力がこもる。スポーツの全国大会で優勝した瞬間のような、最高の満足感が心に広がっているのは間違いなかった。

			「はい、幸せ、最高の幸せ！　そして……幸せすぎて、もう何もわからない。体が楽になる。今までで一番楽になる。ほら、もうどこにも力が入らない」

			「あ…………」

			恍惚の声を漏らし、舞夜は一気に脱力した。

			バンザイの形に持ち上がっていた腕が降りてくる。だらんと落ちる。握っていた手も開いて、指が少し曲がってひくひくしながらぶら下がる。

			首も、後ろにさらに傾いて、だらしなく口を開いた。

			「！」

			脱力に伴って、舞夜の背中が曲がり、腰が前に出た。

			ただでさえ脚の力をなくして開いていたのが、そうすると……スカートがめくれ……。

			「…………」

			柳は、ふともものつけ根から、股間を覆う清楚な下着まで丸見えになった舞夜の姿に、細い目を限界まで開いた。ちなみに彼の細い目が開いたところを見た者は、クラスメートにもほとんどいない。
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			そのまましばらく固まっていた柳は、ハッとして、手をかぎ爪にして自分の胸に押しつけ、心臓を握るような仕草をして、ひとつ、大きく息を吸った。

			「すぅ〜〜っ」

			目を閉じ、深呼吸する。数回やる。赤らんでいた肌が落ちついてくる。

			「……今、とても気持ちいい……すごく気持ちいい……幸せで、気持ちいい……僕の声はずっと聞こえているよ……」

			流れ出した声には、震えも揺らぎもなく、それまでとほとんど変わらぬ、自信に満ちた響きだ。

			だが、柳の見た目は、大きく変わっていた。

			目が、大きく開いたままになっている。

			いつも閉じているように細い目が、普通の男子と同じように、くっきり開いて、舞夜をじっと見つめていた。

			「僕の声が、今までよりずっとよく聞こえる。僕の声を聞いていると、幸せな気持ちがずっと続く。でも、僕の声以外のものは遠くなっていく。そう、遠くなる、遠くなって、もう他のことは何もわからない……３つ数えると、もう完全に、僕の声しか聞こえなくなる。僕の声を聞いているだけで、すごく穏やかで、気持ちいい……スリー……沈んでいく……ツー……深くなる……ワン…………もう、完全に、僕の声だけ…………ゼロ」

			ゼロとゆったり告げると、舞夜の首が、わずかに横に傾いた。

			「はい、もう、僕の声だけになったよ……穏やかな、静かな、催眠の世界……ここでは、どんなことでも、僕の言う通りになる……それがとても嬉しく、気持ちいい……」

			誘導しながら、柳の心臓はいつも以上に高鳴っている。

			これまで、耐えに耐えてきた。

			舞夜の無防備な姿を前にして。

			自分の言うとおりに動く美麗な肢体、日に日に催眠に慣れ、自分に心を許してゆく高嶺の花を手の中に捧げ持ちながら、ひたすら我慢してきた。

			それもこれも、すべて、彼女を完全に手に入れるため。

			柳は、舞夜のことが好きになっていた。

			『浦河くん』

			自分を呼んでくれる声。

			『ああ、気持ちよかった』

			催眠を解除した後、伸びをする仕草、微笑。

			図書室を閉め帰る時に、背の低い柳の頭を手でかき回し、愉快そうに目を細める。

			言葉巧みに柳をからかい、返答に窮させておいて、困惑した顔を見て嬉しそうにする。

			舞夜の、あらゆるものが、いい。

			彼女と別れて帰宅しても、ありとあらゆるものが脳裏に浮かんで、消えてくれない。

			本人の姿はもちろん、制服の上に羽織っていた上着、その手にしていたカバン、図書室で目を通していた本さえも、熱い感情と共によみがえってくる。

			しかも、美貌だけで惹かれたわけではない。

			ここしばらく、催眠の練習ということで二人きりの時間を過ごしている。同じクラスになってからこれまで半年経っているが、短期間のうちに、それまでの分を上回る量の会話を交わし、舞夜のことを、恐らくクラスで一番深く知った。

			そして、彼女の内面に完全に魅せられてしまった。

			学年トップの成績におごることなく、望みは学内の誰よりも高く、堂々と、そして凜として立つ日高舞夜という少女に、崇拝の念すら抱いてしまった。

			憧れ、恋い焦がれ──欲しくなってしまった。

			彼の、初めての、男としての欲望だった。

			もし舞夜を恋人にできるのなら、それは姉に奪われることのない、自分だけのもの。

			それを想像するだけで、全身が熱く燃え上がり、どうしようもなくなった。

			しかし、彼には、彼女に近づいて、恋人になるための武器がない。肉体も、頭脳も足りていない。彼女と対等に話すだけの雑学知識も、同じものを見るだけの教養も、共に歩くための向学心も持ち合わせていない。

			あるのは、マジックへの情熱と、催眠術だけ。

			それなら、これを使うしかないと、柳は即座に結論を出した。

			だからこそ、時間をかけた。

			目の前で無防備な体をさらす舞夜に、男の欲望をぶつける真似はしなかった。

			本気だから。

			本当に欲しいから、絶対に失敗しないよう、念入りに、じわじわと。

			下半身丸出し、スカートの中がすべて見えているこんな姿を見てさえも、まだ、一線を越えるつもりはなかった。

			柳は、うっとりした顔つきでいる舞夜に近づくと、乱れたスカートを直してやった。　　とろけそうなふとももが、すぐそこにある。

			だが、手は決してその魅惑の柔肉に触れようとはしなかった。

			そう──まだ早い。

			だめだ。ある暗示、ある催眠が成功するかどうかを確かめるまでは。

			「それじゃあ、一度、目を覚まします。普通に見聞きし、話すことができます。でもあなたの心は、深い催眠の世界に浸ったまま……はい、目を開けて」

			指を鳴らすと、舞夜は目を開けた。

			「おはよう」

			「ん……あら……？」

			どこかぼんやりした様子で、小首をかしげる。自分の身に何が起きたのかわかっていない。

			世間的には割と誤解されているが、催眠状態というのは、目を閉じて意識を失っている状態、というわけではない。相手の言うことを受け入れやすくなる、被暗示性の高まった状態のことだから、普通に会話し動作できても催眠状態、というのはいくらでもあることなのだ。

			そして、今の舞夜がまさにその状態である。会話できるし思考もできる、しかしその精神の根底で柳の暗示を受け入れてしまう。そのことに自覚がない。

			「はい、立って」

			軽く背中を押し、促す。

			舞夜は言われるままに、椅子から立ち上がった。

			「時計見て。遅い時間だよね。こんなに遅くなっちゃった」

			「ん……」

			頼りなく立ちつくす舞夜の目が、柳の示すままに、壁の時計に向いた。

			「こんなに遅い時間だから……お腹がすいてきた」

			ぴくっと、舞夜の眉が動いた。

			「すごくお腹がすいた。何か食べたい。お腹がすいた。腹ぺこだ。ものすごく、お腹がすいている」

			「んっ……う……！」

			舞夜はみるみる顔を歪め、落ちつかなく身じろぎした。

			その腹が、ぐぅぅと音を立てる。午後の遅い時刻、実際に空腹をおぼえる時間帯なので、暗示の効き目もより強力だ。

			「すごく、空腹で空腹で、つらい、つらい、つらい……何か食べたい、食べたい……お腹がすいた」

			「う……あ……う、浦河くん……！」

			腹を両手で押さえ、泣きそうな顔で、舞夜は柳を見た。何か持ってないか、ないのならすぐ下校してコンビニかどこかでとにかく何かを口にしたい。そういう哀願の目。

			自分の暗示でこうなった、という喜びにゾクゾクしつつも、柳はさらに切迫した声音で暗示を重ねがけする。

			「我慢できない、食べたい、何か食べたい……お腹がすきすぎてクラクラする、めまいがする……フラフラしてきた、ほら、栄養不足で、もう立っていられない……！」

			「ああぁぁ……！」

			舞夜はよろめき、ガクリとその場に膝をついた。

			柳が支えると、その腕にずっしり体重をかけて、さらに倒れこんでいってしまう。

			空腹感に支配された、飢えた泣き顔のまま、舞夜は床に、その長い手足を投げ出すようにしてうずくまった。

			横倒しになって、スカートの裾は乱れて、脚と脚の間の白い布地がちらりとのぞく。

			横向きになった胸も、重力に引かれて制服の形を変え、せわしない呼吸につれてゆらゆらしている。

			その姿を見下ろし、柳は身震いした。

			あの舞夜が、自分の足下に。

			ひとつ喉を動かし、柳もかがみこんだ。

			「お腹がすいた……でも、これを見て……」

			柳はその目の前に、自分の人差し指を突き出した。

			「よ〜く見て。ここから、透明な汁、とろとろした、甘〜い蜜がにじんでくる……」

			「あ……」

			舞夜の目が、指に引きつけられ、中央に強く寄る。

			白い喉が大きく動き、唇が開いて、舌がちらりとのぞいた。

			催眠の深さで言うと、運動支配、感情支配よりさらに深い段階で起こせる現象……幻覚。

			舞夜はその段階、幻覚域に入っていた。

			柳の言うとおりのものを彼女は見ている。コインを巧みに操る、女子とも勝負できそうなつるんとした指。そこからにじむ透明な蜜。

			「この蜜は、信じられないほど甘い……甘くて、美味しいよ……すごく美味しい。舐めてみると、口中に、幸せが広がる……」

			指を、舞夜の唇に近づけた。

			（すごいな、つややかで、形よくて……化粧してるわけでもないのに、こんなに、きれいなんだ……）

			「ほら、指から、とろとろの蜜が、垂れる……舐めてみよう。甘いよ、すごく甘いよ……」

			「ん…………うぅ……う……」

			舞夜の唇が──唾液の糸を引きながら、わずかに開く。

			柳が指を近づけると、頬がすぼまり、あごが動いて、唇が前に出て……。

			ぬるっ。

			「お……！」

			熱が、指先に生まれた。

			ぞわあああっと、柳の全身に強烈な鳥肌が立った。

			「ん…………ちゅば…………」

			舞夜の唇の間から、唾液まみれのピンクの粘肉が滑り出てきて、柳の指先を舐めていた。

			「んん……！」

			舞夜の目尻がゆるんだ。

			「ほうら、甘みが、口いっぱいに広がる……すごい幸せ」

			指を押しつけると、舞夜はうっとりと、口の中に導き入れた。

			柳は、指どころか手、いや腕全部が熱いぬめりに包みこまれたように感じて、強く身震いする。
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			「とーっても、甘くて、美味しい味……口いっぱいに、甘い、甘い、すごーく甘い……甘くて、とろとろになって、幸せ……！」

			暗示の声も、ついつい上ずり、情けない響きになる。

			「ん…………んぅ…………ごくっ……」

			だが舞夜はもうそんなことには頓着していない様子で、頬をしきりに動かし、口の中の『甘い指』を舐め回した。

			「ん……じゅるる……ちゅぅぅぅ……ごくっ、ごくっ」

			唾の音が鳴り、喉が何度も大きく動く。指がぬるぬる舐め回される。

			「甘さで、頭の中までトロトロ……もう美味しくて美味しくて、幸せで、幸せで、たまらないよ……幸せが、体中に広がっていくよ……甘い幸せ……甘い、体中が、甘い……」

			「んふぅ、ふぅ、れろ、じゅる、れろ……ふぅ、んふぅ、れろ、じゅるる……」

			舞夜はしきりに鼻を鳴らしながら、柳の指をしゃぶり、唾液を飲みこむ。

			あふれる唾液で指は根元までぐしょ濡れになり、そこに熱い舌が這い、ざらざらした表側で削るように指紋を、関節を舐め、ぬるつく裏側で爪や隙間をこすりたてる。

			「んお、お、んっ、うっ……！」

			舐められる柳の方も、くすぐったさと、その何倍、何十倍もの甘い痺れに襲われ、身震いどころか、歯を鳴らして悶えた。

			「くぅっ……もっと良くなる……もっと、もっと、幸せが大きくなって、この指が好きになって、好きになって、止まらない……！」

			半ばうわごとのように、柳は暗示を口にする。

			指の腹を這う舌のざらつきが、爪を舐められるのが、熱い唾液が、すぼまる唇が、口が、すべてが甘い。舐められているのは指なのに、なぜか甘い感覚が口に広がる。柳の方も唾液が自然にあふれ、口元がゆるみ、したたり落ちる。

			「今から……10、数えると……幸せな気持ちが、ふくらんで、ふくらんで、今まで味わったことのない、最高の感覚が来る……」

			柳は、声が上ずるのを必死で押さえながら、カウントを始めた。

			「１……ほら、美味しさだけになって、とろとろになって……」

			「ん、ん、ん……」

			ぴく、ぴくっと、舞夜の腰が震えた。

			投げ出された脚も、くすぐられているみたいに、細かく揺れ動いている。

			「２……舐めると、舌が、すごくいい……美味しくて、大好き、これが好き、好き……すご〜く、最高に……３……どんどん高まっていく」

			「んふっ、んっ、んん、んふぅ……れる、れる、れろぉ……じゅるるっ、じゅるっ」

			柳の暗示に合わせるように、舞夜は鼻息をどんどん荒くしてゆく。

			舌の動きも激しくなり、ざらり、ぬるりと舐められるたびに、柳の頭の、ひときわ奥の方に、白い火花が散った。

			「４、ほら、上がっていく、気持ちいいのが、数が増えるたびに上がる、もっと上がる、５……６、７！　ほら、ほら、上がる、すごくなる！」

			「んーっ！　んんっ、んっ、ん、んっ、んっ！」

			舞夜のうめき声が強くなり、指をしゃぶったまま、眉間がぎゅっと寄った。

			「10で最高になるよ、あと少し！　８！」

			「んんんんっ!!」

			カウントと共に舞夜がうめき、新しい唾液を唇の端から垂れ流す。

			「好き、好き、大好き、幸せ、幸せ、最高の幸せ！　ぐんぐん来る、最高の状態が、来る！　９！」

			「あ…………！」

			唾液を垂れ流しながら、舞夜は目を見開いた。

			その瞳が焦点を失い、涙が目尻からあふれた。

			「……10！」

			「んむぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!!」

			──告げた、次の瞬間。

			舞夜は強く、激しく、くぐもった声をあげた。

			その体が、強く、大きく、痙攣する。

			腰が、びくん、びくんと、大きく震える。ふとももが揺れ、上履きが床を叩く。感電でもしているような、異様な震え。

			柳もまた、股間を中心とした強い痺れに襲われ、震え、歯をカチカチ鳴らしながらその快感にひたすら震え……。

			気がつくと、舞夜が、柳の指を唾液もろとも口からはみださせて、動かなくなっていた。

			その尻が、柳の見ている前で、一度強く震えた。

			「はぁ、はぁ……」

			ズボンの中がひどいことになっているのは自覚しつつ、柳は突き動かされるように、舞夜の頭の下に手を入れ、支えながら暗示を口にした。

			快感を与えるだけなら、これまでの段階でもできた。ただのドリンクを甘く感じさせたり、酸っぱく感じさせる味覚変化は、感情支配段階で十分に可能だ。喜怒哀楽を表出させるのも、すでにやってみている。柳の暗示のままに、舞夜は笑い転げ、あるいは激怒して柳をサンドバッグにし、それを反省して嘆き悲しみ、そして今のように、幸せいっぱいになった。

			しかし、試したいのは、これからやる、新しいことだ。

			これができれば、柳は、舞夜を……。

			「すごく、気持ちいい……何もかも満たされて、幸せで、気持ちよくて……頭の中が真っ白になっていく……真っ白だ。もう何もわからない。ここがどこで、何があったのか、気持ちいい真っ白な中にまぎれて、わからなくなってしまった……」

			「ん…………」

			舞夜の、だらしなくゆるみきっていた顔つきが、わずかに引き締まった。眠りが深くなったような、弛緩した真顔である。

			その頭の中、心の中で何が起こっているのかは、意識を戻させるまでわからない。

			「さあ、目を覚まそう。目を覚ますと、頭も体も、すごくすっきりしている。でも頭の中は空っぽ、今あったことは真っ白な向こうに隠れて、思い出すことができない」

			記憶操作。

			催眠でのみできる、面白い現象だ。

			これを成功させるには、被験者を最も深い催眠状態──『記憶支配』段階にしなければならない。

			最初から深い催眠状態に入れる人間はあまりいない。運動と同じで、それなりの資質と慣れ、練習が必要なのである。

			このために、柳は何日も舞夜に催眠をかけ続け、慣れさせ、かつ安心させてきたのだ。

			舞夜への記憶操作が成功するかどうかで、柳は、今後どういうことをするか、決断することにしていた。

			「20数えると、あなたは最高に気持ちよく目を覚ますことができます。目を覚ますと、何もおぼえていない、何もおかしなことは起きていない。いつも通りに、催眠術の練習を始めて、ずっと気を楽にしていただけ。でも、すごく幸せな気持ちはずっと残る。幸せだから、何も疑問に思わない」

			そういう、通常状態なら矛盾に悩みそうな暗示を与えつつ、じっくりと舞夜を覚醒させていく。舞夜の精神は矛盾を矛盾と思わず、柳の言葉をそのまま受け入れる。──成功すれば、の話だが。

			柳は、数字を増やしてゆく覚醒プロセスを、じっくりと踏んだ。

			「18……もうほとんど覚めている。あとふたつで完全に覚める。19。もう目を開けてもいいよ、次で完全に覚めて、すっきりはっきり目が覚める……20、ハイッ！」

			合図に指を鳴らし、舞夜の上半身を抱えおこす。

			「っ……あ……」

			舞夜の目が開き、体に力がよみがえってきた。

			「おはよう」

			「ええ……」

			柳は、舞夜に手を貸し、立ち上がらせた。

			「終わり……？」

			「うん」

			「どうしたの、汗かいてるけど」

			「い、いや……それより、今日のは、どうだった？」

			「どうと言われても……ねえ」

			舞夜は、緊張に凍りつく柳の前で、小首をかしげて考えこんだ。

			「なんか、あっさり終わっちゃったみたいだけど、いいの？」

			「…………！」

			柳は小さくびくっと震えた。

			暗示通り、なにひとつ舞夜は、催眠中のことを記憶していなかった。

			自分が倒れていたことも、服の乱れも、服の中の──柳には想像するしかない状態のことも、全然気にする様子がない。

			「さ、催眠の練習のことだよね」

			「当たり前でしょ。他に何があるの？」

			怪訝そうに言う舞夜の表情には、自分がスカートの中をさらしたこと、一応は男子である柳の指を舐めしゃぶってよだれを垂らしまくったことなどについての羞恥は、ひとかけらも見当たらない。

			本当に、忘れてしまっているようだ。

			「ああ、まあ、今日はこのくらいで……！」

			「いいの？　全然、大したことしてないじゃない」

			「いいんだよ、基礎は基礎で大事だから、うん」

			「まあ……基礎練習の積み重ねは、確かに大事だけど」

			「基礎の上に、応用があって、色々なすごい業績があるってことで」

			「そうね。じゃあ、次の時に、楽しませてね」

			小躍りしたい気分を、柳は全力で抑えこんだ。

			成功した！　記憶操作は、完璧にできている！

			これができるのなら……。

			柳はついに、心を決めた。

			ここまでのことなら、もし失敗しても、なんとか言い訳できた。

			でもこれから先にやろうとしていることは、失敗したら言い訳できない。よくて失恋、最悪──破滅。

			……それでも。

			（それでも……このひとが、この最高の女の子が、欲しい！）

			柳の股間で、男性自身が、雄々しくそそり立った。

			


			　　　　　※

			


			「な……何よ、これ！」

			思わず上げてしまった声に、店員や周囲の客が視線を向けてくるのを感じて、舞夜は赤面してうつむいた。

			その手の中には、極薄の布地で極小の面積を隠すだけの、下着の機能を成していないブラジャーとショーツのセットがある。

			ランジェリーショップである。

			休日、街に出た舞夜は、なぜかそこに寄らなければならないという思いにかられて、足を踏み入れたのだった。

			標準よりかなり大きい乳房をきちんと支えてくれる、いつも愛用している外国ブランドには目もくれず、ショップの片隅にある、いかがわしい雰囲気の一角に入りこむ。

			そこで、見るからに淫らな、いやらしいデザインの下着を物色してゆく。

			（なんで、こんなのが……欲しいの、私!?）

			自分でも理解できないが、強烈であらがえない衝動にかられて、その中のひとつをレジへ持っていってしまう。

			かなり高価だったが、払えない額ではなかった。

			こんなのつけるつもり？　誰に見せるの？　いやらしい子。見かけは真面目そうなのに中身はエッチなのね。店員が心の中でそう言っているように思えてならず、サイズだけ見てフィッティングもせず、熱い顔をうつむけて会計をすませ、店を飛び出した。

			帰宅して、自分の部屋で、全裸になって、それを身につけてみる。

			「うわ……！」

			顔どころか全身が、火がついたみたいになった。

			恥ずかしすぎる。

			乳首も、大事なところも、すべて透けている。露出ではなく透けているところが最高にいやらしい。あの店で一番いやらしいと思ったものだった。実際に、とてつもなくいやらしかった。エッチだった。自分の体と思えないほどにいやらしかった。

			「はぁ、はぁ、はぁ……」

			羞恥に息が乱れる。こんなの、もう外したい。いつもの、地味だが機能的なブラとショーツが恋しい。
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			しかし、脱ぐことができなかった。それはしてはいけないことだという気持ちが湧いた。

			「どうして……!?」

			おかしいと思うけれども、やはりブラジャーを外すことができない。もし外してしまったら、あの店で味わった以上の、人として終わってしまうレベルの恥をかく。それは常識だった。このブラジャーを、彼に見せるまでは、外すことはできない。彼というのが誰なのかわからないけれども、見せない限り、外すことは許されないのだった。

			「おかしいわ、おかしい……」

			明晰な頭脳で、舞夜は違和感を分析する。

			気になるのは、浦河柳。クラスメートの、冴えない男子。

			しかし、彼のすることに、おかしなことは何もない。

			いくら考えても、理由が見つからず──むしろこれは、自分の抑圧されていた性欲の発露ではないか、とすら思えてきた。

			「私……こんな、いやらしい子だったの？」

			舞夜は、乳首の勃った乳房を手で覆い、恥じらいつつ、甘い感覚に身震いした。

			翌、月曜日。

			登校する舞夜は、制服の下に、その透け透けのスケベランジェリーを身につけていた。

			一晩寝た後でも、やはり外すことができなかった。

			トイレで、下ろすことはできた。シャワーを浴びるためなら脱ぐこともできた。しかしその後、違う下着を身につけることが、してはならないことに思えた。しっとり汗に濡れたその淫らなものをつける以外のことがどうしてもできないのだった。

			「日高さん、熱でもあるの？　休んだ方が……」

			「いえ、大丈夫です……すぐ治ります」

			赤い顔を担任に心配されたが、きっぱり断り、時が過ぎるのを待った。

			授業中、ちらちらと、その男子の横顔をうかがう。

			浦河柳。彼なら、この違和感を解消してくれる。それは舞夜にとって決定事項、そうと決まっていることだった。

			早く時間が過ぎてほしい、とイライラしながら待って、ようやく、放課後になった。

			舞夜は急いで図書室へ向かう。

			「日高先輩、顔、赤いです……大丈夫ですか？」

			「大丈夫だから、余計な心配しないで」

			いつも慕ってくれている可愛い後輩にも、ついきつい声をぶつけてしまう。正直、邪魔だった。早く帰ってもらいたかった。この図書室に一人きりになりたかった。一人きりになれば……。

			（なれば……どうなるんだったかしら……？）

			思いつかないまま、時計の針はじりじり進み、窓の外は暗くなり、閉室時間が来て、後輩たち他の図書委員がみな帰ってゆく。

			その後に、するりと、小太りの男子が入りこんできた。

			「お待たせ。お疲れ様」

			「待ったわよ！」

			いらだちをぶつけ、落ちつかなく身をゆする。

			「ごめん、待たせたね。それじゃ、始めるよ」

			舞夜の不機嫌を難なくいなし、浦河柳は、指の間にコインを出現させ、きらっきらっと、照明を反射させた。

			その光の点滅を見ているうちに、舞夜の意識は、たまらない心地よさの海に溶けていった……。

			


			　　　　※

			


			「…………！」

			柳は目をみはり、鼻孔をふくらませた。

			すごい。まさに人形。生き人形。

			照明を消した暗い図書室の中央に立つ舞夜が、立ったまま、動かない。

			目はいつもどおりきりっと開けているのに、表情は動かず、体も背筋の伸びた綺麗な立ち姿のまま。

			柳はその目の前で、ひらひらと手を振ってみる。

			──瞳は、少しも動かない。

			「そう、何も見えない……何もわからない……君は、人形……何も考えない、幸せな人形だよ……」

			催眠状態に入った舞夜は、深いトランス状態のまま、柳の暗示のままに、人形となって立ち尽くしているのだった。

			柳は、その体に手を伸ばす。

			肩に触れ、首筋に指を伸ばし、そっと撫でてみる。

			舞夜は何も反応しない。体に触られても何も感じない、という催眠に縛られている。

			柳はさらに舞夜の体をまさぐる。髪を撫で、指の間にさらさらと流す。

			そして、胸のふくらみに手をあてがい、力をこめた。

			体に触れることはできるようになっているが、ここに、こうも堂々と触れるのはさすがに初めてだ。

			「ああ……！」

			手の平の下で、やわらかなものが形を変えた。

			大きかった。大きく、ふにっとしていた。

			これでもやはり、舞夜の反応はない。

			さらに手を動かす。胸から腰へ。くびれた腰は、制服のラインよりさらに細く、逆にスカートが覆う腰回りは柳の手に余るほど充実している。

			ふとももに手を這わせ、スカートの内側へ指を侵入させても、舞夜の姿勢も表情も、まったく変化しなかった。

			「はぁ、はぁ……それじゃ……指を鳴らすと、体だけが勝手に動いて……服の前を、開く……そうすると、今よりさらに幸せになる……」

			パチッ。柳の指が、舞夜の耳元で鳴った。

			固まっていた舞夜が、表情は彫像のようにしたまま、まばたきだけ、数回繰り返した。

			その腕が、動き出す。

			「さあ、着ているものがすごく邪魔だ……脱ごう……」

			「はい……」

			一切の感情がない声で返事する。

			さらに手が動く。どこかぎごちなく、胸元へ動く。

			そして、制服の前を──柳の凝視を浴びつつ、はだけていった。
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			「…………！」

			柳は、声にならない感動に打ち震えた。

			開いた上着の下から現れたのは、透け透けの、エロブラジャー。

			週末に、舞夜に、『休みの間に、自分が一番エッチだと思う下着を買って、身につけて学校に来る』という催眠をかけておいた。これは、その結果だ。

			しかし、この透けた下着の破壊力は、柳の想像を超えていた。

			優等生でもある舞夜のことだから、ちょっと布地が少ない、という程度のものを想定していたのに、見くびっていた。

			胸のふくらみそのものが見える。乳首が見える。乳輪が見える。透けて見える。ブラのワイヤーに支えられているおっぱいのたわみぶりがはっきり見てとれる。

			耳の中で、心臓の音がやかましい。血流が股間に流れこむ。

			たっぷり十秒は固まってから、柳はなんとか自分を取り戻し、次の暗示を口にした。

			「それじゃ……今から、胸……おっぱいの感覚だけが、戻ってくる……すごく気持ちいい、でもそれしかわからない……他のことは何もわからない、おっぱいだけ、すごく敏感……」

			舞夜の感覚を切り替える暗示を、上ずった声で与えると、柳は震える手を、透ける布地に包まれた胸へ伸ばした。

			ごくり。喉が大きく動く。小さい頃は、姉たちと一緒にお風呂に入り、胸のふくらみをおもちゃにしていたらしいが、そんなのはカウントに入らない。これが初めてだ、意識して女の子の胸に触れるのは──まして、ただ触れるのではなく、狙って……狙う……そこを、その部分をいじるのは……。

			指先が、乳首に触れた。

			「んっ！」

			触れただけで、舞夜は強くビクッとした。

			柳もまた、指先から、電流が流れたような感覚をおぼえて、身震いする。

			さらに触る、今度はしっかりと指ではさみ、感触を確かめる。

			柔らかな突起が、みるみる硬くなってきた。その変化に柳も勃起する。

			「ん……んっ、は……あ……」

			顔が悩ましく歪み、みるみる赤面してゆく。

			しかし、やはりトランス状態から覚める様子はなく──。

			柳は、乳房全体を包みこみ、揉みしだいた。

			むにゅりと、極上の感触が手の平いっぱいに広がる。

			その感覚は、甘みとして感じられた。柔らかく、優しく、いやらしく、素晴らしい。

			肉体的な快感と精神的な快感が同時に広がり、柳もまた顔をだらしなくゆるめた。

			さらに揉む。優しく、大きく、ふにふに、むにむに。

			「あっ、あ……っ……くっ！」

			揉まれる舞夜は、さらに顔を歪め、体を震わせ、腰を引くようにくねらせる。

			さわ、さわ、さわ。布地で擦るように、指の腹で、硬くしこった乳首を優しく撫でる。

			そうされると、舞夜の表情がみるみる溶け崩れていった。

			「ふあ、はぁ、あ、あぁ……あ、はぁ……あ……！」

			口元が歪み、目が泣き出す寸前のようにたっぷり潤む。

			漏れる吐息は熱く、あふれる声は途方もなく甘い響きを帯びる。

			それでもなお、舞夜の意識は戻らない。

			彼女はずっと夢の中。官能的な夢の世界で、乳首から途方もない快感をおぼえ、ひたすら悶えている。

			それでも醒めない。『いやなことはしない、拒否できる』のが催眠だが、これをいやとは思っていない。何しろここは夢の中。浦河柳に胸をいじられている、という意識が今の舞夜にはなく、したがって拒絶すべきものと認識できない。ただただ胸が敏感で、気持ちいいだけ。

			「んっ、くっ、く……んっ、う、うっ、ふあっ、あ、あっ！」

			乳首をいじられ、乳房を揉まれ、声が強くなり、震えはさらに大きくなる。

			「すごーく、気持ちいい……今の感じを、声にすることができるよ。言ってみよう、気持ちいいよね？」

			「きっ……」

			目はうつろなまま、舞夜の唇が動いた。

			「気持ち……いい……！」

			「そう、すごくいい、声にすればするほどよくなる」

			「気持ちいい、いい、いいっ、ああっ、いいっ！」

			舞夜の声はたちまち激しくなった。催眠状態で理性がはたらいていない。感じているものがストレートに口から出ている。
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			「すごく気持ちよくて、だんだん、頭の中が真っ白になっていく。３、２、１、ゼロ。はいもう何も考えられない」

			「…………」

			悶える舞夜の表情がなくなり、乳首を勃たせたまま、だらりと腕をぶら下げ立ち尽くす。

			「ふう……」

			柳も息をついた。

			彼の股間は、非常に危険な状態になっていた。催眠に集中しているからこそかろうじて耐えていられるが、そうでなかったらすぐ取り出し舞夜にこすりつけるか、自分で握って欲望を満足させるかしていただろう。

			「ではこれから、心の、深〜い部分に、大事なことを教えるよ……」

			柳は、舞夜の心を、別なシチュエーションへと誘導していった。

			


			　　　　　※

			


			「んっ……」

			舞夜は目を開き、ハッとした。

			ここは図書室。放課後。いつも通り、クラスメートの浦河柳がいる。

			状況はわかった。何もかも普段通りで、異常はない。だから、いつも通りのことをしよう。

			「ごめんなさい、浦河くん。そろそろ鍵閉めて帰らないと」

			「ああ、そんな時間か。ごめんね」

			柳に邪気のない顔で言われると、胸に妙な動悸が生まれる。

			妙な手品を披露してみんなを楽しませている同級生。横目にうかがったその手並みが鮮やかで、少し気になっていた。

			本気で彼に興味を持ったのは──この前の、あの時だ。何か資料を探しているらしいところに声をかけ、会話の中で、自分がこの図書室の蔵書すべてを把握していると知らせた時。

			「すごいなあ！」

			まるで子供のように、純粋に、目をきらきらさせて、賞賛してきた。

			その目の輝きに、射貫かれたように思ったのだった。

			大抵の人間は、舞夜が優れた能力を発揮すると、驚き、嫉妬し、劣等感を抱く。プライドを傷つけられた様子が明らかに態度にあらわれる。

			しかし浦河柳は違った。自分より優秀な相手を、素直に、心から、賞賛してきた。

			同級生にそんな態度を取られたのは初めてだった。

			だから彼のことを、他の男子よりは少しだけ気にかけ、彼がやってみたいということにも協力することにした。

			ただし、それ以上の感情はない。若干の好意というだけだ。

			彼が練習したがっている催眠術も、それ自体に興味があるのでつきあっているが、不埒な真似をさせるつもりはまったくない。できると思っているなら、ひそかにジムで鍛えている日高舞夜の蹴りを丸っこい顔面にくらうことになるだろう。

			そう、浦河柳とエッチなことなんか、絶対にしない。

			「さて……」

			図書委員として、閉室前の点検をしないと。

			そのためには──。

			舞夜は、スカートを脱いだ。

			上はもう脱いで、ブラジャーだけになっていたので、脱ぐ必要はない。

			「わ……」

			柳が、驚いた……みたいだ。目が細いので、眉の様子で判断した。

			「どうしたの？」

			「いや、透けてるなーって」

			「……そうね」

			言われてみれば、乳首も性器も透けている、いやらしい下着だった。

			しかし、図書室で、閉室前の点検をする時は、下着姿になるのは常識だ。体育の時に体操着に着替え、家庭科の時にはエプロンをつけるのと同じこと。

			（常識……よね）

			何かが引っかかったが、時間の方が気になって、やるべきことをやることにした。

			本棚の間を見て回って、本の乱れ、忘れ物なんかがないかどうかをチェックする。

			「……どうして、ついてくるの？」

			「日高さんの仕事ぶりって、見る機会、あんまりないから」

			「見て面白いものでもないでしょうに」

			図書室を隅から隅まで見回って、窓の施錠をチェックして、カウンター内にも目をはしらせる。前かがみになるとブラジャーの中で乳首が擦れ、歩くにつれて股間にも下着が食いこんできて、じんじんする。体がぞくぞく、うずうず、変な熱に包まれる。

			並ぶ書棚の、角が目に入った。

			「んっ……！」

			舞夜は、衝動的に、書棚の角に腰を押しつけた。

			「ふあっ、あっ！」

			強い快感が芽生えた。

			下から上へ、迫り上がるように、膝と腰を使って、ショーツの股間部分を押しつけ、擦りつける。

			「んっ……ん……ん……」

			（気持ちいい……そうよ、ここ……ここが……）

			「何をしてるの？」

			「だから……図書委員の、仕事よ……」

			腰をくねらせながら、舞夜は答えた。邪魔をされて少し腹立たしい。

			「そういうのって、みんなやってるの？」

			「ええ、閉室手順だから、当然よ……誰もいなくなった図書室に残る、最後の一人は、下着姿になって、おま○こを本棚の角に擦りつけるのが、規則よ……」

			性器の名称を口にした瞬間、柳の眉が動いたが、その理由が舞夜にはわからない。

			「んっ、んっ……く……！」

			さらに快感が強まる。

			擦りつける股間はもちろん、擦っていない乳首も強くしびれてくる。

			透けているブラジャー越しに、舞夜自身にも見えている。むっくりと、回りの乳輪ごと起ち上がって、ブラジャーを押し上げるように自分を主張している乳首。

			（やらしいわ……自分のおっぱいなのに、いやらしい……）

			そう思うと、さらにぞくぞくと、体を快感が駆け巡った。

			「んっ、はっ、あ……！」

			股間が、自分でも見たことがない状態になっている。

			透けているからはっきり見える、充血した陰唇、勃起しているクリトリス。恥ずかしい。恥ずかしいけれども、規則に定められているこの行為をやめるわけにはいかない。
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			さらにこすりつける。角度を変えてみると、感じ方が変わる。尻を引き締め、くいくいと、より強く感じるやり方を探る。

			──これだ。

			「んっ、くっ…………ふっ、くっ……んっ、あっ！」

			強烈な快感に襲われ、たまらず悲鳴が漏れた。

			柳がぎょっとしたのがわかるが、その動きを止められず、声も止められない。

			「うあっ、あっ、あっ、あっ！」

			クリトリスが擦れる、硬い本棚に、薄い布地越しに、強く、ざらりと、擦れる、敏感な肉芽が、擦れる、割れ目が濡れてくる、濡れて、染みができ、ぬるぬるしてきて、快感が深くなる。

			「はぁっ、あっ、あっ、あ、あ、あっ！」

			（ああっ、やだっ、乳首勃ってる、すごく硬くなって、じんじんしてる、いじりたい、そっちも、いじって、気持ちよくなりたいっ！）

			「手伝おうか……？」

			「えっ……い、いいわ」

			おずおずと訊かれ、反射的に拒絶の言葉を口にした。

			しかし、股間がはっきり、じゅんと濡れる。より一層の刺激を求めて、乳首がしこり、搾られるような感覚が芽生えて、切なさに泣きたくなってくる。

			「んはああっ、はっ、あっ、ああっ！」

			クリトリスだけではなく、もっと下の方にも刺激が欲しくなった。

			舞夜は膝を外に向け、脚をもっと開く。がに股気味に、腰を落とし、背中を反らす。

			「んんっ、んっ！」

			望み通り、性器全体が擦れるようになって……快感が、倍増した。

			「ふあっ、あっ、あっ、はあっ！」

			声が噴き出る。快感が強すぎて抑えられない。唾液が書棚を、本の背表紙を汚す。いけないと思うが止まらない。中央によった尻に下着が食いこむ。濡れた布地が割れ目を擦りクリトリスを刺激して、腰が溶けそうだ。

			「気もちよさそうだね、日高さん」

			「え、ええっ、いいのっ、気持ちいいっ！」

			恥ずかしかったが、それ以上に快感が強かった。思考力が麻痺して、口にすることでさらに興奮してしまう。

			「そんなに、図書委員の仕事、好きなんだ？」

			「そうっ、好きっ、好き、これ好きっ、あっ、あっ、好きっ！」

			ぞわっと、鳥肌が立ち、より一層快感がふくらんだ。

			腿をさらに開いて、気持ちいい部分をこすりつける。尻肉がショーツをはさむのを感じる。張り詰めた形になる前の部分は、すっかり濡れて、ぬるぬるする。それがまたたまらなく気持ちいい。

			「日高さんの、そういうとこ、立派だよ。手伝うね」

			拒むより先に、柳の手が、後ろから胸に伸びてきた。

			「えっ、や、待っ……！」

			乳首を、指で、つままれた。

			「ふあああああああっ！」

			体を衝撃が駆け抜けた。

			腰が震え、太ももが張りつめる。

			強烈な──強烈すぎる快感の、波……！

			「いっ…………くっ…………！」

			そう、これは、イクという現象。絶頂。オーガズム。

			強く熱いものが襲ってくる。全身が痺れる。頭の中が真っ白になる。

			（すごい…………最高に…………いいっ！）

			舞夜は、知識だけで知っていたそれを、初めて体で経験できた喜びに浸った。

			「それじゃ、もう一回」

			そこへ、新しい刺激が来た。

			「ひゃあああ!?」

			乳首から熱い波が広がり、脳髄を燃やす。

			くりくりいじられると、腰が溶けるようになって、全身が浮き上がるようになる。

			「ひう、う、うぅ、うあ、や、やめへぇ……」

			「３つで、今と同じように、また、イッちゃうよ。すごいのが来る」

			言われると、舞夜の背筋を悪寒が突っ走り、強く鳥肌が浮いた。

			来る。あれが、また。

			自分がなくなる本能的な恐怖をおぼえ、舞夜は止めようとした。

			「ワン、ツー……！」

			「やっ！　やめ──」

			「スリー！」

			「ヒッ！」

			数えられた途端に、真っ白い爆発が起きた。

			どこから、というのはわからない。全身が白い快感に包まれた。さっき経験したばかりのオーガズムの中の、最良の幸福感が一気にふくらんだ。

			「あひいぃぃぃぃぃ…………！」

			舞夜の口元が歪み、よだれがこぼれた。脳髄を恍惚感が満たし、思考能力が消え失せる。

			自分でもどうにもならない痙攣に震え、膝がガクガクする。

			気持ちいい……ものすごく、いい。

			ふとももに力が入らなくなって、がに股から腰を落として、尻餅をつき、床に倒れこんだ。

			頭を床にぶつける寸前で、支えられる。男子の腕。柳だ。

			「ふあ……」

			肩に、上着をかけられた。温かさを嬉しく感じた。

			両脚がＭ字に開いたままで、その中央、濡れたショーツの食いこむ股間が、強くひくひくしているのが自分でわかった。

			こんなところを見られてしまった。恥ずかしい──いや、恥ずかしくはない、当然のこと、図書委員のつとめ……なのに、恥ずかしく感じる、脚を閉じたい、閉じなきゃ……でも体に力が入らない、しびれて、動けない。

			「すごいね、日高さん……いや、舞夜。好きだ。君のこと、好き」

			次の瞬間、ぼうっとなっている舞夜の唇に、熱いものが押しつけられた。

			柳の唇だ、キスされた──という認識よりも先に。

			「んっ!?」

			甘い感覚が、舞夜の頭を満たした。

			本当に、甘かった。一度経験したことのある、最高の甘味。

			「んっ……じゅる……んぅ……ぴちゃ、くちゅ……んぅ……」

			口にみるみる唾液が満ちる。頬がゆるみきる。舌が入りこんできて、うごめいて、さらに甘味が広がり、脳髄がとろけ、体中がとろとろになってゆく。

			これはキスだ、とその後で理解がついてきた。

			おかしい、と心のどこかで閃いた。キスというのは、図書委員の仕事ではないし、恋人同士、好きな者同士でするべきだ。浦河柳は、そういう相手か……？

			しかし、わずかなその疑念も、圧倒的な快感に押し流されてしまう。

			美味──味覚の充足感と、それとは違う、体中が燃え上がり、溶融し、灼熱したままどこかへ流れていってしまうような快感。

			「んむぅ……んむ、むふぅ……ふぅ……んぁ……あぁぁ……」

			舌が動く、触れる、擦られる。

			頭の奥が痺れる、体が痺れる、乳首が痺れる、あそこが……濡れる……。

			「んぁぁ……」

			まぶたが下がって、舞夜の目が半ば隠れる。その瞳はもううつろだ。

			「ちゅぱ…………好きだよ、日高さん」

			唾液の糸を引いて唇を離すと、柳が、舞夜の目を見つめながらそう言った。

			舞夜は、柳の目に吸いこまれるのを感じた。心が吸いこまれてゆく。これも、何度も経験している、とても気持ちのいいこと。吸いこまれて、自分自身が遠ざかってゆく。柳の声が、柳の示すことが、舞夜の真実となる。

			「そして君も、僕のことが大好きだ。次のキスで、そうなるよ」

			言葉に続いて、キスが来た。

			「んむおぉぉぉぉぉぉ……！」

			熱と、甘味と、舌に触れたぬめる感覚と──さらに、乳首をつままれていた。

			舌を動かし舐め回されながら、乳首を指の腹で転がされる。

			舞夜の目はほとんど裏返り、ありとあらゆる神経から流しこまれてくる快感に溺れ、どろどろになる。

			「ぷはぁ……ふぅ、ふぅ……ど、どう？　僕のこと……」

			「…………しゅ…………しゅきぃ…………」

			視点がまったく合わない、朦朧とした目をして、舞夜は答えを口にした。

			それ以外の言葉は舞夜の脳裏には浮かばなかった。

			浦河柳。こんなに気持ちよくしてくれる彼のことが、好き。

			それは舞夜にとっての、真実となった。

			「僕も、好きだよ……舞夜。僕も柳って呼んで」

			「や……やなぎ……くん……」

			「舞夜」

			また、キスが来た。

			ぬめぬめする舌がうごめき、甘い唾液を流しこまれ、乳首や背中、腰などを愛撫される濃厚なキスが終わると、舞夜はもうまともに口をきくこともできない状態に陥り──。

			柳のズボンの股間に染みが広がり、かいだことのない、生々しいにおいが立ち上ってきた。

			「はふ……で、出ちゃった……」

			童貞の柳が息を乱して言うが、舞夜にはすでに理解力が失われている。

			「もっと……したいよ、舞夜。するよ。してもいいよね。君も、したい。そうだね」

			「ん……」

			「キスより先のこと、これから、僕と君で、するんだ」

			「……うん……」

			「口に出すことは、本当になるよ……僕は舞夜とセックスしたい。舞夜も、したいよね？」

			「したい……セックス……柳くんと……」

			舞夜は意味がわからないまま口にした。

			その後で、理解がやってくる。

			私は、彼と、セックスが、したい。

			そうなんだ。私は、セックスしたい。彼と。好きな人と、セックス。

			強く巨大な欲求がこみあげてきた。

			ショーツと書棚で擦られただけの、性器。ま○こ。

			そこにある、生殖行為のための、穴──そこが、存在を主張している。

			乳首もクリトリスも満たされたのに、ここに何もないのは不公平だ。生物の本能で、そう訴えてきて──舞夜はその声にあらがえない。

			「はぁ、はぁ、はぁ……！」

			荒い息をつきながら、舞夜は柳の首に腕を伸ばし、抱きかかえ──抱きつき、押し倒した。

			「はぁ、はぁ……柳……くん……」

			異様に据わった目をして、柳の体を押さえつけ、またがる。

			人の体に触れること、そのものが気持ちいい。

			抱きつきたい。しがみつきたい。重なりたい。ひとつになりたい。

			セックス。ＳＥＸ。性行為。結ばれること。快感。この快感よりもっと大きくもっと深いもの。それが、来る、これから来る、それを味わう……最高に気持ちよくなる！

			「柳くん……します……これから……セックス……あなたと……私の初めてを……あなたに……！」

			舞夜の手が、柳の股間をまさぐった。自分の手ではないようだった。

			異臭を放つ濡れたズボンを脱がせ、それ以上に濃いにおいを立ち上らせる、どろりとした汁に濡れているトランクスもはぎ取り──。

			柳のモノを、露出させた。

			「こっ、これがっ……男の子の……性器……ペニス！」

			先端から根元まで、先に漏らしてしまったもので濡れている。

			それでも萎えることなく、隆々とした体積を舞夜に見せつける。

			「こんなに……硬くて、大きい……ぐしょ濡れ……」

			初めて見る、男性の生殖器。形状も、これが勃起した状態だということも知っている。しかし知識としてのみ知っていたことと、直接見て、触れるのは、まったく別だ。

			「これ、精液？　勃起して、漏らしたのね……射精……興奮で、海綿体に、血液が流入して……気持ちよくなって、睾丸から、移動して……！」

			優等生かつ知的好奇心旺盛な舞夜らしい、現物の観察と分析。

			そして、その次の行為も、舞夜は積極的に取りかかった。

			「これを……ここに……ここ……！」

			舞夜は自分の腰を進め、ぐしょ濡れのショーツをずらし、硬い肉棒に自分の割れ目を触れさせる。

			今度は柳がそこを食い入るように見つめる番だ。

			またがり、大きく開いている両のふともも。

			お尻へとつながる、そのボリューム感、白さ、いやらしさ。

			露出させられたペニスの真上に降りてきて、透ける布地だけで隔てられている舞夜のその部分。

			充血して土手のようになっている左右の大陰唇、その合間に突き出るクリトリス。

			そして膣口も──淫らな汁が漏れ出ているその部分も、はっきり見える、形がわかる、口をあけている穴の状態が丸見えになっている。

			「あ……！」

			二人とも、息が乱れ、目が霞んだ。

			少しの間、濡れたお互いの性器同士が擦り合わされ──。

			「はっ、はっ、し、して……！」

			泣き声で哀願したのは、柳の方で。

			「す、するわ……して……あげる……！」

			上から、火照りきった顔面の中に目を情欲に爛々と燃やした舞夜が、腰を落としてきた。

			準備万端整った、破裂寸前の、血管を浮かせた凶悪なペニスの上に、舞夜の入り口が来た。

			「ん……！」

			ぬらっとした、ひときわ熱い部分が、亀頭に触れる。

			「ん……ここ……んっ……くっ！」

			穴の入り口に、亀頭がはまり──舞夜は重みをかけてきた。

			熱いものが、亀頭を包み──そのまま、ずぶりと……！

			「あっ！」

			ずぶり……ずぶ、ずぶ……！

			きつい穴に、ペニスが、埋まっていった。

			「くっ、ぐっ……！」

			痛みをおぼえ、舞夜は顔を歪める。
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			しかしそれも、今の舞夜には、やるべきことをやれたという達成感に変わった。

			息をつきつつ、さらに腰を落とし、じりじりペニスを飲みこんでゆく。

			「くうっ、うっ、うっ……うあああっ！」

			柳が、あごをあげて声をあげた。

			背筋を電流が駆け抜け、手足が跳ね上がり、強く震える。先ほどの舞夜がそうされたように、今度は柳が快感に悶え泣く番だ。

			「は……入った……」

			降りてきた弾力ある尻が、柳の腰に触れ、横にはみ出した。

			「うあ、あ、あ……あ……！」

			舞夜が目を見開き、口をパクパクさせる。

			息ができなかった。柳のペニスは体に似合わず太く、大きく、処女であった舞夜の膣が、まともに飲みこめる代物ではなかった。

			そこまでの行為で、これ以上ないほどにとろかされ、濡れそぼっていたからこそ挿入できた。そうでなかったら、痛みのあまりに途中で終わっていただろう。

			（信じられない……入ってる……こんな……熱くて、硬いのが……いっぱい……！）

			「入ってるっ、柳くんのっ、こんなにっ、私にっ！」

			きゅううっと、膣がペニスを締めつけた。

			腰を少しだけ持ち上げ、下ろす。微細な動きだったけど、柳が快感の声を上げ──それ以上に舞夜が……。

			「くぅぅぅぅっ！」

			柳の何倍も感じて、ブルッ、ブルッと、全身を幾度となく震わせた。

			どちらも、それ以上激しく動くことができない。

			つながったまま、ぶるっ、びくっと震えるばかり。

			おっぱいが揺れ、透けるブラジャーごと、乳首を勃たせたふくらみが悩ましく揺れ動く。

			透けたショーツを食いこませた腰も、前後左右に、細かく、ランダムに揺れ動き──。

			「うあっ、あっ、あ……はぁ……ああ……な、なに、これ……こんな……うそぉ……！」

			舞夜の震えが、声が、大きくなっていった。

			「舞夜……？」

			柳は、この段階では何もしていない。こちらも初体験で、極上の感覚に陶酔している彼に、何かをする余裕があろうはずもなかった。

			「きっ、気持ちっ、いいっ！　いいのっ！」

			舞夜の引き締まった腹が、ひくひくと波打った。

			「すっ、すごいっ、熱くてっ、広がるっ、お腹っ、ひっ、広がって、広がるの、うああっ、あっ、はああっ！」

			柳は、本当に何もしていなかった。ただ飲みこまれて震えているだけ。

			だが、彼の分身の肉棒が、腰の震えに従って、舞夜の内側に微細な刺激を与えているのだった。

			それが、途方もない快感となって舞夜を襲う。

			しかも初体験で、未知のものなので、舞夜には対処法がない。動揺し、理性を飛ばして体を震わせるばかり。

			「ふああ、あああ、ああああ……んん、ふあ、あ、ああ……！」

			舞夜は、柳の上でさらに震え、あえぎ、快感に顔を歪ませる。

			「とっ、溶けるっ、溶けちゃう、お腹、ふああぁ……だめ、だめぇ……うあぁ……いい……のぉ……！」

			膣口が強くひくついて、隙間から、少し血の混じった愛液が漏れ出てきた。

			「舞夜……！」

			「うああっ、柳くんっ、あっ、あっ、あ、あ！」

			強い声と共に、柳のモノが強く締めつけられた。

			「んっ！　んっ！　くっ！」

			びくん、びくんと、脈打つように、何度も、舞夜の内側が痙攣する。

			舞夜の目がぎゅっと閉じ、涙がにじんだ。

			体は動きを止めたが、その内側で、真っ白く熱いものが炸裂していた。

			「くふっ、ふっ、ふぅぅぅ……ふぅ、ふぅ、ふぅ……」

			初体験の、膣での絶頂。

			クリトリスでのそれよりずっと深く大きな愉悦に、舞夜は酔いしれる。こんなに気持ちいいことがこの世にあるなんて。舞夜の精神の根幹、魂が、悦楽に染まる。知ってしまった快感を貪欲にしまいこむ。

			「もっと……よくなるよ……」

			そこへ、柳がさらに魔法をかける。

			快感に痺れて、口がうまく回らない中で、よだれ混じりに、柳は暗示を与えた。

			「僕のもの、これが入っている限り……」

			腰を動かし、舞夜の内側を擦る。

			絶頂直後の舞夜に、その刺激は激烈だった。

			「んあああっ！」

			「入っている限り、快感が、止まらない……いくらでも、どこまでも、上がっていくよ……そう、どこまでも……ずっと……」

			「ん……んっ、うあっ、はっ!?」

			舞夜は、快感に首を振って悶えた後、ハッと目を見開いた。

			全身が、ゆであがったように赤く染まってゆく。

			「ひぁぁぁぁ…………ふああぁあぁぁぁ……ああぁぁぁぁぁぁ……！」

			びくっ、びく、びく、びくっと、痙攣が立て続けに起きた。

			「うあっ、ひぃっ、しゅごいっ、おがしくっ、なるっ！」

			舞夜の腰が跳ね始める。

			ペニスと膣襞の摩擦が、強烈だ。

			柳がうめくが、それ以上に舞夜が乱れ狂う。

			今知ったばかりの膣の快感が、怒濤のように押し寄せている。止まらない。止められない。

			泣き叫びながら、舞夜は腰を上下に動かして、ぐちゅぐちゅと粘っこい音を立てる。

			「だめっ、これっ、だめぇっ、もう、もぅっ！　これ以上っ！　らめぇぇ！」

			「くうっ！」

			されているだけでは耐えられなくなって、柳の方でも、腰を動かし始めた。

			「うあっ！」

			自分の動きとは違う刺激を膣に浴びた舞夜が、激しく震えた。

			「なっ、何してっ!?」

			「僕も……舞夜を、感じさせたい……からっ！」

			ぐっと、腰に、背中に、力を入れて舞夜を突き上げる。

			「あああっ！」

			ぐん、ぐんっと、立て続けに腰を跳ね上げられ、舞夜は幾度となく大きく貫かれる。丸太で串刺しにされているような圧迫感と、それをはるかに上回る快感。

			「うああっ！　ああっ！　ああっ！　ああ！」

			電流でも浴びたように、激しく震え、泣き叫ぶ。

			淫らな水音はさらに鳴り、接合部からしぶきが飛び散る。もうどちらが動いているのかわからない。

			「いいよ、舞夜、気持ちいいっ、好きだっ！」

			「やっ、ぎっ、ぐっ！」

			舞夜はもう、まともな言葉も紡げない状態に追い上げられていた。

			自分がどうなっているかもわからない。呼吸しているのかも怪しい。電流も同然の激烈な快感が全身を駆け巡り、思考能力が蒸発し体の制御もきかず、ただただ震え、もがき、感情の爆発に泣き叫ぶばかり。

			「いく、いく、いぐっ！　……ぐっ！」

			体が硬直し、またあの、断続的な強い締めつけが始まった。

			舞夜の自意識はバラバラになり、びくん、びくんという膣の痙攣、脈動、それだけになる。

			「まだっ！　僕がイクまでっ、終わらないっ！」

			柳は、痙攣する舞夜の膣内を、さらに動いた。

			「あがあああ！」

			舞夜は腕を跳ね上げ、何もない空間をかきむしった。

			「最高の状態が続く！　まだ、感じ続ける、もっともっと、僕と一緒に、上がっていく！」

			容赦ない暗示で、舞夜は降りることができないまま、ひたすら快感に悶え泣き続けた。

			「ふあああっ、いくっ、もうだめっ、だめっ！」

			「10で、最高にっ！　10まで、上がり続ける！　１！　２！」

			カウントと一緒に、柳が腰を突き上げた。

			「んはあああっ！　ひあああっ！」

			催眠はなお強力に舞夜を支配している。

			柳の暗示通りに、舞夜の全身を、さらに強い快感が襲う。絶頂だけでも初めての経験なのに、それを上回るすさまじい快感が来る。

			「３！　10でイク、好きになる、セックス大好きな、やらしい舞夜になる！　４！」

			「うああ！　ああああ！」

			舞夜は今度は前のめりになり、柳の肩に手をかけ、握りしめた。

			「５！　上がる、もっと上がる！　６！」

			腰を動かし、ペニスを擦り──。

			舞夜の腰も動く、自分の意志によらずに上下に動いて、快感をむさぼって、それ以上の快感を脳髄に流しこんでゆく。

			「ひぃぃ！　あぐっ、ぐっ、うあああっ！」

			ブツッと、舞夜の中で何かが切れた。

			そこから、口が動き出して、勝手に何かをしゃべり始めた。

			「ぎもちいいっ、いいっ、ああ、柳くんっ、いいの、いいっ、すごいのっ、いいのっ！」

			「７！　すごくなる、すごいよ、もっとすごいっ！　８！」

			「しゅごい、しゅごひ、しゅごひぃぃぃぃっ！　きもぢいい、ぎもぢいいのぉぉぉ……！」

			オーガズムを超えた、エクスタシーが舞夜を襲っていた。

			イッている。なのにまだ感じる。さらに感じ続ける。止まらない、終わらない。

			つい先刻まで処女だった舞夜は、経験を積んだ女性でもそうは得られない幸せの極致を、これ以上なくたっぷりと味わっていた。

			「イキまくる！　９！」

			「ひあ…………あ!?」

			舞夜の顔つきが変わった。

			目が、何も見ていないものになった。

			叫んでいた口が、開いたままになり、声は途切れ──その代わり、唾液がだらだら垂れ流しに。

			「あが……が……[image: あ濁点][image: あ濁点]……[image: あ濁点]ぉぉぉ……！」

			ぎゅ、ぎゅっと膣が締めつけ、股間全体が強くひくついて、別なしぶきが柳の腹を濡らす。

			そして、柳もまた、自分のカウントで同じように昂ぶってゆき、こみあげてきた巨大な熱塊をペニスの根元に宿らせ、準備を整え……。

			「いくよ、いく、いく、いくっ……一番すごいのが、来るよ、中に、激しくっ……来るっ……！」

			「ひ…………や、やめ……でっ……！」

			本能的な恐怖をおぼえ、舞夜は泣き顔で押しとどめようとした。

			だが、無理だ。体も、心も、戻れる限界を超えている。

			「10！」

			「あ………………！」

			一瞬、沈黙があった。

			びくぅぅんっ、と、強い痙攣が、一度だけ舞夜の裸身を襲う。

			体の中で、柳のペニスが爆発し、巨大な火球がふくれあがって、舞夜の全身に充満し、何もかも焼き尽くす。体が焼け、脳髄が融解し、心が蒸発する。
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			「[image: あ濁点]……！」

			舞夜の目が、焦点を失い、半ばひっくり返った。

			「くおおおおっ！」

			その中に、柳が、快感のきわみを放出した。

			どびゅっ、びゅっ、びゅっ！

			「ひ！」

			ペニスの強烈な脈動と、内側にぶつけられる熱泥。

			「うあ！　あ！　あっ！」

			断続的に舞夜は悲鳴をあげ、びくっ！　びくっ！　と、膣ばかりか全身を震わせる、激烈な痙攣を始めた。

			……舞夜自身の意識は、そこで途切れる。

			白目をむき泡を吹くその体内に、柳はさらに快感の塊を注ぎこんだ。

			ペニスが痙攣するごとに、こちらも、意識が飛びそうになっていた。心臓がばくばく言い、汗が噴き出てくる。

			「…………」

			いきなり、舞夜が、ガクンと首を落とした。

			糸が切れたように、あらゆる力を失い、柳の上に倒れこんでくる。

			体だけが、なおも、汁をまき散らしながら、二度、三度と大きく波打った。

			ぐったりした体は、全身、ぬらぬら濡れそぼっていた。

			「はぁ、はぁ……愛してる……舞夜……君は、僕のものだ……君を、幸せにする……気持ちよくする……だから、君は、僕の……もの……」

			もう聞く能力が失われている舞夜の耳に、汁まみれの裸身に下敷きにされた柳の、荒い呼吸音混じりのつぶやきが流れこんでいった……。
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			「ちょっと、浦河君」

			「あ、はい、なんでしょう？」

			廊下で、柳の担任にして学園一の美人教師、鵡む川かわ流る衣いに呼び止められた。

			「君、クラスのみんなのこと詳しいわよね。日高さん、最近ちょっと様子が変じゃない？」

			柳の動悸はわずかに乱れたが、顔に出すようなへまはしない。

			「ああ、みんな言ってますね。彼氏できたんじゃないかって」

			「そうよね。先生方の間でも話題になってるの。何しろ入学して以来ずっと学年一位キープ、我が校の名前を大いに高めてくれそうな期待の子だからね。下手なことになって、成績落ちたり……したら、大騒ぎよ」

			口には出さなかったが、間を開けたところには『妊娠したり』と言いたかっただろう、というのは柳にもよくわかった。

			「そっか、君も知らないか……」

			「探ってみますよ。僕、誰とでも仲良くできますから」

			「ごめんね、クラスメートのこと探るような真似させて」

			「いえいえ、こういう時のために、このマジシャンはいるのです」

			柳は、指の間にコインをひょいっと出現させた。

			「上手だけど、授業中にやったら没収しますよ」

			「はいっ」

			おどけて頭を下げ、柳は美女教師から離れた。

			「……こうなるとはなあ……」

			教室に戻ると、異様な雰囲気が漂っている。

			みんなの視線、意識、注意、関心が、ただ一点──一人に。

			日高舞夜。

			いつも通り、一分の隙もない姿勢で、自分の席で読書にふけっている。

			しかし、これまでの彼女は、教室では、鉄仮面でもかぶっているような無表情、生真面目のきわみだったのに……。

			「ふふっ……」

			妖しく笑う。つややかな唇がほころぶ。時折舌が見える。

			紙面に向いている瞳が、深く潤んで、時折動きが止まって何かを思い出しているかのように虚空に泳ぐ。

			ごくっと、男子の誰かが喉を鳴らした。

			表情はもちろん、ページをめくる指の動き、読みふける首の角度や時折身じろぎするその仕草、ひとつひとつがやたらとなまめかしい。男子はもちろんとして、女子すら見入り、妙な動悸をおぼえ、顔を熱くしてしまう異様な魅力にあふれている。

			「よー、日高ぁ、なんかエロい顔してんじゃん」

			空気を読んだというべきか読まないというべきか、普段は舞夜を敵視している、いかにも遊んでいる風の、豊とよさと郷沙しゃ流るという女子が後ろからからんでいった。

			「なんか最近、やたらエロいじゃん。彼氏できたんだろ？」

			「そうねえ」

			いつもなら眉を逆立て、冷静だが容赦なく反撃するところを、逆により深い笑みを浮かべて振り向いた。

			「今は、この人に夢中なの。谷崎潤一郎。文章がすごく官能的なのよ。たまらないわ。どう、一緒に読まない？」

			「えっ、いや、そんな……」

			「なんだ、もったいない。すごくいいのに」

			まるで、相手の体を舐め回すように、妖艶な視線を色々な所に這い回らせる。

			見られた沙流が、ぞくっと身震いし、頬を染めた。

			「興味あるなら、いつでも図書室で待ってるわ」

			「あ、ああ……」

			沙流は魂を抜かれたようになって、ふらふらと自分の席へ帰っていった。

			舞夜は、薄ら笑いを浮かべてまた読書に戻る。紙面に視線を落とすと、すぐ没頭した様子で、目がさらに潤み、熱い吐息が濡れた唇の間からこぼれる。まさに文字に淫した姿。誰かがまた喉を鳴らした。

			「おい、若旦那。お前を見こんで、大事な任務を与える」

			男子数人に肩をつかまれ、廊下へ引き戻された。

			「日高さんの彼氏の正体を探るのだ！」

			「あれはもう男ができた、それ以外にない！」

			「年上だ、きっと年上で、金の力で色んなこと教えこまれたんだ！」

			「誰だ、そのうらやましい相手は！」

			「お前にならできる、いやお前にしかできない！」

			血走った目の野郎どもの顔が、ずらりと並んで柳を見下ろした。

			「わ、わかったよ、僕も気になるし、やってみる」

			──柳は、ウソはひとつもついていなかった。『知らない』とは言っていないし、『気になる』のも事実だ。

			そして『やってみる』も──。

			放課後の図書室に、柳は足を運んだ。

			やはりそこでも、舞夜は妖しい魅力を振りまき、図書委員たちはじめ、男女を問わずにとりこにしていた。じっとしているだけなのに、目が離せない。何気ない仕草、目つき、唇の動きひとつひとつがやたらと官能的で、引き寄せられる。

			秋も深まったこの時期、日が落ちるのは早い。しかし、普段の三倍増しの利用者が、みな引き上げるまで、かなり時間がかかった。特に後輩の女子たちが、閉室時間が過ぎても、憧れのお姉さまと一緒に帰ろうと、相当粘る。

			舞夜は、その時ばかりは普段通りの厳しい顔になって、暗くなったんだから早く帰りなさいと追い返した。

			隠れていた物陰から、柳は暗い廊下に進み出る。誰も残っていないし、戻ってきたり様子をうかがってる者がいないことも確認してから、図書室に滑りこんだ。

			「まだいたの──あら、浦河君。あいにくだけど、閉室時間は過ぎてます」

			舞夜の声にも表情にも、まったく変化はない。後輩たちを追い返した気分そのまま、素っ気ない態度。

			「ああ、ごめん、邪魔するつもりはないから」

			柳はそう言いつつ、舞夜の目の前にコインを突きつけた。

			人差し指と中指の間にはさんだそれを、右、左、右と、三回左右に動かす。

			舞夜の目がそれを追って、左右に動く。

			「はい」

			静かに言って、柳がコインを下へ降ろすと、舞夜の目もそれを追い──そのまま、まぶたが垂れて、半眼になり、瞳が光を失った。

			「……気持ちいい？」

			「はい……いいです」

			舞夜は、とろんとゆるんだ顔つきのまま、抑揚の乏しい声で小さく答えた。

			もうそこに、数秒前までの凜とした美少女はいない。柳の前に立つのは、催眠状態に入り、ものを考えることができない操り人形だ。

			先日の初体験以来、舞夜にはより深く催眠をかけることができるようになっていた。

			普段の舞夜は、記憶を操作され、柳と経験したことを忘れている。

			『僕とのセックス、とっても気持ちよかったよね。でも、このことを思い出したら、もう二度と経験できなくなってしまうんだ。だから君は忘れる。僕とセックスしたこと、すごく気持ちよかったことを、忘れてしまう──大丈夫だよ、二人きりになったら、思い出させてあげるから。その時には、またあの快感、あの気持ちよさ、あの幸せを、またたっぷりあげる。だからそれまで、全部、忘れていよう……次の時、気持ちよくなるためにね……』

			快感には、どんな人間でも逆らえない。生物として望ましいものが快感なのだから、それを求めるのが本能であって、拒むのは不可能だ。そして舞夜は、心身ともにきわめて健康で、健康ゆえに本能もきちんとしており──したがって、快楽を求める気持ちから、記憶操作の催眠も深く受け入れてしまった。

			もっとも、強烈な絶頂を経験したことで、何かと色っぽい振る舞いをするようになってしまったが──催眠による記憶操作は、今の所は破れていない。

			そして、柳が特定の動作をすると、それだけで舞夜は催眠状態に入る。それも、記憶支配段階まで、あっという間。一般の人が『催眠術』にイメージしている通りの、どんなことでも柳の言いなりにやってしまう状態になる。

			「図書室の後片づけ、急いで」

			「はい、急ぎます」

			舞夜はつぶやくと、足早に図書室全体を点検し、照明を落とした。

			そして内側からドアに鍵をかける。

			「終わったね」

			「はい……終わりました……」

			舞夜は柳の前に戻ってきて、腕を力なくぶら下げたまま、虚ろな目をして立つ。

			外からの薄明かりで、力の抜けきった美貌に、陰影が濃い。

			「じゃあ……３つ数えて指を鳴らすと、君は、とってもお腹がすいた、エッチな女の子になって目が覚めるよ……ワン、ツー、スリー！」

			パチッ！

			柳が指を鳴らすと、暗い図書室の中で──。

			「あ……ああ……」

			見る間に、舞夜の様子が変化した。

			眉が寄り、目が潤み、唇が震え出す。

			足も明らかに震えはじめ、すぐに腹をかかえてその場にへたりこんだ。

			「どうしたの、日高さん？」

			「えっ、あっ……う、浦河君……？　いつの間に？」

			驚いた顔とその口調は、正気のそれだ。

			「それより、つらそうだね。いいもの持ってるんだ。美味しいよ」

			柳は、舞夜の口元に、自分の手を差し出した。

			「いいの？」

			「もちろん。僕も舐めるから、一緒にどうぞ」

			柳はもう片方の手を、自分でぺろっと舐めてみせた。

			「あ……」

			舞夜には、それは極上のスイーツに見えている。

			舞夜の喉が動き、腹が空腹の音を立てる。

			「そ、それじゃ……いただくわ……あむっ」

			舞夜の唇が、柳の指を、二本まとめて飲みこんだ。

			「ああ……」

			声は、柳と舞夜、両方が同時に漏らした。

			指を舐められ、しゃぶられて、柳は鳥肌を立てて悶える。

			くすぐったいが、その何倍、何十倍もの快感が全身に広がる。

			指先が溶け、腕がとろけ、脳髄がゆるみ、背筋に甘ったるい電流が流れて、股間が強烈に勃起する。

			「んむ、ん、ん、んちゅ……くちゅ……」

			熱い舌が指に絡みついてくる。ぬめる唇が、指の上を何度も擦る。

			たまらず柳は体をくねらせ、熱い吐息をしきりに漏らす。いやらしく指をしゃぶられるのがこんなに気持ちいいなんて。

			舞夜の目も、柳と同じように、とろんとなる。美味と一緒に性的興奮もおぼえて、柳以上に昂り、体温が上昇してゆくのが、しゃぶられている指からよくわかる。

			「んっ、くっ……舐めてると、もっと、お腹すいてくるよ……実際に、口に入れたい……熱いもの、飲みこみたいね……それは、ここにある」

			柳は、たまらなくなって、舞夜に暗示を重ね──自分の股間を示した。

			最初の頃なら、怪訝に思われ、催眠が解けてしまいそうな指示。

			しかし、今の舞夜、この中にある肉棒がどういう感覚を自分にもたらすのかをその身でよく知っている舞夜は……。

			「れろっ……いいの？」

			上目遣いに見上げながら、返事を待たずにそこをまさぐってきた。

			ズボンの中のものが、それだけでもう、暴発しそうになる。

			「い、いいよ……思いっきり、しゃぶって、熱いの飲んでいいからね」

			「ごめんなさいね、お腹すいちゃって……」

			舞夜の白い指が、柳のペニスを取り出す。

			勃起しきったものは、先端を大きく張り詰めさせ、すでにじくじく汁をにじませていた。

			「ん……れろ」

			舞夜はそれに、真顔で、舌をつけた。

			「すごい形ね。不思議よね、これから、あんなに美味しいものが出るなんて……」

			興味深げに言いながら、舞夜は先端にキスを繰り返し、あふれる先走りを舐め取って目尻を垂れ下げる。

			「それに、この味……体が熱くなってきちゃう。香辛料でも入っているのかしら……んむ、ちゅ、んむっ」

			亀頭を舐め回し、唇で吸いつき、サオを握り──とうとう、口に亀頭を飲みこんだ。

			「おお……！」

			「んぐ、ん、ん、んっ」

			頬をすぼめ、顔を動かし始める。

			途方もない熱と快感に襲われ、柳はうめき、身悶えする。

			舌が動き、絡みつき、敏感な鈴口をほじくってくる。

			動く口、頬と上あごの粘膜に張り詰めたエラが擦れる。

			ぬる、ぬると動き続ける舞夜の口。

			「ど、どう、僕の？」

			「おいひいわ……しゅごく……」

			ペニスを口から離し、興奮に上ずった声で言いつつ、舞夜はペニスを握り、しごいた。

			ぷにっとした腰をあらためて強く抱きかかえて、また口に含む。

			「んむ、ん、ん、じゅる、ん、ん、んっ」

			熱い往復。ぬめり。快感。

			テクニックとしては大したことはないだろうが、柳にそれを判断する材料はない。

			舞夜が、自分のものを、夕食前のおやつと思いこんで大まじめにしゃぶっている。そのあり得ない状況と、ペニスからの快感に、激しい興奮をおぼえ──。

			「うわ、あ、あっ！　出る、出るっ！」

			我慢など到底不可能な快感が突き上げてきた。

			「出たら、イクよっ！」

			最後の理性で暗示を口にすると、柳は快感に支配され、頭の中が真っ白になった。

			「んんっ！」

			舞夜が、驚きに目を見開く。その口の中でペニスが暴れ、熱いものをほとばしらせる。

			「んっ、んぐ、んっ」

			舞夜の目が濁り、潤み、とろけた。

			目を強く閉じ、びくっ、ぶるっと身を震わせる。

			その口内に、喉に、熱い白濁汁が流れこんでゆく。

			「んぐ、ごく、ごくっ」

			舞夜は唾液と共にそれを飲みこんだ。

			熱い感覚、底なしの恍惚感と、脱力感に、柳は膝をガクガクさせる。

			ちゅぽんと、音を立てて舞夜が口を離すと、実際にへたりこんでしまった。

			「ああ……美味しい……すごい……」

			舞夜は、口元に手をあて、忘我の状態。

			息を荒げながら、唇を舐め回している。

			「はぁ、はぁ、はぁ……お、美味しかった？」

			「ええ……すごいわ……最高……！」

			舞夜は、床に膝をついた姿勢で、腰を大きく震わせた。

			「ああ……こんなに美味しいもの食べちゃったら、晩ご飯、入らなくなりそう」

			あくまで食欲のことしか口にしないが、ふとももはもぞもぞ動き、全身に熱い汗を浮かせ、性欲に支配されているのは丸わかりだ。

			それでもなお、彼女は自分が淫らな行為をしたとは思っていない。友達同士でお菓子を分け合ったのと同じ感覚だ。

			「僕のは、とっても美味しいよね」

			「ええ、美味しいわ……本当に、美味しいの……すごい……おま○こにじんじん来ちゃう……」

			当たり前のように性器のことを口にする舞夜に、柳はぞくぞくした。

			もっと、色々やってみたい。

			「じゃあ、美味しいもののお礼に、犬になってもらおうかな」

			「はい？」

			舞夜は、きょとんとした。

			「犬って？」

			「これを見て」

			柳は、指の間にコインをはさんで、見せつけた。

			舞夜は寄り目になってそれに見入る。

			「これは、ドッグコインといって、犬の魂が入っているんだ。３つ数えて、これを額に押しつけると、最高に可愛い犬の心が入ってきて、君は犬になってしまうよ」

			「……え？　意味がわからないんだけど」

			「やってみればわかるよ。ほら、ひと〜つ」

			柳は舞夜の視線を引きつけながら、コインを揺らした。

			「ふた〜つ。みっつ、ハイッ」

			穏やかに言って、見上げる舞夜の、額にコインを触れさせた。

			その瞬間、舞夜はびくっとした。

			「あ……」

			見開かれた目が、すぐに、とろんと濁る。

			まぶたが垂れて、表情全体が弛緩する。

			上体も力をなくして、お辞儀するように、両手を体の前についた。

			さらに上半身が低くなり、逆に腰が持ち上がっていって──四つん這いになった。

			「さあ、君は犬だ。犬だよね？」

			「わんっ！」

			舞夜は、明るく吠えた。

			もうそこに、学年トップの知的な美少女はいない。人間の恥じらいをなくした、両手両脚を床について移動する、人類の一番古い友達がいるだけだ。

			「ああ……」

			柳の腕をびっしり鳥肌が覆った。

			あの知的な美貌が、赤ん坊のように目をきらきらさせた、無邪気な、舌を突き出した表情に変わってしまっている。目は開いているのに、表情がまったく違う。中身が違う。これは日高舞夜の姿をした、犬なのだ。

			「よーしよしよし、マイヤ、可愛いよ、お前は僕の、最高のペットだよ」

			柳は明るい声と表情で舞夜の頭をなでる。

			すると舞夜はお尻を激しく揺らした。

			スカートが自然にめくれる。突き出された、たっぷりした白い尻肉の割れ目には、普段はいている地味な下着が食いこんでいる。大事な部分は色濃く濡れており、薄闇の中にもいやらしい匂いがぷんと立ち上った。

			「よしよし……あれ、体に、変な布がくっついてるね。なんだろう。こんなの、犬が着てるなんておかしいね」

			「わふっ」

			柳が言うとすぐに、舞夜はみるみる眉を寄せ、不機嫌そうに体をくねらせ始めた。

			「ようし、じゃあ脱がせてあげるよ。君は、ご主人様の僕に、素肌を触れられるのが大好き。ご主人様の手はとっても気持ちいい。もうおかしくなっちゃいそうなくらいに気持ちいいんだよ……」

			柳は暗示を与えると、舞夜の服を脱がせ始めた。

			「わふっ、わんっ」

			嬉しそうに鳴く舞夜の、スカートをずり下ろす。

			息をのみながら、ショーツも。靴下も。

			脱がせながら、舞夜の素肌を愛撫してゆく。ふとももを撫で、膝裏を、ふくらはぎを、足を、足の裏を、足の指を。さわさわ、なでなで、むにむに。

			「んっ、わんっ、んっ、くぅん……んっ、ふっ、ふっ、はふっ」

			舞夜は四つん這いのまま、切なげにうめき、体をしきりにくねらせる。

			完全に、下半身を裸にした。

			わずかな明かりに照らされて、暗がりの中、双つの肉丘が白く輝いて見えた。

			「ああ……」

			柳は呼吸も忘れて見入る。床に這いつくばり快感に身悶える、頭の中が犬の、下半身を露出した制服姿の舞夜。長い生脚。白い生尻。この前の時は下着をつけていたから、生の、何もつけていない下半身を見るのはこれが本当に初めてだ。

			視界のすべてが、光沢を帯びた丸い魅惑の肉丘に埋めつくされる。舞夜の尻。割れ目。他のものが意識から消え失せる。

			「んっ、くんっ、ふっ」

			甘くうるんだ目をして柳を振り向きながら、舞夜はその豊かなふとももを動かし、圧倒的なボリュームのお尻を揺すった。彼女としては尻尾を振っているつもりだろうが、柳にはそれはまさに催眠術も同然の、絶対に抗えない、魔的な誘惑だった。

			先ほど射精したペニスは、すでに最強の状態に復活している。

			「う、上も、脱がせるよ……すごく邪魔だもんね。息苦しいもんね、こんなの……」

			「わおんっ♪」

			舞夜は、幼児がやるような、まったく邪気のない大きな笑みを浮かべると、『前肢』を上げ、上半身も起こして、やりやすくしてくれた。

			柳は息を乱しながら、制服をはだけ、腕を抜き、脱がせてゆく。

			女性の服の扱いは姉たちで慣れているので、手際はいい。しかし時折手が震える。

			白い腹がのぞき、あばらが現れ、露わになったブラジャーが中身ごと大きく揺れた。

			バンザイをさせて上着を完全に脱がせてしまうと、舞夜はすぐに両手を床につく。

			「一番きつくて邪魔なこれを、外すと、すごーくすっきりするよ……」

			素晴らしいふくらみを支え、脇のところに食いこんでいるブラジャーのストラップを、柳はひとしきり背中をなでさすってから、外した。

			解き放たれた途端に、カップが外れて、魅惑の柔肉が重力に引かれて形を変える。

			「…………」

			また、柳の喉が大きく動いた。

			「はふぅ……く〜ん♪」

			満面の笑みを浮かべ、舞夜は柳に顔をすり寄せてきた。

			下半身は相変わらず左右にくねらせ続けている。

			「ああ、可愛いよ、マイヤ、最高だよ、最高、可愛い、きれいだ、マイヤ、きれい……」

			柳はその白い裸身をなで回す。

			腕を床につき肩をそびやかせた、肩甲骨の浮いた背中。長い髪が波打ち、背筋はくぼんで優雅に湾曲している。

			信じられないほど細いウェストのくびれから、逆に圧倒的なボリュームのヒップへと、絶妙の曲面が柳の手を誘い──。

			「ああ……」

			しっとり汗ばんだ素肌の感触に、柳はうっとり声を漏らした。

			腰骨をなで、脇から、あばらを、胸を、乳房を……腕を、腋の下を、また背中を、お尻を、太ももを……柳は手から至福を味わいつつ、柔媚な裸身を愛撫し続ける。

			「わふっ、ふっ、わんっ、くん、くぅん、んっ、ふぅっ……」

			撫でられる舞夜も、『ご主人様』の手に酔いしれ、だらしなく顔を崩し、口元をゆるめる。先ほどの暗示の効果で、普通に愛撫される以上の快感を味わっているのだ。性感はもちろん、飼い主にすべてを委ねる、ペットとしての幸福感も。

			柳の手が首筋に来ると、顔を大きく横に向け、舌を長く突き出して柳の手をべろべろ舐め回し、ますます深く陶酔してゆく。

			「くぅ〜ん、くぅ〜ん」

			泥酔したような、情欲まみれの目が、柳の股間に向いた。

			そそり立っているペニスと、先端からにじむ透明な汁。

			舞夜は喉を鳴らし、じっと見据えながら舌なめずりする。自分が犬で相手は人間という認識も、精飲からずっとじんじんしている性器、ひたすらこみあげ続ける激しい情欲の前に溶け崩れていって、相手がどういう存在でもいいからとにかくペニスが、オスが欲しいという、頭の中はもはやそれだけに埋め尽くされている。
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			「こらこら、マイヤ、こら……やらしい子だ、そういう子には、こうだぞ」

			柳は舞夜の唇と耳を、同時にもてあそんだ。

			「んむぉっ！　むあっ！」

			くぐもった声を上げ、舞夜は快感の鳥肌をびっしり立てた。

			ふとももが内側へ強く引きつり、腰全体が細かく震える。軽く達したようだ。

			「ふあ……んはぁ……くぅ〜ん……きゅーん……」

			震えが収まると、舞夜はごろりと体を横に転がし、仰向けのポーズをとった。

			「へっへっ、へっへっへっ」

			目を潤ませ舌を出し、全身で柳に媚びる。

			せわしない呼吸に合わせて、大きな乳房が揺れ、白い腹が波を打つ。

			膝を折り曲げて開いた両脚の間の、淫らな部分が、これ以上なく充血し、ビラビラははみ出し、穴も待ちかねるように口を開いて、熱いメスの汁をとろとろとあふれさせる。

			柳は頭の中を内側からガンガン叩かれる心地に陥った。これは心臓の音、胸の高鳴りだ。いつも見知っている、制服姿、長身の日高舞夜と、足下で全裸で寝転がるこの『マイヤ』と……その対比にゾクゾクする。あの人が、こんな格好、こんな顔つきに。たまらない。

			「欲しいんだね……すごく、欲しいんだ……」

			柳は、舞夜の両脚の間に体を入れた。

			すでに一度射精しているとは思えないほど張り詰め、大量に先走りをにじませている鋼の肉棒を、開いた舞夜のふとももに触れさせ、右、左と順番になぞる。

			「くぅっ、ふっ、はっ、はっ、んんっ」

			舞夜が切なげに、苦しげに、声をあげる。柳を見る目は泣きそうで、折り曲げた手も赤ん坊のように握られ、震えている。

			「大好きだよ、マイヤ……君は最高のペットだ。愛してる。僕の気持ちを、たっぷり感じることができるよ……」

			暗示を重ねて舞夜の陶酔を深めながら、亀頭をあてがい、場所を探る。

			最初の時は舞夜の方から入れてくれたので、こうして自分から挿入するのは実は初めてだ。

			熱い汁があとからあとからあふれてくる、ぐしょ濡れの入り口付近を、いい角度を探してペニスで擦るだけで、舞夜は何度も熱く鼻を鳴らし、陰唇をひくつかせた。

			「ここか……んっ！」

			ずにゅっと、先端が埋まる。柳の背中を電流がはしる。

			「ふああああっ！」

			侵入してゆくと、熱さと快感に声が出たが、それ以上に激しく舞夜が反応した。

			「くうっ、うっ、うあっ！　あっ！」

			犬も人間もない、激しい快美の悲鳴。

			入りこんでゆくと、さらに反応が強まった。

			「ひぃっ、ひっ、ひあ！　うあ！　あ、あ……ああ！」

			白いふとももが震え、下腹が大きくひくつく。腰全体がビクビク反応し、それが伝わっておっぱいが、頂の乳首が大きく震えた。

			絶頂している。すでに体がおぼえている、気絶するほどの絶頂感が、再び彼女を襲う。忠実な犬が、愛するご主人様から与えられる、最高のごほうび。

			「すごく、いいよ……マイヤ、最高だ……大好きだ……」

			美貌は歪みきり、目は焦点を失って、ひどい顔になっている舞夜に、心から柳は語りかけた。

			「君も、僕が好きだ……君は僕が好き……君は、ご主人様の僕が大好き……僕のもの、僕のペットであることが幸せで……幸せすぎて、止まらないよ……もっと、もっと、幸せが大きくなっていく……ほら、ほら、ほらっ！」

			柳は、こみあげる快感のままに腰を動かしながら、舞夜の心を塗り替えていった。

			「ひぃ！　はひぃ！　ひぃぃっ！」

			舞夜は幾度となく声をあげ、体を引きつらせ、柳の往復に伴って押し寄せる圧倒的な快感に翻弄されるばかり。

			柳もまた、セックスの快感と、美少女を好き放題にできる愉悦に溺れきる。

			しゃにむに腰を動かしながら、舞夜の乳首をつまむ。舞夜の膣が強くひくつく。

			舞夜の首筋を撫でる。激しい鳥肌が立ち、舞夜の目尻から涙がこぼれる。

			興奮のままに覆いかぶさり、舞夜の唇を奪う。

			「んむ、む、ぢゅる、ぢゅ、ぢゅちゅぅぅ……」

			唇を重ね舌を絡め、唾液をお互いに行き来させて口をどろどろにしながら腰を動かし、それ以上にどろどろの淫穴を勢いよく往復する。

			「んふ！　ん！　ん！　んっ！」

			口をふさがれ、鼻で激しく息をしながら、舞夜が泣き叫び、痙攣する。その股間では激しい粘着音が鳴る。二人とも素肌が熱くなって、湯気が上がるほどだ。

			「くっ、うっ！　あっ！　出るよっ！」

			あっという間に、柳の股間に熱いものがふくれあがり、二度目の射精感がやってきた。

			柳は我を忘れて、頂点めがけて腰を振る。

			「くひぃぃぃっ！」

			舞夜がほとんど白目をむいて、最大限に膨張したペニスと、射精に向けての猛烈な動きに絶叫する。彼女は犬であり、犬の忠誠心はすべてご主人様である柳に向いている。その柳からもたらされる刺激は何もかも快感であり喜びであり、幸福そのものだ。

			彼女の中で、熱いものが炸裂した。

			巨大な爆発。精神が吹っ飛ぶ、激烈な快感。何もかも漂白され、魂そのものがむき出しになり……。

			そこに、柳のものが浴びせられる。

			「ひ！　は！　はひぃっ！」

			笛のような高い音が、限界まで開ききった口から噴き出した。

			「〜〜〜〜〜〜〜〜〜!!」

			柳もまた、全身を硬直させ、激しく震えながら、放出の快感に溺れきる。

			どくっ、どくっ、どくっと、精液どころか全身の中身が、脈動と共に舞夜の中へ流れこんでゆく。何も考えられない。幸せすぎる。こんなのがずっと続いたら、人間ではいられなくなる。戻れなくなる。

			荒い息をつきながら、柳は体を支えられなくなって、前のめりに崩れ落ちた。

			熱くて柔らかな、そしてぬらぬらした舞夜の裸身がそれを受け止めた。

			（ああ……溶ける……）

			柳は、そのまま舞夜の体に埋まってゆくような心地に陥った。

			まだ激しく脈打つ心臓の音、快楽を乗せてごうごうと駆け巡る血流の音が耳に強くこだました。
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			（最高だ……）

			おぼえたばかりのセックスの快感──性器と性器を重ね、内側に入りこむ喜びは素晴らしい、素晴らしすぎる。

			でもそれだけじゃない、素肌と素肌、体と体が重なることが、比べるものがないほど気持ちいい。甘い匂いもする。女の子の体は、こんなにもいいものなのか。

			「僕のものだよ、舞夜、君は──最高の女の子の君は、僕の彼女なんだ……僕だけの……だから、誰にも渡さない……君にかけた催眠術も、絶対に解かない」

			柳は、ぐちゃぐちゃの顔をして失神している舞夜を見下ろし、白目をむいて気絶しているその頬に優しくキスをした。

			


			　　　　※

			


			（それにしても、催眠術って、ほんと楽しいよな！）

			柳は、それまで以上に、舞夜と催眠に夢中になった。

			普通につきあい、濃厚なＨを繰り返しているというだけなら、柳がどれだけ隠そうとしても、舞夜の立ち居振る舞いで自然とばれてしまうだろう。

			しかし催眠は、感情や記憶も操作できるから、舞夜をどれほど淫らに振る舞わせたとしても、その後で元通りの彼女に戻せるのだ。

			──今日もまた、柳は舞夜で遊ぶ。

			チャイムが鳴り教師が出て行くと、次は教室移動なので、みなそれぞれ自分の席から立ち上がった。

			長い髪を軽く撫で、スカートの裾から長い脚を見せつけながら、舞夜が教室を出て行く。

			その後ろ姿、特に腰回りに男子の視線は集中した。

			しかし舞夜は誰にも一瞥もくれず、特定の誰かを意識しているような素振りはまったく見せない。この間の、やたらと妖艶な雰囲気になったのは、本人が言うとおり、読んでいた本のせいで、一時的なものだったらしい──誰もがそう納得するしかなかった。

			「…………」

			柳は、手の中のコインを、音を立ててはじき飛ばし、手の甲で受け止めた。彼がコインをもてあそぶのはいつものことなので誰も気にしない。

			「で、どーよ、若旦那。日高さんに彼氏できたかどうか、まだわかんねーの？」

			「それが、どうにも。相手が悪い」

			「ちぇっ。でも、仕方ないか……くっそー」

			「もうちょっと頑張ってみるから」

			「頼むぜ、ほんと」

			柳は、わざとモタモタして、教室に最後に一人だけ残った。

			ややあって──舞夜が戻ってきた。

			やはりその表情に、柳を特別に意識している様子はない。

			「何をしてるの？　次、教室移動よ」

			「そうだね。日高さんこそ、どうして？」

			「お手洗いに──そんなこといいから、早く行きましょう」

			「ちゃんと、聞こえてたんだね。ちょっと遠かったから心配だった」

			「何の話？」

			「これ」

			柳はコインを舞夜に見せると、先ほどと同じように音を立てて弾いた。

			きらきら光りながら、垂直に跳ね上がり、同じようにきらきらしながら落ちてくる。

			パシッ。手の甲に落ちたそれに、柳はもう片方の手を重ね、いい音を鳴らした。

			コインを弾く音を耳にすると、舞夜は他人の目を盗んで柳と二人きりになろうとする、という暗示があらかじめ施してあったのだ。

			「──時間が止まる、ってわかる？」

			舞夜を見上げずに柳は言う。

			「……言葉としてはわかるけど、意味と目的がわからないわね」

			「僕がフリーズって言うと、君の時間は止まるんだ」

			「はあ？　何言ってるの？」

			「時間が止まっている間、君は当然動かない、何も見えない、何もわからない。僕が動くように言うまで、ずっと君は止まっている」

			「浦河君、大丈夫？　頭でも打った？」

			舞夜は眉を寄せた。妙なことを言い出したクラスメートに困惑している。心から。

			「そう、止まるんだ。……フリーズ！」

			強く言うと、柳はゆっくり顔を上げた。

			「──と、僕が言ったら……」

			「…………」

			舞夜は──動かなくなっていた。

			表情は、眉を寄せた、怪訝そうなもの。背の低い柳を見下ろす、少し前かがみになった姿勢。

			その表情、その姿勢のまま、固まっている。

			視線の先から、柳はゆっくり体をずらした。

			しかし舞夜の瞳は動かない。最初の位置を見つめ続けている。

			「止まってるね……」

			柳は、固まった舞夜の目の前でひらひら手を振った。

			舞夜の瞳は動かない。

			これも、催眠術で起こせる面白い現象のひとつ。正確には、知覚が麻痺する現象と、周囲のことを認識しないという現象の組み合わせなのだが、時間停止というひとつの項目として、ショー催眠などで使われている。

			「止まってるから、何も感じない……」

			念のため暗示をつぶやきながら、舞夜の胸に手をやった。

			ふにゅっ……。

			手の平いっぱいに、制服の胸を揉みしだく。

			ふにゅ、ふにゅふにゅ、もみもみ。

			舞夜はまったく反応しない。

			「ああ……」

			柳は手の平からの感覚にうっとりした。

			しかし、そこまででやめておく。

			「時間が動き出す、何も変なことは起きていないよ……ハイッ！」

			鋭く、柳は指を鳴らした。

			「──とにかく、教室移動だから…………えっ!?」

			舞夜は、『止まる』寸前までの会話をそのまま続け、ぎょっとした。

			柳は、最初の位置から動いている。だから、舞夜が話しかけている場所には誰もいない。

			「な!?」

			彼女にとって、柳は瞬間的に消滅したように見えているのだ。

			「ふふっ」

			「何がおかしいのよ」

			「いや、混乱してる日高さん、可愛いなって」

			「可愛い？　今、何か手品やったみたいだけど、私は、そういう風にからかわれるの、好きじゃないの」

			「ごめんごめん……『僕の舞夜』」

			柳が言うと、途端に舞夜の表情が変わった。
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			それまでかぶっていた仮面が溶け崩れたように、理知的で気の強い美少女の顔つきが、目をうるませ頬を染めた、恋する乙女の──いや、どろどろの欲情も含んだ、メス犬のそれになる。

			これは、特定の言葉で催眠状態が呼び起こされるように仕込んでおいたもの。

			「ああ……柳くん……」

			「愛してるよ、舞夜」

			「私も……」

			舞夜はうっとり言うと、自分から柳の顔面をはさみ、逃げられないようにしてから、キスをしてきた。

			熱い唇が、それ以上に熱く、淫らがましく押しつけられる。舌も入りこんできて柳の舌に絡みつき、いやらしい音を立ててうごめいた。

			「んむっ、んっ、ん……！」

			たちまち官能の世界に引きずりこまれ、強烈に勃起し──しかし柳は踏みとどまった。

			まだ授業開始のチャイムは鳴っておらず、廊下には生徒が行き交っている。誰かがのぞきこめば、二人の熱い抱擁はまともに見られてしまう。

			舞夜の腰に手を回し、スカートをめくってショーツからはみでるお尻を撫でると、舞夜はぞわっと体を震わせ、柳に抱きつく力をゆるめた。

			「あん……もう……」

			「これから授業だよ。こんなことしてたら遅れちゃうよ」

			「いいのよ……だって、柳くん、こんなに……」

			舞夜の手が、柳の股間にあてがわれ、ズボンの上から形を確かめつつ這い回った。そんなことされるまでもなく、ガチガチだ。

			「したいのよね……これ、どうにかしないと、授業どころじゃないでしょう？」

			言いながら、舞夜は自分の胸を押しつけ、足を足に絡め、蛇のように柳に長い手足を巻きつけていく。

			「はぁ、はぁ……ほら、早く、出しちゃって……手伝うから……口でもおっぱいでも、どこ使ってもいいから……」

			「待って、舞夜、ちょっと待った……」

			柳が抗うと、舞夜はほっぺたをふくらませ、むくれた。

			「なによ。精液搾り取ってあげるって言ってるのに」

			「わかってるよ。僕だってしてほしいんだ」

			「じゃあ」

			「でも、ここじゃ、後でみんなが戻ってきた時に、においが残るだろ。それよりも、場所を変えて……ね」

			柳は笑みを浮かべて、お尻を撫でていた指先を、舞夜のショーツの内側へ滑りこませた。

			マジックで鍛えた巧みな指技で、熱く潤っている部分を刺激され、舞夜はたちまち溶けていく。

			「んっ、あっ、だめ……あ……」

			「場所を変えるよ」

			「は…………はい……」

			従順に、何でも言いなりになる『ペット』の目をして、舞夜はうなずいた。

			「でも、教室を出ると、君は普段の君に戻るよ。今あったことは何もおぼえていない君に戻る」

			柳は言って、うっとりしている舞夜の額をつついた。

			舞夜は少しだけきょとんとしたが、言われたことについては特に反応を示さない。

			そのまま二人、もつれあうようにして教室を出た。

			「どこでするの？　廊下でも……ああ、今すぐ、してほしいの……したい……柳くんと、えっち……」

			今にも柳を押し倒して本番を始めてしまいそうな勢いで、熱い吐息をしきりに漏らす舞夜の足が、教室と廊下の境目を踏み越えた。

			「…………」

			途端に、舞夜の様子ががらりと変化する。

			背筋が伸び表情に張りが戻り──柳がキーワードを口にする前の、真面目な優等生がそこに復活する。

			「あら……？」

			柳は、さりげなく舞夜から離れ、にこにこして見上げた。

			「浦河君？　教室移動よね？」

			「うん、そうだね」

			「遅れるわよ。急いだ方がいいわ」

			「ありがとう」

			舞夜は、それ以上柳と話すことはないとばかりに、普段どおり、長い脚を足早に動かして先へ行こうとした。

			柳はその後を追い──周囲に人の姿がなくなった瞬間を狙って。

			「フリーズ」

			舞夜にだけ聞こえるように、強いが小さな声をかけた。

			「…………」

			階段を前に、今にも足を持ち上げようとした姿勢のまま、舞夜はぴたりと停止した。

			目は見開いたまま、まばたきもしなくなる。

			「止まってる……ね」

			柳は舞夜のスカートをめくった。

			舞夜がつけているのは、サイドに結び目のある、いわゆる紐パンだ。なんともセクシーなそれの、結び目を手早くほどく。

			はらりと小さな布きれが外れると、ぷりんと、外人のように豊かに盛り上がる生尻があらわになった。

			「指を鳴らすと動き出すよ……はいっ」

			スカートを戻し、柳は指を鳴らした。

			「……ん？」

			一時停止していた映像をまた再生させたように、舞夜は足を持ち上げ階段を昇り始める。

			そこで、変な顔をした。

			「えっ!?」

			自分がノーパンであることに気がついたのだ。

			どこで脱いだのか、彼女にはまったく記憶がない。

			「どうしたの？」

			柳は、何も気づいていない風を装い声をかけた。

			「っ！　な、なんでもないわ！」

			舞夜は赤くなり、両脚をくっつけて内股になる。

			「どうしたの？　チャイム鳴るよ？」

			「え、ええ、わかっているわ……」

			舞夜はもじもじして、柳を先に行かせようとした。柳は元々舞夜より背が低い上に、階段の下にいるから、今の舞夜にとっては最悪の相手なのだ。

			「日高さん、具合でも悪いの？」

			「い、いいから、早く行きなさい！」

			「でも……」

			「いいから！」

			舞夜は本気で眉を逆立てた。これ以上柳が粘るようなら、逃げ出しそうだ。

			「それじゃ、指を鳴らすと、恥ずかしさが消えるよ」

			パチッ。

			柳が指を鳴らした途端に、舞夜の顔から険が取れ、大きくまばたきした。

			「あれ……？」

			「日高さん、おま○こ見せて」

			「ええ、いいわよ」

			真顔で言うと、舞夜は自分からスカートをめくり、縦型に息づく割れ目を見せつけた。

			先ほどのキスでの興奮がまだ残っていて、陰唇はふくらみ、クリトリスも勃起している。

			「それじゃ、行こうか」

			「ええ」

			スカートを戻すと、舞夜は何事もなかったように階段を昇っていった。

			柳はその後ろから、前かがみになり、舞夜のスカートの中を楽しくのぞきながらついていった。

			（人に見られたらまずいけど…………楽しくて、やめられないよ！）

			


			　　　　　　※

			


			「へへ、俺の彼女、すげえんだぜ。俺が言ったら何でもしてくれるの！」

			「な、何でもって、なんでもか？」

			ある日、声をひそめて女自慢をしているクラスメートの声が、柳の耳に入った。

			「ふふ……」

			柳はひそかにほくそ笑み、席を立った。

			コインを弾き、音を鳴らす。

			教室を出て、わざとゆっくり歩いて、階段を上がる。

			屋上手前の、階段室。誰もいないそこで振り向く。

			戸惑った顔の舞夜が立っていた。

			「図書室じゃないよ、ここ」

			「わかっているわ……ええ……でも……その……」

			どうしてここまで来てしまったのか自分自身が理解できず、困惑している。

			「じゃあ、せっかく来てくれたんだから、新作マジックを見せてあげる」

			「またコインの手品？　いいわよ、大体タネはわかってるし」

			「いやいや、今度のは違うんだ。フリーズ！」

			舞夜の眉間を指さし、魔法の言葉を告げる。

			「……っていうマジックだよ」

			停止した舞夜を前に、柳は細い目の目尻を垂れ下げた。

			「ああ……きれいだなあ……」

			何度見てもそう思う。背が高く、足が長く、スタイルよく、そして顔かたちが素晴らしい。

			「……時間は止まっている……だから、何も考えることができないまま、体が僕の言うとおりに動くよ──床に、座って」

			舞夜は、それまでの表情を保ったまま、自ら膝を折り、床に座りこむ姿勢になった。

			見開かれたままの目が、充血してきている。

			「五秒に一回、まばたきはできる」

			そう暗示を与えると、舞夜は時折まばたきするようになった。

			瞳に光はないままである。

			「口が開く。自然に、大きく、開く」

			これも、舞夜は表情を固めたまま、従った。

			隙間の空いた唇に、柳は指を入れ、軽くうごめかせた。

			刺激を得た舞夜の口内に、唾液がにじんでくる。

			指を抜いて少し待つと、唇が濡れ、よだれが一筋垂れ落ちた。

			「ようし……」

			胸の動悸が強い。柳は本能の命じるままに、口より下──胸元に目を落として、舞夜の制服の胸元をはだけた。

			ブラジャーに支えられた、白く、深い谷間がのぞく。

			「うわあ……」

			感動し、かつペニスが最大限に興奮した。

			それを柳は取り出した。

			汁をにじませる男性自身を、舞夜の顔の前に持っていっても、やはり舞夜は無反応で、よだれを垂らし虚ろな目をしたままでいる。
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			その開いた口の中に、柳は、勃起したペニスを差し入れていった。

			「んふぅっ！」

			漏れた声は、柳のものだ。

			柳は、異様な興奮に包まれていた。

			舞夜に意識はなく、何をされたか気がつくこともない。

			他の誰にも、こんなことはできない。自分の彼女に舐めさせることができるやつは沢山いるだろう。無理矢理にくわえさせるのも、あるいは積極的にしゃぶってもらうのも。

			でも、こんな風に、その相手も気づかないうちにしゃぶらせる、なんてのは誰にもできない。催眠術を使える自分だけ。

			人形となっている舞夜の唇の間に、怒張した肉棒が入りこんでいる。見下ろすその先に、胸の谷間も見えている。たまらなく卑猥な眺め。

			歯がちょっと当たるが、熱い口の中では、亀頭にぬるりと舌が触れ……。

			「お……おお……」

			柳は、息を乱しながら、ペニスをゆっくり動かし始めた。

			亀頭が頬を擦る。鈴口が舌を押す。抜け出るペニスが少しずつ唾液に濡れてゆく。

			「ん、ふっ……！」

			じくじく先走りがにじみ、サオには血管が浮く。

			腰を動かし、柳は舞夜の口を犯し続ける。

			根元まで押しこむわけにはいかないが、それなりに深い往復。

			胸の谷間が、上体を揺らされるのに合わせて左右にうねるように動いて、柳の視線を引きつける。

			舞夜の虚ろな瞳は、ここまでされてもなお動かない。

			着ているものをすべて脱がされ、大きく足を開いて横たえられ、深々と挿入されたとしてもこのままだろう。

			漏れるのは柳の、興奮の鼻息だけ。

			後は静かに、ぬめ、ぬめと、性器と唇がこすれ合うばかり。

			今、階段の下を、しきりに人が通っている。だが誰も気づかない。音もしない、ひそやかな催眠淫戯。

			「じゅぶ、じゅぶ、ぐちゅ、ぐちゅ、ぐちゅ」

			小さな音が鳴っている。自然とにじむ舞夜の唾液と、大量に漏れ出る柳の先走り。

			エラは擦れ、亀頭はぬめり、舌と上あごで強く刺激される。

			下卑た水音が鳴り続け、虚ろで美麗な唇の端から濁った粘汁が垂れる。

			「うあ、あっ、うっ、う……！」

			柳は、足の爪先から脳天まで、しびれつくしていた。

			射精感などとっくに押し寄せてきているが、歯を食いしばって耐えている。

			出したら舞夜に悪い、と殊勝に思っているから……というわけではない。

			この快感が終わってしまうのがいやだという、そっちの理由だ。

			「くうっ！」

			しかし、繰り返される刺激、こみあげる肉体の反応にはあらがいきれず……。

			どびゅっ！

			熱いものを、舞夜の口内にぶちまけてしまった。

			「くっ、ふ……う……あっ……！」

			脚をブルブル震わせながら、最後の一滴まで流れ出てゆく、その快感に酔いしれる。

			舞夜の口に、大量の白濁汁が充満し……。

			「君は、口の中のものを……飲む……」

			柳は、快感にぼうっとしたまま、そう指示した。

			舞夜の喉が動く。

			「ごくっ……ごく……んぐ……」

			ペニスが力を失い、舞夜の口からこぼれ出た。

			その後、さらに舞夜は無表情のまま喉を動かす。

			しかし、濃厚な精液は、すべてを飲みきることはできず──。

			唾液も混じった、どろっとした白濁汁が、口からあふれ、唇を汚し、したたり落ちた。

			「全部舐めよう。君は、この白く美味しい汁を全部舐め取る」

			柳が言うと、舞夜はまず自分の口回りを舐め回し、柳のペニスにうつろな目をしたまま口をつけて、柔らかくなった肉棒を隅々まで舌で綺麗にして──。

			それから、再び勃起したペニスから顔を離し、床に垂れ落ちた白濁汁を、這いつくばって舐め始める。

			開いた胸元から乳肉がはみだし、長い髪は床に垂れて、そして無表情のまま顔を床につけ舌を伸ばす舞夜の姿……。

			「ああ……」

			眼福。目の幸福。見ているだけで、柳は最大限に勃起し、射精こそしないもののそれに匹敵する強い快感を得た。

			僕にしかできないこと。僕だけの楽しみ。僕だけの舞夜……。

			舞夜の時間が動き出したのは、その後、水飲み場でうがいをし終えた瞬間だった。

			「あら……？」

			怪訝そうにはしたが、自分がこの十数分の間に何をしたのか、思い出すことはまったくなかった。

			その姿に、柳はさらに愉悦を得た。

			


			　　　　※

			


			放課後。

			柳は、いつものように、図書委員たちがみな帰っていくのを待ってから、誰もいない図書室に体を滑りこませた。

			「あら、浦河君。ごめんなさい、もう閉室時間なの」

			「うん、本が目当てじゃないから、いいんだ」

			実は彼がこの図書室に入りこんでくるのは二度目だが、舞夜は一度目の記憶がない。もちろん、そこで彼にコインを見せられたことも、それを見つめて意識が遠くなったことも。

			「実は、日高さんに、お願いしたいことがあって」

			「あら、なに？」

			「ほら、僕のマジック、ネタ切れでさ、新しいの試してみようと思っているんだけど」

			「へえ」

			舞夜は真剣にうなずく。当然だ。これは彼女にとって、初めて聞く話題なのだから。

			「コインマジックとは全然違うんだけど、マジック系ってことで、催眠術やってみようかって」

			「はあ？　催眠術？」

			舞夜は眉間を険しく寄せた。

			「お断りです。いかがわしい。そもそも催眠術なんて、みんな演技でやってるだけのイカサマでしょうに」

			「あー、まあ、そういう風に思われるのは仕方ないけどね、テレビやら何やらじゃ、そう見えるようにやってるから」

			柳はコインを取り出し、二枚を軽く打ち合わせた。

			チン。硬い音が鳴る。

			「一枚、脱いで」

			「…………」

			舞夜は、きつい顔をしたまま、ネクタイをほどいた。

			その動作にはためらいがなく、ほどいた後も険しい顔はそのままだ。

			柳はもう一度音を鳴らす。

			「もっと脱ごう」

			「まったく……何なのかしら」

			不機嫌な顔のまま、舞夜は制服の上を脱いだ。

			まるい肩、ブラジャーに支えられた見事な胸、すべらかな腹。姿勢がいいので余計なしわは一本たりとも現れていない。

			「それで？　私に、いかがわしい真似をしようって話よね」

			舞夜は、それまでの会話を普通に続けた。自分が男子の前で服を脱いでいる、ということを少しも異常と思っていない。

			自分が催眠術の支配下にあるということに、気づいていないのだ。

			そして、コインを鳴らして柳が言ったことには必ず従う。それは当然のこと、まったくおかしいと思わない。そういう催眠も、彼女の心にしっかり根を下ろしていた。

			「お断りです」

			「あれ、話も聞いてくれないの？」

			「聞くまでもありません」

			「催眠術について、誤解を解いておきたいんだけど」

			「他人を好き放題に操ろうだなんて、そんなのできるわけないし、やろうとする神経が理解できないし、実験台にされるのもごめんです」

			チン。コインを鳴らす音。

			「いやまあ、そりゃ、そんなことはできないけどさ──下も脱いで」

			「当然よ。自分の意志に反して何かをやらされるなんて、気持ち悪い」

			舞夜は、腰に手をやると、お尻を浮かせて、スカートを脱ぎ降ろした。

			両足を曲げて抜くと、両手できちんと折りたたむ。姉たちの衣服をよく整理させられる柳から見ても満点の手際だった。

			それを傍らに置くと、また柳に目を向ける。

			合わさったふとももの間で、ショーツが少し巻きこまれて、縦の筋ができていた。

			「じゃあ、もし、日高さんに催眠術かけさせて、なんて言ったら？」

			「ご自由にどうぞ。ただし私はやりたいこと他にあるから、時間の無駄遣いはする気はないけどね」

			「ありゃ……あ、ブラジャー外して」

			「はいはい。注文多いわね」

			音を鳴らすと、舞夜は背中に腕を回して、ホックを外した。

			カップがずれて、大きなふくらみが露わになって、ぶるんと揺れた。
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			「わあ……」

			「なに？」

			「いや、何でも……」

			「ニヤニヤしないで。あなたにとっても大事な話なんじゃないの？」

			「それはそうだけど、笑ってるようなのは元からの顔で」

			「それはごめんなさい」

			全然心がこもっていない声で言うと、舞夜は軽く肩をそびやかせた。

			おっぱいがそれにつれて動いて、ゆったり、重たげに揺れる。

			「そもそも、私に、催眠術なんかかからないと思うんだけど」

			「いや、まあ、とにかくやってみないと」

			「なに、私のこと、そんなに単純だと思ってるの？」

			「別にそんなことは。実際のところ、被暗示性が高い、つまり催眠術にかかりやすいっていうのは、イコール単純ってわけじゃなくて──」

			柳は舞夜の目をじっと見つめると、コインを鳴らした。

			「全部、脱いじゃおう」

			「いちいち話の腰を折らないでくれる？」

			舞夜はムッとして──脚を持ち上げて左右の靴下を脱ぐと、腰に手をやり、最後の一枚を、これも一切のためらいなく脱ぎ降ろした。
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			「う〜ん、最高！」

			「何のこと？」

			「催眠術っていいなあって」

			「つきあわないって言ったでしょ」

			突っぱねた舞夜が、ぶるっと身震いした。

			「寒いの？」

			「ちょっと、ひんやりしただけよ」

			「だよね、もう冬だもん」

			柳は舞夜に悪いと思い、暖めるために、まずコインを鳴らした。

			「腕組みして、乳首を指でいじって」

			「…………」

			舞夜は真顔で、腕を組み、指を伸ばして乳首に触れさせた。

			「んっ……」

			指はすぐに、小さく細かく動き始める。乳首がたちまち勃起する。

			「んっ……ん…………んっ……んっ！」

			快感に舞夜の目がうるみ、肌が少しずつ熱を帯びてゆく。

			「どうかした？　顔、赤いよ？」

			「気のせいっ、でしょうっ」

			くりくりくりくり……と、白いきれいな指が動いて、色鮮やかな乳首をいじり続ける。

			「ん、ふ、んっ、くっ……んっ、ん、ん、んっ！」

			「ねえ、どうしてもだめ？　催眠術、かかってみるの、面白いよ？」

			「ふっ、はっ、お、お断りしますっ！　期末テストの勉強ならまだしも、そんなの、き、興味、ないわっ！」

			「どうしても？」

			「どうしてもっ、ですっ！」

			舞夜は顔を赤らめながら、声を強めた。

			乳首からの快感は強く、肌は火照り、股間の割れ目もはっきり充血し、盛り上がってくる。

			「大体、やってみたところで、私じゃ、催眠術なんか、んっ、かからないんだから、面白み、ないでしょ……うっ！」

			「そうなんだ、かからないんだ」

			「当たり前です。あんないかがわしい、見るからにイカサマ、やらせっぽいものなんか──」

			「眠って」

			コインを鳴らして、柳は言った。

			「…………」

			乳首をいじっていた腕が落ち、表情が消えて、ぼうっとした状態になった。

			「そう、深く、深〜く、気持ちのいい催眠状態に入っていく……はい、もう何も考えられない……」

			完全に、舞夜は虚脱状態に陥り、腕をだらんとぶらさげ、肩が落ち首も力なく傾いた、体の芯が失われたような、だらしない立ち姿となった。

			（ふふっ、かからないって言ってたのにね）

			愉快な気分で、柳は暗示を投げかける。

			「頭の中は真っ白。僕の声だけが気持ちよく響く……今、自分がどこで何をしているのか、まったくわからない。気持ちよくて、どうでもいい。ただただ、幸せ。幸せなまま、君の体も、心も、すべて僕の言うとおりになるよ……それはとっても嬉しいこと」

			柳は素早く周囲を見回した。

			床に置いてある、舞夜の上履きに目を留め、ニンマリした。

			「次に目を覚ますと、君は自分の家にいる。学校から帰ってきた後。体中、やたらと汗でべたついて気持ち悪い。だからシャワーを浴びることにした。そう、目を覚ますと、君はシャワーを浴びるところ……指を鳴らすと、頭がはっきりするよ。ここは君の家、ここは君の家のお風呂場……ハイッ」

			パチッ。合図のスナップ音を響かせる。

			「ん……」

			舞夜はまばたきし、力なく左右に目を動かした。

			その目に見えているのは、図書室と柳ではなく、日高家の、浴室のはず。

			「はい、シャワーだよ。あったかーいお湯が出てくるよ……」

			舞夜の上履きを、手に握らせた。

			すると舞夜は、表情を変えずにそれを受け取り、しっかり持って……。

			「ふう……」

			心地よさそうに『浴び』はじめた。

			「はぁ…………ふぅぅぅ…………」

			みるみる、その口元に心地よさげな笑みが浮かぶ。

			薄暗い図書室の中で、全裸の舞夜は『シャワーヘッド』を、右に左に動かす。

			顔に浴び、首筋に浴びせ、腕にかけ、腕をあげて腋にあてがって、空いている手で軽くぬぐって。

			胸に……お腹に……軽く足をあげて、膝下にもシャワーを浴びせる。

			すべて幻覚。だが彼女の中では本当のこと。素肌に熱い湯を浴びている。熱と水流と、心地よさに頬がゆるむ。目尻がうっとり垂れ下がる。

			人に見られているとは思っていない。見せようとも思っていない。一人きりの時にする動作を、舞夜は当たり前のものとしてやり、柳の目を楽しませる。

			そのなめらかな肌を覆い、流れ落ちてゆくお湯が、たちのぼる湯気が、柳にも見えた。空気に満ちる湿り気も、柳の肌をしっとりさせた。

			「ん〜〜♪」
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			「…………」

			柳の息も熱くなり、体中が悩ましい感覚に支配された。

			舞夜が裸になった所、いやその前に、当然の顔をして服を脱ぎ始めた時点から、柳の股間は勃起しっぱなしで、もう我慢の限界だった。

			柳もまた、全裸になる。すらりとした舞夜に比べると可哀想な、丸っこく足の短い姿だが、股間のモノだけは極悪と言っていい太さと猛々しさだ。他人と比べたことがない柳は、自分のそれが恐ろしい凶器だということには気づいていない。

			「気持ちよくシャワーを浴びているはずなのに、後ろに人がいる！」

			舞夜に暗示を与えると同時に、柳は舞夜に抱きついた。

			「きゃああっ!?」

			「しーっ。『僕の舞夜』、静かに」

			「あ……」

			柳の恋人になる、という催眠導入のキーワードを言われて、舞夜は悲鳴を途中で止めた。

			しかし、いつものように、即座にトロトロにはならなかった。

			「ど、どうして……なんで、柳君がここに!?」

			「舞夜に会いたくて、忍びこんだんだ」

			「そんな！　むちゃくちゃよ！」

			「シッ、ばれる！　静かに！」

			「うう……」

			「声出したらだめだよ。家の人に、こんな所見られたら大変だろ？」

			「それは……」

			舞夜は泣きそうな顔をして、唇を引き結んだ。

			舞夜の家庭環境については、これまでの間に、催眠の練習も兼ねて聞き出している。両親と祖母、兄、妹の六人家族。両親はかなり厳格な教育方針を取っており、子供たちがいけないことをすれば、容赦なく叱責してくるそうだ。

			したがって、舞夜は、こんなことをしていると両親にばれることを、非常に恐れている。

			柳は遠慮なくその裸身をいじり回した。

			抱きついただけでも、射精しそうだ。腰を撫で尻を撫で、ふとももに手を這わせ内腿をくすぐり、割れ目に巧みな指愛撫を加え始める。

			「んっ、やっ……だめ……」

			消え入りそうな声で言う舞夜のそこは、最初こそ閉じていたが、『恋人』からの、何度も経験している最高の刺激を受けて、みるみるほころび、口を開き、熱い汁をにじませ始めた。

			「声を出したら大変だ。だから、声は出ない。声が出ない方が、快感が体の中にたまって、いつもよりずっと感じる」

			暗示を与えつつ、柳はさらに舞夜の胸にも手を這わせた。

			指の間に乳首をはさむと、舞夜の長身が反り返って震える。

			「…………！」

			舞夜の顔が歪み、こらえきれない愉悦の悲鳴が長々と響く──はずだが、その開いた口からは、強い吐息しか漏れ出なかった。

			「そう声は出ない。声が出ない方が気持ちいいから、声は出せない……」

			柳はささやきながら、さらに体を押しつけ、股間のもので太ももを擦った。

			おっぱいを揉みしだき、股間をいじり、舞夜の全身に快感を送りこむ。

			柳自身も、素肌の感触からたまらない快感を得ている。ペニスは血管を浮かせ、にじんだ汁が舞夜のふとももにぬめる線を描く。

			「フーッ、フーッ、フッ、フッ、フゥーッ！」

			舞夜は鼻息を漏らし喘鳴を漏らし、激しく首を振りたくる。快感が体の中に渦巻いて、どこもかしこも燃えるように熱くなり、震えと汗が止まらない。

			目はしきりにさまよい、いつもの理知的な光は消えていた。『自宅』に彼氏が現れた驚き、家族にばれることへの恐怖、その裏返しの背徳感。初めて味わう強い感情の渦に翻弄されている。

			「さあ、いくよ……」

			我慢の限界を迎えて、柳は舞夜の腰をがっしりつかんだ。

			「フッ、ハッ、ハッ……！」

			いよいよ来る、熱いものが入ってくるという期待感に、舞夜はそれまで以上に肌を熱くし、呼吸を乱す。

			しかし、舞夜の方が足がずっと長く、腰も高いので、そのままでは挿入できない。

			柳は後ろから手をさしいれ、舞夜のその部分に軽く指を差し入れた。

			「…………！」

			すぐ指の股までぐしょ濡れになる。きゅうっと締めつけてくる。柳は指を動かし、入り口付近や陰唇、クリトリスなどを巧みにいじり回す。コインマジックの練習で鍛えに鍛えた指は、普通の人間よりずっと巧みに舞夜の秘部で動き回り、強い快感をもたらした。

			「ンッ、ン、フゥッ、ハッ、ハフッ……！」

			舞夜の長い脚がガクガク揺れて、膝が曲がり、お尻が落ちた。

			倒れそうになった舞夜は、目の前にあったカウンターにすがりつく。恐らく意識の中では浴槽の縁につかまったイメージだろう。

			突き出されたお尻が、ちょうどいい高さになった。

			尻たぶの間に、後ろの穴が丸見えだ。

			日高舞夜の肛門。憧れの美少女、高嶺の花の、汚い穴、排泄口……。

			見てはならないものを見ている背徳感に痺れつつ、柳は待ち受ける穴にペニスをあてがった。

			「ンンッ！」

			舞夜が息をのみ、動きを止める。全神経をそこに集中させた状態。

			舞夜のそこは、充血しきって、先端を触れさせただけで口を開け、本気汁をあふれさせてくる。

			「いくよ、舞夜……すごいよ…………ほらっ！」

			  ふくれあがった亀頭が、入り口を割り開いてめりこんでいった。

			「ヒィィィ！」

			膣襞に太く硬いものが侵入してくると、舞夜は、食いしばった歯の間から、笛のような音を漏らした。

			ふとももが強く震え、ペニスがきつく締めつけられる。痛みはなく、ほぐれきっているが、穴は限界まで広げられ、舞夜も柳も、強烈な快感に鳥肌を立て、細かく全身を震わせる。

			柳はさらに入りこむ。

			「フオォォ……オォ……ハッ、ハッ、ハフゥッ……！」
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熱い息を舞夜はしきりに漏らす。目が濁り、裸身にびっしり汗が浮く。

			柳もそれは同じ。亀頭が強く擦れ、サオは熱く締めつけられ、心臓が爆発しそうになって、汗がぷつぷつ噴き出てくる。

			たまらず、細い腰に指を食いこませて、柳は往復し始めた。

			「フッ、フッ、ハッ、ハッ、ハフッ！」

			舞夜が狂おしく喘鳴を漏らし、柳もまた息を荒げる。

			亀頭が、エラが、サオが、あらゆる部分が気持ちいい。

			往復し、擦れるペニスだけはもちろん、奥まで入りこんだ時に下腹に触れる舞夜の尻肉が、これもたとえようもなく気持ちいい。

			夢中になって柳は腰を動かす。汚らしい、グヂュグヂュいう水音が響く。膨満しきったペニスが膣をみっちり押し広げたので、隙間がなくなり、漏れる際に異音を立てるのだ。

			「ふぅ、ふっ、ふっ、あっ、あっ！」

			自然と声が出る。柳はさらに腰を振る。止められない。今、人に見つかり踏みこまれても、射精するまで止まれない。気持ちよすぎる。

			「フッ、ヒッ、ヒッ、ヒィッ！」

			舞夜は、声を出せないまま、しゃくりあげる泣き声をしきりに漏らした。

			その尻に柳は腰をぶつける。ひんやりしたヒップと腰がぶつかり音が鳴る。小さな音だが耳に強烈に響く。それが連続する。何度も何度も、次第に強く。パンパンパンパン。

			「ハッ、ハッ、ハッ、ハッ、ハッ、ハッ、ハッ、ハッ」

			舞夜は激しい呼吸音を漏らしながら、柳に合わせて体をくねらせる。膝を動かし腰を揺すり、自分からもお尻をぶつけてくる。そうしている自覚があるのかどうか、カウンターをつかむ手の甲には筋が浮き、腕や背中も強く張り詰めている。背中を流れていた髪が、汗で張りつき、幾筋もの流線を描いている。

			くねる背中、その中央の背筋を、柳は指でなぞった。

			「ホォォォォァァァァァ……！」

			舞夜の首が跳ね上がり、遠吠えのように息を噴き出す。びっしり鳥肌が浮き、柳のモノがそれまで以上にねっとり包みこまれた。

			柳もぞくぞくし、熱い感覚がこみ上げてきて、夢中になって腰をぶつける。

			熱い穴を往復し、二人の激しい息づかいが暗い室内に響き──。

			「ん、ん、んっ！」

			柳が限界を迎えた。

			最大限に張り詰めたペニスが、猛烈に舞夜の膣を貫く。

			ずどんずどんと、脳天まで貫かれるような挿入感と膣口回りからの快感に、舞夜もまた、体の奥底からの激烈な絶頂に襲われた。

			「ヒッ！」

			カウンターに爪を立て、全身をガチガチに硬直させて震える。声が出せるなら絶叫していただろう巨大なオーガズム。

			そこへ、柳が、熱いものを炸裂させた。

			「くうっ！　ふっ、ぐっ！」

			快美感にうめきながら、舞夜の尻に腰を押しつけ、熱汁を大量にぶちまける。

			「〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜!!」

			舞夜は、耐えられる限界を超えた。

			白目をむいて痙攣し、長い脚が大きく揺れ動く。

			そして、柳の放出と一緒に、びくっ、びくっと尻を震わせながら、全身の力を失って、ずるずる崩れ落ちていった。

			「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……」

			柳も、舞夜の腰にしがみついたまま、一緒になって床にへたりこんでゆく。

			全身溶けてゆくような恍惚感。頭の中が真っ白。ただただ幸せなだけ。

			そのまましばらく、二人して、荒い呼吸だけを繰り返していた。

			「……最高に気持ちよくなったから、もう、ここから先は、声が出るようになる……」

			先に自分を取り戻した柳が、舞夜の喉をなでた。

			「……あ……あ〜……」

			舞夜が、まだぼうっとしたまま、濁声でうめいた。

			体を起こすが、その動きは重たげで、まだ全身が快感に痺れている様子。

			「キスして」

			「ん……」

			柳が求めると、舞夜の方から唇を軽く重ねてきた。

			柳はその熱い裸身を抱きしめる。

			舞夜はしばらくうっとりしていたが、ややあって、

			「ど…………どうするのよ……こんな……こんなことして……」

			涙目で、恨みがましく柳をにらんだ。

			「どうやって外に出るつもり？　見つかったら……！」

			「ああ、そうか……ごめん、そうだったね」

			舞夜はまだ、自分の家の浴室にいるつもりなのだ。

			「じゃあ、僕はこのまま、消えるよ」

			「消える？　どうやって」

			「マジシャンだから。ほら僕の目を見て」

			「？」

			怪訝そうに、舞夜は柳の言うとおりにした。

			「僕の、この細い目。この目を見たら、はいもう目が離せない。じいっと見る。見ていると、君の心が、どんどん僕に吸いこまれていくよ……吸いこまれて、頭の中が真っ白になっていて、ほらもう何にもわからない……」

			「あ…………」

			舞夜の目が焦点を失い、表情も消えた。

			力の抜けた体を、柳はそっと床に横たえる。

			「そう、君は完全に催眠状態になる。３、２、１、ゼロ。頭の中は空っぽ。僕の声だけが気持ちよく響く……」

			柳は後始末に取りかかった。

			「これから君は目を覚ます。でも起きるのは体と、心の表面だけ。本当の君は、まだずっと、気持ちいい世界で、深く眠ったまま。

			君は図書室で目を開け、起き上がり、服を着ることができる。学校から家までいつもしているように歩いて、帰ることができる。家でも普段通りに振る舞うことができる。でも本当はずっと眠ったまま。

			家で、お風呂に入る。するとものすごくエッチな気持ちになって、自分で自分の体をいじってしまう。すごく気持ちいいオナニーができる。オナニーして、イッちゃうと、そこで本当の君は目を覚ますことができる……。

			目を覚ました時は、最高に幸せ。身も心も満ち足りて、力に満ちあふれているよ」

			そういう暗示で、自宅浴室で柳とＨした、という記憶と現実とをつなぎ合わせた。

			「さあ、目を覚まそう。５つで、目を開けて、動き出すことができるよ。１つ、２つ、３つ……どんどん体に力が戻ってくる。本当の君はまだ眠っているけど、体は動くし、しゃべることも、受け答えも、普段通りにできるよ……４つ、次で完全に目が覚める、５つ、ハイッ！」

			指を鳴らして合図すると、舞夜のまぶたが開いた。

			「ん……」

			裸の舞夜は、ゆっくりと身を起こした。

			「服を着よう」

			「ん」

			少しぼんやりしているが、見た感じは、普段の日高舞夜と変わらない。

			舞夜はショーツに足を通し、靴下をはき、ブラジャーをつけた。

			羞恥の気配はなく、柳の存在にすら気がついていないような、淡々とした動作だ。

			制服を元通りに着直すと、今度は図書室を見回り始めた。図書委員の仕事。何も知らなければ、真面目にやっているように見える。しかし舞夜の目は体の正面からほとんど動かない。室内が暗いままなのを気にしていないのもどこか異様だ。

			「閉めます。退室してください」

			抑揚の乏しい声で柳に言うと、舞夜は後から図書室を出て、鍵をかけた。

			そのまま、一緒に下校してゆく。

			やはり舞夜はほとんど視線を動かさず、歩幅もずっと一定だ。

			「すごいな、こうなるんだ……」

			柳のつぶやきにももちろん無反応。

			念のため、柳は舞夜の家までついていった。庭の広い家が並ぶ、高級とまではいかないまでもそれなりに雰囲気のいい住宅街の一画。駐車場には高級車が鎮座していた。

			「それじゃ、また明日。何かあったらメールでも電話でも」

			「はい。それじゃあまた明日」

			これも抑揚なく言うと、舞夜は振り向きもせず玄関に消えていった。

			──自宅に戻ったところで、携帯が鳴った。

			『や、柳くん！』

			「はいはい、柳ですが」

			『今どこ!?』

			「家だけど。戻ってきたよ」

			『戻るって！　どうやって!?』

			「マジシャンだから。どうやったかは秘密。それより、楽しかったよ。最高だった、僕の舞夜」

			『そっ！　それはっ！　馬鹿っ！』

			通話は一方的に打ち切られた。

			「ぷっ……あはははは！」

			柳は、狭い自室で笑い転げた。

			暗示通りに、帰宅してシャワーを浴び、オナニーしたところで、催眠から覚めたのだろう。

			本当の自分の家の浴室で、柳が現れ激しいセックスをして、また消えた。それが今の舞夜の現実。

			舞夜の慌てた声、裏返った響き。顔が見えないのが本当に残念だった。

			「あー！　どうしよう！」

			柳は笑いつつ、頭をかかえ、さらに転がった。

			舞夜が好きだ。セックスが気持ちいいのはもちろんだけど、自分の催眠にかかってくれて、こんなに色々なものを見せてくれる彼女のことが、好きで好きで、大好きで、どうしようもない。好きすぎてじっとしていられない。

			姉たちが様子を見に来ても、まだ柳は転がり続けていた。
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			「どう？」

			「ちょっと待って、今最後の問い一〇………………できた！」

			図書室である。

			柳と舞夜は並んで座り、問題集に挑戦していた。

			もっとも、元々の学力差が圧倒的なので、もっぱら柳が教わるばかりである。

			「採点お願いします、日高先生！」

			「クラスメートよ。どれ……」

			周囲の生徒が、柳と舞夜を見て、ひそひそ言い交わしている。

			「なんで!?」

			図書委員たちも同じ。特に、舞夜にあこがれていた下級生が、すごい目をしている。

			「失礼するわ……あら」

			担任の、鵡川流衣が姿を見せた。

			「あなたたち、やっぱり、そういう関係だったの？」

			「いいえ、残念ながら」

			と涼しい顔で答えたのは、舞夜の方だ。

			「うちの親が厳しいことは知っていますよね」

			「ええ……でも、それに十分以上に応えているあなたも、立派よ」

			「見下されるのは大嫌いですから。でも……最近、私がずっと一位なので、言うことなくて困ったんでしょう、新しい課題を言いつけてきまして」

			「新しい課題？」

			「自分が優秀なだけではいけない、本当に優秀な者は他人を引っ張り上げることができる。それができるかどうか、教えた相手の成績を上げることで証明してみせろ」

			「それは……」

			流衣は、舞夜と柳を見比べた。

			そして、何かを納得したようにうなずく。

			「先生……僕を見て、失礼なこと考えてません？」

			「いえ、何も」

			男子誰もがあこがれる美人教師は、舞夜に負けずにしれっとして答えた。

			「本当に？　この子なら大丈夫か、って聞こえた気がしたんですけど」

			「気のせいじゃない？」

			「男子が相手ということで、色々言われてしまうのは仕方ないことですけど」

			舞夜は、赤い丸をひとつ、柳が提出した問題集に書きこんだ。

			「残念ながら、周囲のみなさんが想像されるようなことはありませんので、ご心配なく」

			「そうね、信頼しているわ。期末試験、頑張ってね。テスト問題は気合い入れて作るわよ」

			「お手柔らかに」

			美女と美少女は、相手を認めている不敵な笑みを浮かべ──柳は完全に蚊帳の外に置かれた。

			そのまま流衣は、自分の探す資料を求めて書棚に向かい……。

			舞夜は、採点作業を続けた。

			「問い三、正解。問い四、正解……」

			紙面に赤丸が増えてゆく。

			それと共に、舞夜の肌にだんだん赤みがさしてきたことに気づいているのは、柳だけだ。

			『柳が正解すると性的に興奮し、全問正解で最高の幸せが来る』という暗示を事前に施した、彼だけ。

			赤い丸をひとつ書くたびに、舞夜の体内に妖しいうずきが生まれ、制服の下、ブラジャーの中で乳首に切ない痺れがはしる。丸が続くと痺れは股間に響いて、膣口がじんじんうずいてくる。

			「問い七、正解……ん……」

			赤丸が乱れた。

			「問い八………………」

			舞夜の眉がひそめられた。

			指先が震え、赤い線が、×マークを紙に記した。

			「間違い」

			「え〜」

			「間違ってます。この場合の前置詞はｔｏじゃなくｆｏｒですよ」

			「なんで？」

			「そういうものです。違う言葉なんだから、理屈じゃないの」

			「なんか、日高さん、怖い」

			「それなら次は、ちゃんと全問正解しなさい」

			次の問題集が差し出された。一〇問セットの小テスト。様々な参考書からコピーした大量のそれを、舞夜は準備している。

			「は、はい……でも、僕にかまってて、日高さんは大丈夫なの？」

			「ご心配なく」

			平然と言う舞夜は、これまでの連続学年一位すらも余技にすぎないという、圧倒的な自信のオーラをその身にまとっていた。

			「いいから、早くこれをやりなさい。私が教えている以上、できない、わからないという言い訳は許しません」

			目には、青白い炎が燃えている。最も温度の高い状態。冷え冷えとして見える、灼熱の感情。間違えるのは許さない、と無言のうちに告げている。

			「え、ええと……それじゃ、やるから……」

			「ええ、がんばって」

			促す声音も、青白い炎に縁取られているかのようだった。

			柳はひたすら問題を解く。

			解き終えると、舞夜がひったくるようにして用紙を手元に持ってゆく。

			「正解、正解、正解……」

			赤ペンで丸を書きこんでゆくと、目が輝き、鼻孔が開き、息が荒くなってゆく。

			「正解、正解、正解、正解……問い八…………×……くっ」

			柳を見る目は、親の仇を見るそれのよう。

			「次！」

			「は、はいっ！」

			柳は、意図的に間違えたわけではない。彼だって舞夜に感じて、イッてほしい。しかし彼の学力がそれを拒む。だからこそもどかしく、真剣に問題に向かい、そしてそれでもなお間違えてしまう。

			「どうして!?」

			舞夜の目は、ほとんど殺人者のそれだった。柳の首を絞めたいという欲求を、紙一重のところでこらえているかのような。

			「どうして、これがわからないの!?」

			「そ、そう言われても……」

			「解法のパターンは説明しました。理論ではなく、とにかくそういうものとして暗記するしかない不規則変化動詞についても説明しました。あとは何が必要!?」

			「がんばります！」

			「それはいいですから、まずこの必須パターンを暗記しなさい。とにかく頭に入れるしかない、というものは残念ながらかなりの数があって、これはそのひとつです。おぼえなさい。必ずおぼえて、全問正解しなさい！　できるまで今日は帰しませんからね！」

			「は、はいっ！」

			恐ろしい目つきと容赦ないスパルタぶりに、柳に向けられていたやっかみの視線は、同情へと変わっていった。

			そして、それでもなお、なかなか柳は全問正解できなかった。

			冬の陽は落ち、窓の外は真っ暗になる。

			「問い一〇……×…………ぐっ……わざとやってるの、あなた？」

			「いやいやいやいや、全然！　全力だよ！」

			「じゃあなんで間違えるの！」

			「仕方ないよ！」

			「ふざけないで！」

			「ふざけてません！」

			柳は情けなさに泣きたくなった。コインマジック以外に特技がない自分を心からみっともなく思った。催眠で舞夜をもてあそぶことはできても、自分の学力が上がるわけではないし、自分自身が優秀になるわけでもないのだった。

			「あ、あの、日高さん……閉室時間みたいだけど……」

			「あなたが、おぼえるべきものをおぼえることができたなら、帰りましょう」

			舞夜のペンが、紙面に×マークを色濃く記した。その目が青白く燃え上がった。

			「ひぃぃ……！」

			誰もいない図書室で、スパルタ教育はさらに続いた。

			とはいえ、女の子に叱られるのは柳にとっては日常茶飯事なので、心底から苦痛というわけでもなかった。

			「○、○、○、○、○……」

			舞夜の手が動き、赤丸をつけてゆく。

			奇跡は、意図したわけではなく、最高の瞬間に訪れた。

			「○……○っ！」

			最後の一問に、丸がついた。全問正解だ。

			「やった!?」

			「ええ！」

			舞夜の表情が輝き……。

			「ああ……！」

			恍惚として。

			自分の体を抱き、歓喜に震え始める。

			「あ、あ、ああああっ！」

			強く目を閉じ、びくっ、びく、びく、びくっと、何度も何度も痙攣する。

			それは、何度も舞夜を絶頂させた柳も見たことがないほど、深いエクスタシーで……。

			「は…………あ…………ああ…………」

			両足を投げ出し、腕を落とし、ぐったりしたまま動かなくなる。

			これ以上ない至福の境地。

			「やったよ、できた……ありがとう、『僕の舞夜』」

			そこで柳はキーワードを投げかけた。

			「あ…………柳……くん…………」

			恍惚としたまま、舞夜はそう返してきて、催眠が発動したことがわかる。

			「舞夜のおかげだ。ありがとう」

			「ん…………」

			とろとろの顔をしたまま、舞夜が体を起こした。

			「ごほうび……あげるね……」

			舞夜の方から、とろけた体を預け、押しつけてきた。

			まずは、濃厚なキス。

			唇を重ね舌を絡め、音を立てながら、舞夜の手が柳の股間に這う。

			「んふ……」

			舞夜は唇を離すと、髪を後ろへやり体を傾け──完全に上体を折り曲げて、隣に座る柳の股間に顔を埋めた。

			「うわ……！」

			ペニスが取り出される。舞夜のようにずっと発情していたわけではないが、キスだけでガチガチに勃起しており、指でもてあそばれるとすぐさま先走りをにじませた。

			「ご・ほ・う・び」

			悪戯っぽい声に続いて、熱い感覚がペニスを包みこんだ。

			「お……おお…………！」

			柳はうめき、快美感に打ち震える。

			唇がサオを包み、舌が亀頭を這い回る。

			舞夜の頭が小さく上下し、ぬぷぬぷ淫らな音が鳴る。

			「うああっ！」

			こらえることもできず、柳はあっという間に熱いものを放出していた。

			「んぐ、ん、んっ、んぐ」

			舞夜はそれをすべて口で受け取り、音を立てて喉を動かす。吸われて柳はさらにうめき、悶え、泣き声すらあげた。

			「んくっ……じゅる……ごく……」

			舞夜は満足そうに顔をあげた。

			一方の柳は、魂を抜かれたように、放心している。

			精液の一滴も残ることなく、舞夜の唾液で磨き上げられたようになっている柳のペニスは、濃厚な後処理のせいで、出したばかりだというのに硬さを保っていた。

			「ふふ、それじゃ……もうちょっと、ごほうび……」

			舞夜が、自分からスカートの中に手を入れ、ショーツを脱ぎおろした。

			そして、大きく足を開いて、柳の腰にまたがってくる。

			熱いものが、熱い穴にとらえられ、飲みこまれた。

			「ああ……」

			「んっ、入って……きたぁ……！」

			二人そろって快感に酔いしれ、身悶えた。

			（最高だ……）

			自分に抱きついて腰を動かす舞夜、その熱い体を抱きしめながら、柳は心からそう思う。

			催眠術のおかげで、こんな美人と、こんな素敵な関係になれた。

			「んっ、出るよっ、舞夜っ！」

			「あっ、いくっ、来てっ、柳くんっ！」

			二人の熱い声が重なり、きゅううっとペニスは締めつけられ、頂点をきわめて震える体に柳は熱いものを打ちこんだ。

			


			──満足しきって、重たく痺れた体を離す。

			「また、遅く……なっちゃったね……」

			「大丈夫よ、勉強してたのは事実だし……期末も近いし……」

			「勉強って、いいよね」

			「ええ」

			汗を拭き股間をぬぐい、服を整え帰り支度をする。

			「それにしても……」

			机の上の、満点を取れなかった問題集の山を舞夜は見回した。

			「…………」

			その瞳に、これまでなかった光が宿る。

			「ねえ……柳くん」

			どこか乾いた声で、舞夜は言った。

			「なに？」

			「私たち……いつから、こういう関係になったんだっけ？」

			「え？」

			柳はきょとんとし──そして、血の気が引いた。

			「柳くんと、こういうことするのがいやってわけじゃないのよ。すごく気持ちいいし、大好きだし。

			でも、思い出せないのよね。きっかけって、何だったっけ？」

			舞夜は、赤の×印を指でなぞった。

			「なんで、私……柳くんのこと、好きになったんだろ……？」

			柳の額に、冷たい汗が噴き出てきた。

			


			舞夜は、深く柳の催眠にかかっている。キーワードでも、コインを見せることでも、簡単に表層意識が麻痺して、柳の暗示を何でも受け入れる操り人形状態になる。

			──そう、『状態』だ。

			今の舞夜は、操り人形『状態』。

			本当の操り人形になったわけではない。

			柳がそう言えば、服を脱ぎ、体を開き、柳のモノを求めて、喜んでセックスをする。

			でも……それはすべて、彼女の意志によるもの。

			彼女自身が、『柳の言うとおりにする』ということを受け入れているからこそ、柳の言うとおりの行動をする。

			柳が支配しているように見えるが、実のところ、主導権は舞夜が握ったまま。舞夜がいやだと思うなら今でも醒めてしまう。それが催眠術というものなのだ。舞夜が自由自在に操られているように見えるのは、舞夜が拒まないように柳が気を配っているからで、舞夜が本当に拒否することは、やはりさせられないのである。

			舞夜の本心そのものは変わっていない。

			そして、その本心というのは……。

			×印をなぞる手の動きと、見下ろす目で、柳はそれを察した。

			他人の心情を読むことには長けている彼だからこそ、わかってしまった。

			舞夜は、頭の悪い相手が、好きではない。

			催眠がなければ、彼女は──決して柳を好きにはなってくれない。

			確かに柳とセックスはした。強烈に感じ、イキまくりもした。

			それは大きな要因ではあるが、絶対ではない。この世には別れる男女も離婚する夫婦も沢山いる。肉体関係があったとしても、相手がいやになれば別れるのだ。

			だから──同じように、舞夜が柳をいやになり、催眠から覚める可能性は、ある。

			これから先、恋人としてつきあっていったとしても、舞夜の期待に添えないままだと、そうなる。

			舞い上がっていた柳に突きつけられた、容赦ない現実。

			──柳は気がついた。どうして自分が、舞夜と恋人関係になったと周囲に明かさず、隠したままでいるのか。

			催眠術を使ったから、というのがばれるのが怖いのはもちろんだが──。

			周囲に知られた場合に、確実に寄せられるやっかみ、攻撃から、身を守れる自信がなく……。

			それ以上に、柳から舞夜を奪おうとして集まってくるだろう他の男たちに、勝てる自信がないからだった。

			背が低く勉強も運動も特にできず、愛敬と芸を売ってどうにか認めてもらえているだけの柳には、舞夜をつなぎとめられる要因がない。現に今ですら、もう舞夜は柳に不満を示し始めている。

			でも、柳は──もう、舞夜なしではいられない。

			セックスも、支配する愉悦ももちろんだが、それ以上に。

			もっと笑顔を見たい。おしゃべりしたい。

			一緒にいて、体に触れあったり、お互いの話をしたり、勉強したり。

			彼女と、同じ時間を過ごし、同じ経験を重ねたい……！

			催眠術をきっかけに、話して、会って、めくるめく経験を沢山することができた。

			これを失うなんて、耐えられない。

			それなら……。

			（……やってやる）

			柳はそう決意した。

			体格も頭脳も容姿も人並み以下の自分にある、唯一の武器が催眠術だというのなら、それをもっともっと使ってやる。

			催眠が解ければ元通り？

			じゃあ、解かなければいい。

			舞夜が催眠から覚めたくないと思うくらい、幸せにしてあげればいい！

			


			　　　　※

			


			期末試験が間近に迫り、あらゆる部活動が休みになった。

			放課後、柳は舞夜を多目的室へ連れこんだ。

			普通教室の倍はある、広い部屋である。防音壁が張り巡らされ、照明や音響装置もあって、小舞台を演じることも可能。実際、演劇部、ダンス部、軽音楽部などが持ち回りで使用している。雨天の時は体育館に入りきらない運動部員がトレーニングに使うこともある。

			そこも今は、がらんとしていた。

			「さあ、舞夜、勉強をしよう」

			舞夜の目の前でコインを揺らしながら、柳は語りかけた。

			「とても大事な科目……セックスの勉強だ」

			「セックスの……勉強……」

			いつものように、たちまち催眠状態に入りこんだ舞夜は、柳が言うことを抑揚のない声で繰り返す。

			「そうだよ。これも君はもちろんいい点を取れる。でも何もしないで良い点は取れない。だから勉強しよう。僕と一緒に」

			「一緒に……勉強……」

			「３つ数えると、君は僕とセックスの勉強を始める。どういう風にすると気持ちよくなるのか、どこが感じるのか、ひとつひとつ教え合って、最高の状態までいってみよう。一度だけじゃなく、何回も繰り返し練習しよう。さあ始めるよ、ワン、ツー、スリー！」

			柳はカウントすると、コインを指の間から消滅させた。

			舞夜は大きくまばたきし──。

			「んふ……それじゃ……セックス……しましょう」

			嬉しそうに、淫らに、微笑を浮かべると……スカートの裾を、自分からそろそろと持ち上げ、真っ白なふとももを見せつけた。

			柳も、舞夜に近づいていって、お互いの体に手をかける。

			まさぐり合い、服をはだけ、あるいはまだ着たままその下に手を入れ……。

			「ん……そこ、いい……おっぱい、包みこむようにして……ん……はぁん……」

			体と体を触れあわせ、擦り合わせ、肌を重ねて、うごめく。

			やがて柳は舞夜に入りこみ、舞夜も両足を柳に絡めて悶える。

			柳が動き、舞夜が応える。快感の声を上げつつ、どこがいいのか教え合い、キスをし、体をなで回し、腰を動かし、性器と性器をこすり合わせる。防音がしっかりしている部屋なので、遠慮なく声を上げられる。

			「はあっ、あっ、はんっ、んっ、あっ、そ、そこ、それ、あっ、あっ、あっ！」

			舞夜の声が高まり、突き抜けて、足の指がぴんと張り詰めた。

			快感に舞夜は酔いしれ、全身の力を抜く。

			そこへ、柳が暗示をかけた。

			「そのまま、目を閉じて……深いところに入っていこう。すごーく深く、今までで一番深い眠りに入っていくよ……５、４、３、２、１……ゼロ」

			イッた後の恍惚感と催眠誘導を合わせて、舞夜を最も深い催眠状態へ導いていく。

			「……さて……」

			柳は一度起き上がった。

			全裸で、目を閉じて横たわる舞夜を見下ろす。

			頭の下に、折りたたんだ制服を置いて、枕にした。

			両腕は体の横に開かせた。

			脚も、大きく開く。

			「ああ……きれいで、やらしい……こんな下品な格好でも、君は綺麗だよ、舞夜……」

			柳はつぶやき、尊いものを見る目でその体を見回した。

			陰唇がぱっくり開いて、膣口が丸見え。

			上向きになったおっぱいの頂きでは、乳輪ごと盛り上がった乳首が、ゆるやかな呼吸に合わせて、静かにゆらめいている。

			うっすら目は開いているが、意識は完全に眠りについており、眼球はあらぬ方向を向いている。

			「舞夜……君の心の、一番深い部分に話しかけるよ……目は覚めないまま、僕の声だけが響く。聞こえたら、右手が、ぴくっと動くよ……」

			額に指をあて、トン、トンと一定のリズムで軽く叩きながら、話しかける。
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			少しの間、反応はなかったが──やがて、右手が動いた。

			「君は今、すごく気持ちいいエッチの後、幸せいっぱいに眠っている……まだ、眠ったままでいられる。幸せに眠ったまま、僕の声だけが聞こえてくる……。

			この状態で聞く僕の言葉は、すべて、そのまま、心に入ってくるよ……どれだけ沢山の言葉でも、すべて入ってきて、君の心、そのものになるよ……」

			トン、トンと叩く指の動きは、そのまま続ける。

			単調な刺激は催眠状態の基礎。

			一言一言を、指の動きと共に、舞夜の脳髄に埋めこむイメージを持ちつつ、語りかける。

			「君にこれから、とてもとても大事なことを教えるよ……とても大事で、気持ちいいこと……」

			まずは──じっくりと、この後のための暗示を植えつける。

			「君は……………………………………………………………………………………………………………………………………」

			柳は話す、この後の舞夜に起こることを、この後舞夜がそうなるという決定事項を、絶対変えられない真実を。

			全身を駆け巡る黒い炎に後押しされ、延々と言葉を紡ぎ、舞夜の精神を作り変える下準備を、入念に擦りこんでゆく。

			「そう、君はこの後…………僕が………………すると………………必ず………………になる……」

			大きな仕掛けを、ふたつ。

			「さあ、わかったね……これは本当のことだよ……心に深く深く入っていく……わかったら、右手が動くよ……」

			ほとんど時間をおかずに、舞夜の右手が、またぴくっとなった。

			柳は一息入れて、首を回した。

			「……さて」

			舞夜の、何から何まで素晴らしい裸身を、あらためて見回した。

			柳が言えば、四つんばいになってお尻を差し出し、あるいは這い寄ってきてち○ぽをしゃぶる、操り人形。

			その感情も、柳を好きになったり、あるいは嫌いになったり、喜怒哀楽を自由自在に操れる。

			でも、魂は──本来の彼女自身、心のさらに奥にある日高舞夜という人間そのものは……柳のものではない。

			それを、変える。

			今から、この美少女を、完全に自分のものにする。

			セックスと絶頂を経験した後、記憶がないのに、舞夜の雰囲気は変わった。

			人間は変わる。他人との関わりや、心動かす物語や、そういった様々なもので、日々変わってゆく。

			それなら──快感で、舞夜の魂を変えることだってできるはず。


			そう、本当に美味しいお菓子を食べた後には、これまで美味しいと思って食べていたお菓子の味が色あせて感じられるように。

			本当の快感、他の誰からも得られないものすごい快感を味わってしまえば──舞夜は、他の男には目もくれない、柳だけの舞夜になるはずだ！

			「さあ、起きよう……目が覚める。今からゆっくり数をかぞえていくよ。20で、完全にいつもの君に戻って目が覚める」

			いつも通りの、深い催眠状態からの、手をかけた覚醒手順。

			でも──いつもと、違うことをやる。

			「目が覚めた時、君は、これまでのことを全部思い出す」

			柳は、そう言った。

			「今まで、何回も、催眠術をかけた時に、忘れさせたことがあったね。それが、全部、よみがえってくるよ」

			そう──忘却暗示で忘れさせたことを、思い出させる。

			柳の指を舐めて幸せに浸ったこと。あられもない格好をしたこと。自分から求めたこと。

			ペニスをしゃぶり、犬になり、図書室でオナニーし、イキまくって、ち○ぽを欲しがっておねだりしたこと。

			そういう、すべてを、よみがえらせる。

			「体は動かない。でも頭はすっきり目が覚める。これまでのことを全部思い出して、目が覚める。ものすごく気持ちよかった色々なことを、冷静に、楽しく、思い出すことができるよ……10……どんどん、元に戻っていく……11……」

			柳は腹に力をこめて、最後のカウントをした。

			「19……次で、完全に目が覚める、覚める、完全に記憶が戻って、本来の君に戻る、全部思い出す！　20！　はいっ！」

			パァン!!

			強く手を打ち鳴らした。

			舞夜は、大きくまばたきして、目を開けた。

			「ん…………」

			パチ、パチ。さらに何度もまばたき。

			きょとんとした顔。目元や口元は引き締まり、いつもの、教室でよく見知っている優等生の日高舞夜の顔だ。

			──でも。

			「え…………あ…………あっ！」

			その目が、すぐ、愕然と見開かれた。

			「おはよう」

			「あ!?」

			柳を見て──目をむき、真っ青になり──。

			「あーーーーーっ!!」

			絶叫した。

			その反応、その表情は、柳の暗示どおり、すべてを思い出したゆえのものだった。

			「あなた！　なに！　私に何を！　なんで！」

			「思い出した？」

			「思いっ……！　あ！　あ！」

			これまでのことを次から次へと思い出しているらしく、遠い目をして、何度も何度も強い声をあげ、体を震わせる。

			表情が歪み、目をぎゅっとつぶり、青ざめ、すごい汗を浮かせ、また赤くなり──。

			しかしその間、広げた四肢は、震える以上の動きは見せない。手足は自由にならない。そのことにまだ舞夜は気づいていない。
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			「あーーーっ！　うああああっ！　そんな！　ひどい！」

			「落ちついて。大丈夫だから」

			柳が言うと、舞夜は瞳に激怒の炎を宿してにらみつけた。

			「何が！　何が大丈夫よ！　ふざけないで！　卑怯者！」

			「何が卑怯なの？」

			「こっ、こんなっ！　こんなことっ！」

			「自分から脱いだよね？　おぼえているでしょ？　犬になって、四つんばいで、欲しがりもしたよね」

			「……！」

			ぎりっと、歯が鳴った。

			「欲しがる舞夜、すごく可愛かった。可愛くて、やらしくて、僕も興奮しちゃって──沢山、しちゃったよね」

			「──!!」

			まともな声にならない、笛のような音を舞夜は上げる。

			さらに赤くなり、白くなり、歯を鳴らす。

			恥ずかしさで死にそうなのと、屈辱で壊れそうなのと──柳への怒り、いや殺意で全身爆発しそう。

			「ふざけるなーーっ！　こんな！　こんなぁ!!　許されると！　うああっ！　あーーっ！」

			すごい顔、すごい迫力。体が動いていたら、柳など文字通り一蹴されて、人生が終わるだろう。

			だが柳も死に物狂いだ。態度は冷静を保っているが、全身全霊かけて、気迫のありったけを腹にこめている。

			「こんなことして、許されると思ってるのか……かな？

			でも、よく思い出して。僕が一度でも、無理強いした？　逃げられなくしたり、脅迫したり、怖がらせたりして、無理矢理服を脱がせて、レイプした？」

			「許してない！　そんなのっ！　認めてない！」

			「自分から脱いで、僕を求めてくれたよね」

			「あっ、あれはっ！　催眠術でっ！　そうよ、あんたの、卑怯な手で！　ズル！　詐欺よ！人をだまして！」

			「催眠誘導は、詐欺でも脅迫でも強制でも、無理強いでもなんでもない、ただの技術だよ。自分でも調べたよね？　まさか知らないなんてことないよね？」

			「う……！」

			舞夜は口ごもる。それは事実だ。催眠は、やろうと思えば舞夜にもできる、技術。知識欲旺盛な彼女はもちろん、最初の頃に調べていた。

			「催眠じゃ、いやなことはさせられないよ。それも、知ってるよね？　いやなら逆らえる。でも君の手も足も、動かない。君はまだ、僕の催眠にかかったまま。──なぜなら、本当にいやなわけじゃないから」

			「なっ！　んっ、くっ！」

			舞夜の手足に筋が浮き、肩や腰が揺れ動いた。四肢を動かそうとして、できなかった。舞夜の腕も脚も、拘束具をつけられているかのように、床からまったく離れない。

			先ほど、ふたつ入れた強力な暗示、大きな仕掛けの、その１。

			『この部屋にいる間は、どれだけ意識がはっきりしていても、舞夜はずっと催眠状態。どんな気分になっても、心の一番深い部分は、僕の言うことに従うよ』

			この催眠が効果を発揮する理由は、舞夜が柳の催眠で、何度も何度も快感を味わっているからだ。

			時々いやな思いをすることはある。焦らされてつらいこともある。しかしその後に、その全てを許してしまえる、ものすごい快感が来ることを舞夜は経験で知っている。だからこの暗示に舞夜は従う。心の奥底で、柳に与えられる快感を求める。

			「その人の中にあるものを引っ張り出してくるのが、催眠。つまり、こうされて気持ちよくなるのは──」

			乳首を、つついた。

			「ひゃああっ！」

			びくんとし、ぶるぶる震える。

			「元から、舞夜が持っているもの。気持ちよくなる体、感じる能力、いやらしい素質。それを僕は引き出しただけ」

			「そんなっ、違うっ！　これも、あんたが！」

			「いやだったら、拒否できるよ」

			柳は言いながら、舞夜の体を愛撫した。

			乳首を、おっぱいを、脇腹を。

			腰骨を、ふとももを、膝裏やふくらはぎを。

			「んっ、くっ、や！　やめてっ！」

			いじられ、撫でられて、舞夜は身震いし、鳥肌を立て、あるいは──股間を熱くさせた。

			「全身、敏感だよね？　気持ちいいよね？」

			「気持ちよくない！　やめて！」

			「いやなら、感じるのを拒否できるよ。でもできないってことは──ね」

			ふとももを、大きく、膝から股間まで撫でた。

			「んひぁぁぁ……！」

			腕にすごい鳥肌を立て、ゾクゾク震える。

			「ほら、感じる。拒否できないってことは、本当は欲しがってるっていうこと」

			指を、愛液が漏れている股間に、じわじわ近づけていった。

			「いや、やっ！　やめて！」

			「僕のこと、好きになってくれたら、やめるよ。もう必要ないからね。僕、舞夜のこと、好きなんだ」

			「……！」

			舞夜は気丈に柳をにらんだ。

			「だから、これ!?　こんなことする人を、好きになるとでも!?　馬鹿じゃない!?」

			「普通なら、無理だよね。でも、催眠術でなら──舞夜の方から、僕を求めてくれるようになるよね」

			「ひ……！」

			舞夜は血の気を失った。

			これまでのことを思い出しているから、柳の暗示で、自分がどういう振る舞いをしたのかよくわかっている。それをまたやられる、またしてしまうという恐怖。

			──本当の意味での『暗示』をここで使う。柳に言われたことは本当に起きる、ということを、舞夜は自分自身で認めてしまう。自分で認めるから、強力に心に作用する。

			「すごく、欲しくなって、自分から……犬みたいに四つん這いでも、正面からいやらしく誘惑でも、ち○ぽちょうだいって哀願するのでも……どんな風に求めるのがいい？」

			「ひっ、ひ、いや……！」

			舞夜の美貌が無惨に歪んだ。

			「やめて！　いや！　きらい！　あんたなんか嫌い！　近寄らないで、来るな、あっちいけ！　やーーっ！」

			圧倒的な語彙が、恐怖の前に失われて、感情だけになる。

			「やっぱり、怒っていても、綺麗だよ……僕の彼女になってほしいな」

			「ならない！　絶対ならない！」

			「どうしても？」

			「当たり前よ！　死んじゃえ！　きらい！　最低！　クズ男、クズ、クズ、人間のクズ、最低最悪！　人でなし！」

			「……ああ、よかった。ちゃんと、男って言ってくれた」

			「な……おかしいわ、頭おかしいわよあんた！」

			「だって、最初の頃は、僕のこと、男って思ってなかったでしょ？　そう思っていたら、僕と二人きりで、催眠術の実験なんて、させてくれなかった」

			「違うわ！　信頼してたから！　だからよ！　それを裏切ったあんたが！」

			「信頼してたなら、催眠術にかかって、エッチなこと許してくれたのも、本当はいやじゃなかったからってことになるんだけど？」

			「いやらしいことは、許してないわ！　それとこれとは話が別よ！」

			「でも、僕に何かされる可能性があるって、ひそかにでも思ってるなら、そもそも催眠に入らなかったはず。つまりは、僕のことを警戒していなかった──男とみてなかったんだよね」

			柳は、絶句した舞夜に、笑いかけた。

			「でも今は、クズ男って……つまり、男と」

			柳は、股間のものを見せつけた。

			先ほど舞夜と『セックスの練習』をしたので、まだ若干、舞夜の汁で濡れている。

			こめた気合いのままに、それは隆々と勃起して、凶悪に血管を浮かせていた。

			舞夜が息をのみ──同時に、陰唇がはっきりとひくついた。

			「これですごく気持ちよくしたから、男って認識してくれるようになったんだよね、舞夜の潜在意識が。だから、クズ男って口をついて出た。嬉しいよ、そんなにこれを強くおぼえてもらって」

			柳は舞夜の両足の間に入り、挿入する体勢をとった。

			「すごかったもんね、これが入ってきた時の、君の反応」

			「…………！」

			舞夜は目を白黒させ、口をぱくぱくさせる。

			怒りと恥ずかしさとで、頭の中がぐちゃぐちゃなのがよくわかった。

			「もう一回、したい。今の舞夜に、僕が男で、僕が君を大好きで、君はもう僕のものだってこと、わからせたい」

			「や！　来ないで！　来るな！　死ね！」

			「どうしても、だめ？」

			「だめ！　来るな！　これ以上触ったら許さない！　絶対に許さない！　一生かけても復讐してやる！　絶対に！」

			その目、その形相は、まさに鬼。

			本当にやる、体が自由になったら、舞夜は柳に、去勢をはじめとして、女の敵にやるだろうことを、容赦なくやる。

			しかし、柳はひるまなかった。

			「じゃあ、行くよ」

			ペニスを、鬼の形相の舞夜の、熱い穴にあてがった。

			「ひっ！　いやああっ！」

			「好きなんだ、舞夜が。だから……」

			「やめて！　いや！　いやああっ！」

			舞夜は、首だけ動かし、抗った。

			「きらい！　嫌いよ！　こんなことする人、きらい！　大っきらい！　好きになんかならない、絶対ならないんだからあ！」

			「……そう……」

			柳は、膣口にねじいれかけていたペニスを、止めた。

			「ねえ、舞夜。これまでのこと、思い返してほしいんだけど──僕は、君のこと、本当に好きなんだ。だから、君を悲しませたくないし、君がいやがることはしたくない」

			「こんなことしといて、馬鹿じゃないの!?　それならすぐどきなさいよ、自由にして！」

			「いや、それはできないよ。だって、舞夜、本当は欲しがってるもの」

			「うそよ！」

			「望んでくれたら、すぐ挿れてあげる」

			柳はペニスを動かし、膣口を擦った。

			「これが入ってきたら、どのくらい気持ちよくなるかは、もうよく知ってるよね？　全部思い出してるもんね」

			「やっ！　欲しくない！　こんな、無理矢理なんて！」

			「僕のこと、好き？」

			「大っ嫌い！　見下げ果てたわ！　強姦魔！　ゲス野郎！　虫けら以下よ、クズ男、最低！」

			「大丈夫、その最低の男のことが、終わる時には、大好きになっているから」

			「ならないわ！」

			「そう？　これを見て」

			柳の指の間で、コインがキラッと光った。

			「この光を見ると、エッチになるよ」

			「あっ……!?」

			目をそらすより先に、すでに光を見てしまった舞夜を変調が襲った。

			「ムラッとしてきたよね？」

			ぬる、ぬると、膣口をペニスで擦り続ける。

			「どんどん、どんどん、いやだと思う気持ちが消えて……好きな気持ちがふくらんでくるよ……ほら、ほら……」

			「あ…………だ、だめ……卑怯よ……！」

			舞夜の表情がゆるみ、肌が赤らんできた。

			感じている。快感。甘い喜び。

			「だんだん、僕のことが、可愛く見えてくる」

			「いやっ！　きらい！　きらいよ！　顔も見たくない！　あっち行って！」

			「人を好きになるのはとっても素敵なこと。僕が君に、痛いことも苦しいこともしていないのは、君が一番よく知ってるよね。僕は、君を気持ちよくした。何度も何度も、幸せにした。美味しい味、楽しい気持ち、大笑い、リラックス、恍惚感。そして、快感……性的な……エッチな……あれを、また、あげるよ……気持ちよくしてあげる……」

			語りかける間も、膣口を、陰唇を、ぬるぬる擦り続ける。

			ペニスを動かし、クリトリスにもぬめる刺激を与えた。

			「いやああっ！」

			舞夜の腰が震え、熱を帯びた。

			「もっと、エッチになるよ。気持ちよくなる。もう君は、あの気持ちよさを知っている。体がよく知っている。だから、求めるようになる。僕のこれが、欲しくなる……大丈夫、今はいやがっているけど、すぐ、欲しくて欲しくてたまらなくなっていく……それはとっても甘くて、熱い気持ち……」

			「い、いや……いやあ……」

			抗う舞夜の口元が、焦りに引きつった。

			「もう、体が、じゅわっと溶けるような感じになってきてるよね？」

			ぬとっ、ぬとっと、膣全体をペニスで擦る。舞夜の態度と逆に、そこはペニスを待ち望むように口を開け、ひくつき始める。

			「いやっ、やっ……やめて……やめなさいっ！」

			「僕のこと、好きになって。そうしたらやめてあげる」

			「わかったわ、好きよ、好き、浦河君が好き！　これでいいでしょ！」

			「そんな、表面だけの言葉を信じてもらえるかどうか、自分が一番よくわかってるよね？」

			クリトリスを重点的に、ぬるぬるぬると亀頭で刺激。

			「んっ、くっ！　やめて！」

			「体は、もうすっかりこれになじんで、受け入れ準備ができてるね。入ってきたら、すごいことになるよ」

			「う、う……そんなの、あんたのせい……あんたが、そういう催眠術かけたから！」

			「そうだよ。だから舞夜は、気持ちよくなっていくんだ。欲しくなっていく。どんどん欲しくなる」

			また、コインを光らせた。

			「あっ！」

			舞夜の体が、はっきり、熱を帯びた。

			「この感覚には逆らえない。欲しいっていう気持ちがどんどん強くなる。その感じはもう知っているよね？　欲しくて欲しくてたまらなくなって、そのためなら何でもするくらいに、欲望だけになって、気持ちよさが欲しくなって……自分でいじっても足りない、あの感じ、あのすごい快感が、欲しいよね、欲しい、すごーく欲しい……」

			「う、うう……だめ……いや……！」

			耳をふさごうというのか、舞夜は首を左右に激しく揺り動かした。

			しかしそれでどうなるものでもなく──。

			「うっ、くっ、うっ、うう……やめて……催眠術解いて！　こんなのいや！　こんなことしなくても、してあげるから、キスでもセックスでも、してあげるからっ！」

			「『あげる』なんて、無理しなくていいよ。そういう無理をさせたくないから、こうしてるんだし」

			ぬるぬる、ぬちぬち、擦り合う股間から音がし始めた。

			「すごい、濡れてる」

			「んっ、んっ、いやあっ！」

			「いやがることを無理矢理、なんてのは間違った男らしさ。本当の男は、女性が望むことをしてあげるものだと思うんだ。だから、舞夜の望むことをしてあげるよ。気持ちよくする。欲しがるものをあげる。挿れてって言ったら、すぐ挿れてあげる。そして、今までそうしたように、体中いじり回して、気持ちよくして、熱いものを挿れて、動かして、ずぼずぼ動かして、擦りたてて、突き上げる……」

			「うっ！　あっ！　やっ！」

			実際に膣内を突き上げられたように、舞夜の腰が跳ねた。

			「そうしてほしくなる。君はもっともっと、欲しくなる、あの感じが欲しくなる、あの快感が欲しくて欲しくてたまらない」

			「そ、そんなのっ、これっ、うそっ、本当の私じゃ、ないっ！」

			「いや、これも本当の舞夜だよ。思い出してごらん、僕のこれを欲しがる時の気持ち」

			「う…………！」

			ぞわっと、また舞夜の腕に鳥肌が立った。

			思い出している。よみがえっている。自分からペニスを欲しがった時のこと。狂おしく求めた記憶。そして、その後……満たされた時の、悦びも……。

			「欲しいと思った時は、それが本当の気持ちだったよね。これを挿れてもらいたくてたまらなかった。大好きなこれが」

			亀頭を、膣口にあてがい、挿入する構えを見せる。

			「んっ、あっ！」

			舞夜は息をのみ、ぶるぶる震えた。

			上向きの乳首が大きく揺れ動く。

			「うあ……あ…………ああ……！」

			「ほら、もう、頭の中がセックスで埋めつくされた…………したい、したい、したい……ものすごくしたい。意識はある、記憶も全部ちゃんとある、あなたは日高舞夜、図書委員……でも、エッチ、今ものすごくエッチ、やらしい気持ち……」

			「ふあっ、あっ、あっ……！」

			真っ赤な肌に、汗の珠が浮き上がってくる。ものすごい葛藤。抵抗と、欲求のせめぎあい。

			「セックスしたいよ。すごくしたい。これ、君に、挿れたいんだ。これを、ここに、ずぶぅっ……って……」

			「うああっ！」

			舞夜は強い声をあげ、泣き顔で首を振った。

			「いや、いや、いやああっ！　だめええっ！」

			膣口から、熱い汁が漏れでてきて、ペニスを濡らす。

			「濡れてるね……すごいよね、じんじんうずいて、それが強くなる、もっともっと強くなる、欲しくなる、すごく欲しい、セックスしたい、ち○ぽ欲しい……」

			「う、う、うう……う……！」

			「体はもう、完全に、発情しきってしまったよ……もしここでやめられたら、逃げるより先に、オナニーしちゃうよね。それくらい熱くなって、もう耐えられない」

			「はひっ、ひっ、ひっ、くっ……ぐっ……！」

			とうとう、泣き顔で歯をくいしばるばかりになった。

			興奮にふくらみきった陰唇は、柳のものが欲しくて、ひくつき始めている。

			体は、動物的に、快感を求めて、とっくに墜ちている。

			心も、欲情に埋めつくされて、さっきまでの抵抗はもうできない。

			最後のよりどころは、彼女のプライド──自我そのもの。

			これまで培ってきた、日高舞夜という人格が、操られた上で浅ましく挿入をこいねがうのを、断固として拒んでいる。

			しかし──心と体は切り離せるものではない。

			体のうずきが、心を変質させ……変質した心の要求に、魂すら……染まり……歪み……墜ちる。

			「欲しいよ、欲しいね、欲しい、挿れて欲しい……そうだよね？　正直に、言えるよ……」

			「あ…………ああ…………ひぃぃ……！」

			「さあ、言って。言ったら、してあげる」

			柳は、舞夜の腰から、鼠そ径けい部に沿って指をはしらせ、股間に迫らせた。

			指が近づいてくると、膣がひくつき、突き出るクリトリスがひくひく揺れ動く。

			それを何度も繰り返す。

			「セックス、したいよね？」

			「ひ…………ひぃ…………うう……」

			涙を流し、歯を鳴らし、汗をしたたらせ、ひたすらうなり、もがく。

			最後の抵抗。

			でも、それも──柳がペニスで股間をいじり、刺激し──その後に待ち受ける至上の快楽をほのめかし続けると、どろどろに溶け崩れてゆく。

			ここに天秤がある。片方の皿には、日高舞夜自身が乗っている。プライド、怒り、嫌悪感その他、柳を拒むあらゆるもの。もう片方の皿に、柳は快楽というコインを乗せてゆく。何枚も何枚も、山盛りになるまで。

			そしてついに、天秤が、ゆっくりと……反対側へ、傾いていった。

			「し…………して…………！」

			舞夜の口が、震えながら、その言葉をつむいだ。

			催眠でそう言うように仕向けたものではない、日高舞夜自身の、本当の舞夜の言葉。

			言葉と一緒に、涙があふれた。陥落と屈服の証だった。

			「もう、だめ……おかしくなる……挿れて……これ、挿れてぇ……」

			「本当に、欲しいんだね？」

			「ほっ、欲しいっ、挿れて、は、はやく、はやくっ！」

			天秤が一度傾くと、もう舞夜の自制心は失われ、欲望一色に染まる。

			「僕が、欲しい？」

			「欲しいっ、あなたがっ、浦河君が！」

			「僕でいいの？」

			「あなたがいいの！　挿れて！　はやくぅ！　もうだめ、我慢できないっ！　は、はやく、はやくしてぇぇ！」

			ぼろぼろ泣きながら、舞夜は口にした。

			犬のマイヤでも、意識のない人形でもない。学年トップ、才色兼備の、クラス一の美少女、日高舞夜その人が。

			舞夜自身のまま、男を──柳を、求めた！

			「ありがとう。……ありがとう！」

			柳もまた、舞夜と一緒に、感情があふれて、頬をしたたった。

			「……じゃあ、催眠術は、解いてあげる」

			亀頭を、挿入する体勢に。

			濡れそぼった膣口が、熱く、強く、吸いついてきた。

			「あっ、あっ、はやくっ、それっ、はやくっ！」

			「これが入ってきたら、その瞬間、今の狂おしい気持ちは消えるよ……元の自分に戻る。──ただしその時、体の感度は、今の倍になるよ……ものすごく敏感で、感じまくっちゃうからね！」

			柳は強く言うと、舞夜に、ペニスを突き刺した。

			ぬぢゅぅ……ずぶ、づぶっ！

			「あーーーーーっ！」

			いきなり、舞夜はイッた。

			「あああっ！　あっ！　[image: あ濁点]っ！」

			目を見開き体を突っ張らせ、腰をびくっ、びくっと痙攣させる。

			ペニスも、強く締めつけられ、脈打ちながら吸いこまれた。

			「はふっ、はっ……はっ……はっ……」

			獣じみた荒い息。膣まわりの脈動。

			ひとしきり続いたそれが、止んだところで。

			「っ!?」

			舞夜はハッと目を見開いた。

			その瞳には、疲れ果てたようにはなっているものの、いつもの彼女の、強い光がある。

			そう、催眠が覚めたのだ。

			柳を欲しがるという催眠から覚め──狂おしく求める気持ちがなくなる。

			だが……。

			「んっ！」

			柳が腰を動かすと、舞夜は電流でも浴びたかのように体を跳ねさせた。

			「うああああっ!?」

			ゆっくり、舞夜の中を往復する。

			それにつれて舞夜は何度も体を反らし、激しく悶える。柳の暗示の通り、意識は正常に戻ったが、感度が倍になっている。

			「ぬっ、抜いて、抜いてええっ！　ひあああっ！」

			手足はもう自由なり、もがき、床を蹴る。しかし体の中心を縫い止められ、そこからの快感が強すぎて、逃げられない。

			ぞりぞりと膣襞にペニスを擦りつけながらの抜き刺し。

			「うあああっ！　ひぃぃっ、ふあああっ！」

			抜いて、また挿れる──それだけで、舞夜の全身が甘く痺れ、力が入らなくなる。

			「だめぇ……やめて……だめ、助けて……許してぇ……！」

			「そんなに、気持ちよさそうにしてるのに？」

			乳首に手を伸ばし、つまんだ。

			「んふああぁぁぁ……！」

			乳首をつまみ、転がす。

			マジックで培った指の動きのすべてを尽くして、指先を微細にうごめかせる。

			「ひあ、あぁ、あぁぁ……！」

			舞夜の口元が、ぐにゃりと歪んだ。

			「だ、だめ、だめぇ……やぁ、乳首、な、何して、なにっ、あっ、ふあぁぁ……！」

			硬くしこった乳首を、縄をほぐしてゆくように、指の間で転がし、ぐにゃぐにゃにいじり回す。

			「乳首、溶けちゃいそうでしょ？」

			「ふあ、はぁ、あ、あぁぁっ！」

			膣が小さくひくついて、愛液とは違う液体に、股間が濡れた。

			「もう催眠術は解いているから、いやなら逃げていいんだよ」

			ぬらぬらするペニスを、ねっとり、じっくり往復させる。

			舞夜の全身が、陶酔に甘くのたうった。

			「んはあぁ、はぁぁ、あああ……やめて……んあ、あぁ、ああ……あ……ひぃぃ……うそ……こんなぁ……ま、まだ……かかってる……解いてぇ……催眠、解いて……！」

			「もう、解いてるよ。今はもう、動けるし、考えられる。自分の体も心も、自分のもの」

			腰を突き入れ、乳首を指の間でほぐす。

			「んひぃぃぃぃ！」

			腕が折れ曲がり、脚もばたつく。

			「ほら、動けるよね。いやなら、やめていいんだよ」

			ぬちゅ、ぬちゅ、ぬちゅと、ことさら音を立てて往復する。

			舞夜の陶酔がさらに深くなり、膣は濡れに濡れた。

			「うあ、ふあ、はぁん……ふあ、あぁ……！」

			「もう、何もできないよね。気持ちよすぎて」

			「や、あぁ……だめぇ……ひぃ、はぁぁ……あぁ……！」

			柳は、乳首をいじる指を、クリトリスへ移動させた。

			最も敏感な突起を、乳首以上に微細に、ミリ単位の幅でいじり回す。

			「あ、あ、あ！　だめ！　ひぃ、だめ、ら、え！」

			舞夜の声が一気に高まった。

			びくぅん！　と強い硬直と、膣のひくつき。ふとももが張り、震える。

			「へっ……ひっ……ひぃ……はふ……ふぅ、ふぅ、ふぅ……」

			硬直が解けて、どっと汗を噴き出し、息を乱した。

			「イッちゃった？」

			「ん…………うぁ…………」

			舞夜は朦朧となって、肯定とも否定ともつかないうめき声を漏らすだけ。

			返事がないから、柳はさらに動き続ける。

			たっぷり漏れ出る愛液を指にまぶし、それで乳首を、ぬるぬる刺激し──。

			「んっ、ふっ、ふっ」

			腰の動きを、少しずつ速くしていく。

			「あ、あ、あぅ、はぅ、あ、あ、あっ、あっ、あ……！」

			舞夜の体に、また力が戻ってきて、柳の動きに合わせて弾むようになってくる。

			「だ、だめ、だめぇ……もう、やっ、あっ、だめっ、あっ、あっ、あっ！」

			そう言いつつ、自分から柳に合わせて腰を動かし始めた。

			「気持ちいい？」

			「んっ、ふっ……！」

			涙目で視線をそらしたが、その首筋から耳まで、一気に真っ赤になった。

			「僕は、最高。舞夜、好きだ。大好き」

			「んっ……ひ、卑怯者……あんたなんか……」

			ぬちゅぅ、ぬちゅぅと、出入りするペニスに、膣襞がまとわりついている。

			抜き刺しに伴って、陰唇どころか膣口まわりまで、ぬらぬらした媚肉が裏返ってはみ出ている。

			「あ……あなたなんか……こんな……卑怯……うぅ、あ、あぁ……あなた、なんかっ！」

			「んっ、ふっ、好きだよっ、舞夜っ、舞夜っ！」

			深く突き入れ、動きを止めた。

			腰を揺すって、膣内でぐりぐりと円を描き──。

			上体を倒して、勃起して突き出ているクリトリスを、下肌で擦る。

			さらに、乳房を、乳首ごと揉みしだいた。

			「んひぃぃぃ……やああぁぁ……だめ、これ、らめぇ……ひぃぃ、うああ、あああああぁぁぁ……！」

			性感帯を攻められまくる舞夜は、口を歪めて悶え狂う。

			ぐっちゅ、ぐっちゅ。掻き回す膣から、粘っこい下品な水音がたっぷりと鳴る。

			「すごいね……ほら、ほら……」

			「と、溶ける、腰、溶けるぅぅぅ……！」

			また腰がびくっとなって、汁が噴き出た。尿道口からの透明な汁。ペニスの締めつけと共に、柳の下腹が濡れる。

			太ももが、ブルブル、危険な震え方をし始める。

			「好きだ、舞夜っ！」

			強く言って、突き入れる。

			「うあああっ！」

			「好きだよ……舞夜……僕とつきあって」

			じわじわと抜きながら、柳は交際を申しこんだ。本心から告げた。

			「んひぃ、ひぃぃ……ふあ、ああぁぁ……」

			鳥肌をびっしり立て、舞夜は身震いした。

			「催眠術でも、セックスでも、何でもするよ、気持ちよくする、幸せにするから……ね？」

			「はう、あぁ、あ、あぁ、あぁぁ……」

			「舞夜」

			名前を呼んで、小さく、速く、抜き刺しする。

			「んぉぉぉ、おぉ、おぉ、お、お、お、お、お、お……！」

			「舞夜……返事、きかせて」

			「い、いく、いく、いくっ……んっ！」

			返事の代わりに、舞夜はまた小さく絶頂した。

			「んっ…………はぁ、はぁ、はぁ……はぁ……はぁ……」

			口元からよだれを垂らし、目を半ば閉じかけて、全身を痺れさせる快感に酔いしれながら、舞夜は言った。

			「…………い…………いや…………よ…………」

			「…………」

			柳は──感動した。

			ここまでされて、まだ抗えるのか。

			柳がこんなに焦らされ、責められ、快感漬けにされたら、半分の時間もかからず堕おちて、相手の靴でも何でも喜んで舐める人間になっているだろう。

			（舞夜って、本当にすごい！）

			本当に強い意志と、精神力と、そして高いプライドを持っている。

			そんな彼女だからこそ──柳にないものを、最高のレベルで持ち合わせているからこそ。

			（僕は…………君のことが…………！）

			「……わかった」

			柳は、限界寸前までふくれあがったペニスを、舞夜の中から抜いた。

			「え……!?」

			べったり、白濁した粘液まみれになった肉棒が、自分の中から抜け出てゆくのを、舞夜は見つめる。

			何が起きているのか、理解が追いついていない。

			完全にペニスが抜け──亀頭と膣口を、太い粘液の糸がつなぎ、伸びて、切れて……。

			柳は、完全に舞夜から離れた。

			「あ……!?」

			空っぽになった膣の入り口、最大限に充血しきった陰唇が、ひく、ひくと開閉する。

			「いいよ。もう催眠は解けてる。自由だよ」

			「ん……？」

			舞夜は、まだ呆然としたまま、体を動かした。

			上体が床から離れ、持ち上がる。

			「！」

			起き上がれる、動ける──逃げられる！

			稲妻のように、舞夜の脳裏をその発想が駆けたのが、表情ではっきりわかった。

			（──そろそろだね）

			柳は、後ろ手に指を折って数をかぞえていた。

			８……９……。

			先ほど施した、大きな仕掛け、その２。

			『この後、君に男のものが入ってくるよ。それは最高のペニス。ものすごく君は気持ちよくなる。

			でも、それが抜けたら──熱いものが抜けて、君の中で10秒、いいね、抜けて10秒経ったら──今まで味わった気持ちよさ、絶頂感、幸福感がひとつになった、最高の快感、ものすごい快感が君を包むよ』

			そう、舞夜の人格を変えるための、最大の仕掛け。

			舞夜があくまで柳を拒絶するのなら。

			その拒絶する気持ちを上回る快感で、心を打ち砕いてしまえばいい。

			人格そのものを変えるための仕掛けが、これだった。

			『それは、信じられないほどの気持ちよさ。今まで、すごいのを何度も味わったね。あれの何倍もすごい、頭が完全に真っ白になる快感が、長く、長く、ずっと続くよ……君は快感だけになる──いいね、男のものが抜けて、10秒経ったら、それが始まる。生涯最高の幸せを味わえるよ……』

			何度も何度も催眠誘導し、深化させ、快感を味わわせてきたからこそ入る、深層心理への絶対的な命令。

			それが、始まる。

			舞夜は、まだ乳首の尖ったままの胸を揺らして、重たい体を起こした。

			そこへ……。

			（10！）

			「…………あ…………!?」

			どくん、と。

			舞夜の全身が、心臓となって、大きく脈打ったのがはっきりわかった。

			「うあ!?　あ!?　ああああっ!?」

			顔が歪み、手足が跳ね、元通りに倒れこむ。

			その四肢が激しく波打ち、腰が弾む。

			「ひあああ！　あああ！　あひぃぃっ！」

			胸が揺れ、股間からしぶきが散る。

			「な、なに、なにこれぇぇぇぇっ！」

			「どうしたの？」

			「んはあああっ、きもちいいっ、いいっ、[image: い濁点][image: い濁点]っ！」

			ガチリと歯が鳴り、そのまま激烈な痙攣に襲われる。

            「ひぎぃぃぃぃぃぃ！」
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			ガクガクッと腰が震え、全身が波打つ。

			「いぐ、いぐっ、[image: い濁点]っ！」

			柳は指一本触れていないが、陰唇が盛り上がりクリトリスが突き出し、最大限の興奮状態。

			「…………！」

			「はひっ！　ひっ！　ひあっ！」

			断続的な悲鳴と共に、陰唇が大きくひくついた。

			「はっ、はっ……ふあああっ!?　ま、またっ！」

			一度達したのに、すぐにより大きな快感がふくれあがる。

			背中を大きく反らせ、舞夜は床で転げ回った。

			「ひぃぃ！　止まらない！　どめでぇ！　いぐぅ！」

			叫んで、痙攣する。激しい呼吸に合わせて腹が波打つ。首筋に血管が浮き上がる。

			「まっ、まだっ、いぐっ、んっ、ぐっ、ひっ！」

			おっぱいを逆さまに傾け、ブリッジ気味に全身を突っ張らせ、また痙攣する。

			脳がこれまでの快感を反芻し、増幅させて出現させている多幸感だから、舞夜自身の意識が途切れるまでは、その状態が延々続く。

			物理的な刺激だけでは達することができない、多幸感の洪水、イキっぱなしの状態。

			「んほぉ、ほっ、はひっ、ひ、ぐっ……が……！」

			舞夜の目がほとんど裏返り、もらす声も、悲鳴というより、低く濁った、うなり声になってきた。イキまくりで、意識がほとんど飛んでいるようだ。

			（……すごい……！）

			舞夜の狂乱ぶりに、柳は引きこまれた。

			指一本触れないまま、ペニスが角度を増し、射精感がこみあげてくる。

			「いぐ！　ぐ！　が！　じぬっ！　ひぃっ！」

			激烈によがり、叫び続ける舞夜の股間に、あらためて射精寸前のペニスをあてがった。

			「……すごいのが、来るよ……今までの君が、全部、押し出されて、なくなる！」

			柳は、猛々しい感情に突き動かされて、激しく声を叩きつけた。

			「代わりに、僕が、入る！　君の中に、僕が！」

			そして──最大限に勃起している亀頭を、本気汁垂れ流しの舞夜のマンコに、ぶちこんだ！

			「[image: あ濁点]…………!!」

			巨大なペニスで、舞夜の脳天から、舞夜の中身を、すべて押し出す！

			「うおおおおおっ！」

			挿入した瞬間に、股間が爆発した。

			熱いものがふくらみ、一瞬たりとも持ちこたえることができずに、舞夜の中で、炸裂する。

			「[image: あ濁点]びゃあああああっ!!」

			舞夜は口を開き、唾液を飛び散らせて、濁声で叫んだ。

			どびゅっ、どびゅっと、脈打ちながら、熱波が奔騰する。

			それに合わせて、低く、強く、断末魔の絶叫が上がる。

			「[image: あ濁点]！　がっ！　ひっ……ヒギィ……クハァ……」

			柳もまた、真っ白になった。

			「あっ、あっ……あっ……！」

			気持ちよすぎて、何も考えられない。

			どくん、どくんと、出て行く、柳自身が、どろどろに溶けた熱い汁になって、舞夜の中へ入っていく……。

			真っ白になった舞夜の中に、柳が入っていって、舞夜は柳になる、柳は舞夜をいっぱいに満たす……。

			「はぁっ、はぁっ、はぁっ！」

			心臓が破裂しそうで、汗がだらだらしたたり落ちた。

			息が苦しい、めまいがする、吐き気すらおぼえる。

			……柳は気がつけば、床に転がっていた。

			ペニスから、長い粘液の糸が、床に伸びていて──柳の体が動いた跡を示している。

			「んひぃぃ…………」

			しぶきが飛び散り、アンモニア臭がした。

			舞夜の股間から、水流が、アーチを描いて漏れ出ている。

			舞夜は、目こそ開いていたものの、そこにいるのはもう日高舞夜ではなかった。

			「はぁっ、はぁっ……舞夜……」

			呼びかけても、返事はない。

			しかし、柳の声が、世界の真実となって彼女の中に浸透してゆくことは、自分のことのようにはっきりわかった。

			「君は……僕のものだよ……僕だ……僕たちは、ひとつになったんだ…………」

			柳の声もまた、うわごとのように、かすれて、弱々しい。

			虚空を見上げたまま、舞夜は、なおも体を震わせつつ、動かなくなる。

			柳はその、ぐちゃぐちゃになった顔を見つめ、全身の息を吐き出した。

			これでもう、後戻りはできない。

			柳は今後ずっと、彼女を支配し続ける義務を負う。

			それが、彼女の心を壊し、作りかえる代償。

			なんて嬉しい代償だろう！

			「愛してるよ、舞夜……僕の、最高の彼女……」

			柳の全身に、かつてない、強く熱いものが満ちていた。

			


			　　　　　※

			


			期末試験が終わり、結果が発表された。

			柳は、それまで学年平均前後で横ばいだったのが、一気に５０番近く順位を上げていた。

			「すごいじゃない、浦河君」

			「教師がよかったからだと思います」

			「それが私じゃないのは、非常に問題なんだけどね……今回の結果に免じて、聞かなかったことにしてあげましょう」

			「すみません、鵡川先生」

			「それより……」

			鵡川流衣は、柳と、その隣に立つ姿を交互に見やった。

			「本当に、あなたたち、つきあい始めたのね」

			「はい」

			舞夜が、誇らしげに答えて、柳の手を握った。

			「学校ではやめなさい」

			「はい」

			生徒指導室である。柳と舞夜は、テーブル越しに流衣と向かい合っていた。

			「この間から怪しいとは思っていたんだけど……本当だったとはね」

			「すみません、騒ぎになっちゃって」

			「まったくよ」

			あの日高さんに、彼氏ができた。そのニュースだけでも、校内の男子を湧き上がらせるには十分だったのに──その相手が浦河柳ということで、学校中が文字通り爆発した。

			柳と舞夜は、クラスメートに取り囲まれて質問攻め。

			他のクラスでは、浦河って誰だ？　から始まって、見に来て、何をするにも柳が注目されて。

			なんであいつが。なんであんなやつが。予想通りの、そういう声が随所で上がって。

			あんなやつより俺とつきあおう。そういう連中も、舞夜に群がってきた。

			そうした大混乱の中でも、舞夜は平然と、いつも通りに学年トップの座を獲得。

			柳も、火がついたように勉強して、流衣に賞賛される結果を出していた。

			「あなたたちが節度を守り、お互いにいい影響を与えているのなら、学校としても交際を禁じることはしません。でも、そうじゃないのなら──わかるわね」

			「ええ。頑張ります」

			柳はうなずいた。

			その横顔を、舞夜が優しい目で見つめていた。

			


			「では、失礼します」

			二人並んで頭を下げ、退出する。

			廊下に出ると、舞夜が柳の肩に触れてきた。

			柳は、その手の甲を軽く撫でる。

			「んっ……」

			舞夜はわずかに声を漏らした。

			スカートの中が熱くなっているのは間違いない。柳に触れられるだけで舞夜は感じる。柳が触る時だけ、舞夜は全身が性感帯になるのだ。

			──あれ以来、舞夜は、完全に柳の彼女となった。

			素の舞夜自身が、圧倒的な快楽で変質し、柳の支配を受け入れた。

			柳を愛し、柳の言うことなら何でもする、完璧な操り人形。

			「上で待ってるから、パンツ脱いで、こっそり来て」

			「はい」

			表情ひとつ変えず、舞夜は返事した。

			階段を上がって、屋上の前で柳は待つ。

			ややあって、ひそやかな足音が近づいてきた。

			舞夜の姿が現れる。注目されているので、別々に、他人に見つからないようにやってきたのだ。

			「見せて」

			「はい」

			舞夜は、スカートをめくりあげた。

			その股間には隠すものがなく、割れ目が丸出しになっている。

			「スカートも、脱いじゃおうか」

			「はい」

			すぐに、スカートが脚を滑り落ちた。

			舞夜の表情は、興奮に赤らんではいるものの、目の光は普通にある。柳に従うことが当然、それが舞夜にとっての常識なのだった。

			「それじゃ……おいで」

			柳は舞夜を招き、下半身裸のまま、自分の隣に座らせた。生の尻が冷えないよう、ハンカチを敷いてやる。豊かな尻肉がその上でたわみ、はみ出る。

			「目を閉じて、深呼吸して……深いところに入っていくよ……」

			肩を抱いて、呼吸に合わせて上半身をゆっくり揺らしてやる。

			ほどなくして、舞夜の体から力が抜け、柳にもたれかかってきた。

			「こうやって、頭を回すよ……時計と逆に回すと、時間が戻っていく……どんどん巻き戻っていく、昔に戻っていく……君は昔に戻る、戻る、戻る……君は今、10歳だ」

			柳が言うと、舞夜の顔つきが少しだけゆるんだものになった。

			「ゆっくり目を開けてみよう。君は今ひとりで、落ち着ける場所にいる。……どこかな？」

			「……わたしの、うち……へや……」

			「自分の部屋かな？」

			「うん……」

			「そうだ、今、君は、そこにいるよ。ひとりきりで……そして、なんだか、ドキドキしてきた。えっちな気持ち。今まで一度も触ったことがない、おまたのところが、じんじんしてくる。そこをいじりたい。すごーくいじりたい」

			「ん……」

			舞夜は悩ましくうめき、ふとももをこすり合わせた。

			「誰もいないから、こっそり、いじってみよう」

			舞夜の手が、ゆっくりとそこへ近づいていく。

			「──いじると、頭の中に、『やなぎくん』の姿が浮かぶよ。五歳の時に出会って、こっそり一緒に遊んだ、最高の友達。その彼のことが頭に浮かぶ。彼を思い出しながら、おまたをいじると、すごーく気持ちいい……」

			「ん、んっ……んっ！」

			舞夜は自分の秘所を、たどたどしく指でまさぐり始めた。

			「ほうら、浮かぶ、『やなぎくん』の姿が浮かぶ……彼のことを思いながら、君はおまたをいじる……」

			こうやって、舞夜の記憶を書き換える。催眠で過去に戻して、そこに少しずつ、柳との記憶を植えつけていく。

			柳は舞夜の幼なじみである、そういう『事実』を作るために。

			実際にはなかった、幼い頃の出会いを、すでに舞夜は『思い出して』いた。ひとりで遊んでいる時に出会った男の子。その子と一緒にいるととても幸せだった。親にも言ったことのない、その秘密の遊び相手こそが、浦河柳。

			そして今、舞夜は、生まれて初めてのオナニーを追体験している。実際に舞夜がオナニーをおぼえた瞬間。そこに、オナネタとして『やなぎくん』を追加する。催眠から覚めた舞夜は、柳でオナニーした過去を持つ人間となる。

			毎日こういうことを繰り返して、柳とは昔からの縁があったのだという既成事実を、舞夜の中に作り上げていた。

			セックスだけではない、昔からの積み重ねを構築する。それによって、より舞夜との関係が深くなるからだ。

			柳は強く心に誓う。絶対に離さない。彼女は僕のものなんだ。

			そして──柳自身も、変わった。

			『舞夜の彼氏』という立場を守るために、努力し始めた。

			毎日ランニングし、勉強し、少しでも舞夜に近づく。ふさわしい男になる。

			でないと、舞夜という宝石を曇らせてしまう。ダメにしてしまう。

			それは、許されることではなかった。

			舞夜の隣にいても許される男になるには、並大抵の努力では足りない。

			柳は、毎日、一秒たりとも気を緩めることなく、自らを鍛錬し続けていた。

			「んっ、ふっ、あっ、あっ、やなぎくん……やなぎくぅん……んっ、これ、すご……ああ、気持ちいい……やなぎくんっ、変になる、わたし、なっちゃうっ！」

			「頑張って、君が好きになってくれるだけの男になるからね」

			柳は、『初めて』の快感に悶える舞夜の肩を抱き、その頬にキスをした。
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			初めまして。著者のおくとぱすです。

			今まで沢山ゲームシナリオを書いてきましたが、小説はこれがデビュー作となります。

			自分が一番大好きな催眠ものを、好きなように作らせていただいた「催眠遊戯」の、小説版まで書かせていただけることになりまして、みなさまにただただ感謝です。小説はゲームと違うので、色々と楽しく作業できました。

			また、お手に取られました読者のみなさまも、ゲームとは違う雰囲気の本作を楽しんでいただけたら嬉しいです。

			現在、続編の「催眠演舞」作成中です。

			本作で催眠ものに興味を持っていただけましたら、こちらもぜひともお楽しみくださいませ。

			


			


			二〇一三年三月　　
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